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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ぼくわ、おおきくなったら、しょうかきになりたいとおもいます」

　　　　一ねん三くみ

　　　きなし　ゆきみず




　僕ぼくは忘れていた。

　こんな作文のことなんて。

　思い出しもしなかった。

　そう。

　あの瞬しゆん間かんまで。













　第一章「部室」







　人類が、初めてテクノロジーを知った時代が『文明の夜明け』なら。

『文明の日暮れ』とは、どんな時代なんだろう？

　校こう舎しやの三階にある写真部の部ぶ室しつから、西に傾かたむいた秋の日差しに照らされた街並みをながめながら、僕ぼくは、なんとなくそんなことを考えていた。

　ここは都心から快速で一時間ほどの距きよ離りにある富子市。

　その中心を流れる三み珠たま川の川沿いの段だん丘きゆうに広がる新興住宅地は、谷を埋うめ、山を削けずり、ひたすら広がっている。

　暇ひまだ…。

　文化祭が終わった後の文化部なんて、暇でしょうがない。

「それにしても。腹が減へったな」

　誰だれに言うでもなく、そうつぶやいた時、後ろから声がした。

「部長、また何か作るんですか！」

　振り返るとそこに一年後こう輩はいの山やま野のかりんが立っていた。

　物もの怖おじしない、きょろりんとした目が印象的な女の子で、今風の女子高生のくせに、趣味は古典落語。という少し毛色の変わった子だ。

　かりんは期待に満ちた目で僕ぼくを見ていた。

「わかった、棚たなからホットプレート持ってこい」

「はい！」

　かりんは、待ってましたと言わんばかりの勢いで、棚の中を探し出した。

「部長は、ほんとに料理上じよう手ずですよねえ。感心しちゃう。なんで料理研究会じゃなくて写真部の部長やってるんですか？」

　暗室の冷蔵庫の中に入れてあったキャベツやブタのバラ肉などを取り出しながら僕は答えた。

「簡単な理由だ、料理研究会がなかったからだよ」

「へえ、私と同じですねえ、私も落語研究会がなかったから写真部に入ったんですよ」

　考えてみると、ひどい理由だよな。

　暗室の中の流し台でキャベツを千切りにして、現げん像ぞう用のバットに盛る。

　流しで小麦粉とダシ粉と、今日の秘密兵器、フリーズドライの山やま芋いもの粉を混まぜたものに水を加えて練ねり上げた。

　僕の名は『木梨幸水』。

　ちなみに（きなしゆきみず）と読む。

「こうすい」とは呼んで欲しくない。

　梨なしの品種名と同じ、この名前のおかげで僕は小学校の頃ころからずっとからかわれてきた。

　まあ、さすがに高校生ともなれば、そんなことで人をからかうヤツはいない。

　僕はボウルの中で練った小麦粉と山芋の粉の中に泡あわ立だて器を差し込んで持ち上げた。

　どろどろのネタが、泡立て器の間からスッと落ちて行く。

　混ぜすぎても混ぜ方が足りなくてもいけない。この辺がノウハウというヤツだな。

　自慢じゃないが…結局自慢なんだが、僕は料理が得意だ。

　小さい頃ころからアウトドア料理が好きで、山に行って火をおこしてメシを作ってばかりいた。そこで知り合った人に山さん岳がく写真を教わって、気がついたら高校に入って写真部に身を置いていた。

　これでも一応部長だったりする。

「かりん！　ホットプレートの様よう子すはどうだ？」

「はーいＯＫでーす」

　言っておくが、このホットプレートは部の備品だ。

　写真部が、代々受け継ついで来ただけあって油が馴な染じんで実に使い勝手がいい。

「よーし！　本日は広島風お好み焼きだ！」

「いよっ！　待ってました日本一！」

　充じゆう分ぶんに熱せられたホットプレートの上におたまですくった、どろどろのタネを落としてすばやく塗ぬり広げる。

「あれ？　小麦粉だけ？　キャベツとかは入れないんですか？」

「全部混まぜ込むのは大阪風のお好み焼きだ、こいつは広島風。まあ…黙だまって見てろ」

　薄うすくクレープ状に広げたタネが半透明になったのを見計らって、その上にどさどさと千切りキャベツを載のせ、その上にブタのバラ肉を広げ、さらにその上に生タマゴを割りこむ。

「すっごい！　豪ごう華か版ばん！」

「当たり前だ、広島じゃあ、お好み焼きは、おやつでも軽食でもない、れっきとした料理なんだぞ。さて、これからが正しよう念ねん場ばの、返しだ」

　コテを両手に持つと、お好み焼きの下に入れる。

「それをひっくり返すんですか？　だって上の具がバラバラじゃないですか」

「それをバラさないのが技わざなんだ、見てろ」

　焼け具合を見計らうとすばやく手首を使ってコテを返す。

　上にキャベツの千切りを満まん載さいしたお好み焼きは、見み事ごとに空中で半回転してホットプレートの上に着地した。

　鉄板に当たった肉が焼ける、じゅうじゅうという音が部ぶ室しつに響く。

「お見み事ごと！　値あたい千せん金きんに当たる腕うで前まえでげすな」

「なんだそれは」

「円えん蔵ぞうですよ先代の」

「誰だれだそれは」

「橘たちばな家や円蔵ですよ、知らないんですか？　円えん鏡きよう師し匠しようが襲しゆう名めいする前の……」

「ああ、わかったわかった、もういい、それよりもよく見てろ」

　コテでお好み焼きをホットプレートに押し付ける。

「こうやると、先に焼いておいたタネが蓋ふたをする形になって、中のキャベツが蒸し焼きになる。キャベツの水分とブタ肉の余分な脂あぶらが抜けてあっさりと、それでいてボリュームのあるお好み焼きができるんだ」

　かりんは黙だまった。

　輝かせ、魅み入いられたようにホットプレートを見ている。

　僕ぼくは満足感にひたりながら、最後の仕上げであるオタフクソースを取り出した。

「そして決め手はこれだ！　お好み焼きを決定するのはソースである！　と僕は断言する。ウスターソースやとんかつソースでは絶対に代用できない！　なぜならそれらのソースにはお好み焼きの魂たましいが注入されていないからだ！」

　充分に火が通って体積が半分以下になったお好み焼きをひっくり返すと、こんがり焼けたブタ肉とタマゴの上にソースを塗ぬる。

　お好み焼きの表面からあふれたソースがホットプレートに当たって焦こげはじめる。

　部ぶ室しつはソースの焦こげた香かおりと肉の焼けた香りとが入り交じった暴力的に食欲を刺激する匂においで充じゆう満まんした。

　今、ここに何も知らない人間が入ってきたら、ここが写真部だと思うヤツは一人もいないに違いない。

「さあできたぞ！　青ノリと花カツオをふりかけて食ってくれ」

「いっただきまーす！」

　かりんが、待ってました、とばかりに割り箸ばしを伸ばす。

「熱あついから気をつけろよ」

「はひ…ははひまひふぁ…あち！」

「ばか、そんなにあせって食うな」

「はひいっへんへふは…」

　きっと『何言ってんですか』と言いたいのだろう。

　かりんは、口の中にあったお好み焼きを飲み下して続けた。

「コトワザにもあるじゃないですか、お好み焼きっては熱いうちに食え！　って」

「それを言うなら、鉄は熱いうちに打て、だろう」

「でも、間違ってはいないですよね」

「そりゃあそうだけど…」

「じゃあそれでいいんはないへふは…」

「お前…食うかしゃべるかどっちかにしろよな」

「ははひはひはあ」

　わかりましたあ…と言いたいらしい。

　瞬またたく間にお好み焼きを半分平らげたところで思い出したようにかりんが言った。

「そういえば、水みず樫かしセンパイはどこに行っちゃったんですか？」

「ああ、あいつなら卒業アルバムのクラブ紹しよう介かいの写真を撮りに行ってる」

　かりんがイタズラっぽい目でにらんだ。

「ホント、この部は水樫センパイで持ってますねえ。でも、なんだかんだ言ったって部長は、水樫センパイのことを大切にしてますよね」

「まあ。そりゃあ大切にしなきゃな」

「よっ！　ダメな亭てい主しゆにできた女によう房ぼう！」

　僕ぼくは、かりんから以前借りた「髪かみ結ゆいの亭主」という落語のテープの落ちを思い出した。

「もしも、あいつに何かあってみろ…」

　かりんと目が合った。

　かりんも同じことを思いついたのだろう、にやっと笑った。

　そして二人同時に言った。

「明日あしたから部ぶ室しつでお好み焼きが食えねえ！」

　僕ぼくたちは腹を抱かかえて笑った。

「はあああああ…」

　後ろで、長く重いため息が聞こえたのはその時だった。

　振り返ると、そこに三脚を持って、カメラバッグを提さげた香か織おりが立っていた。

　いつものように、ポニーテールにまとめた長い髪と、色白で清せい楚そな顔立ち。性格を知らずに、見た目だけで判断すれば、世間一般で言うところの『美人』のうちにはいるだろう。

　香織は実に悲しそうな顔をしていた。

「どうしたんだ？　泣きそうな顔をして。どこかのクラブで嫌いやがらせでもされたのか？」

　香織は目をとじて額ひたいを押さえて言った。

「嫌がらせかもね。私が一生懸けん命めい写真撮って帰って来てみれば、写真部の部長が部室でお好み焼き作って食べてるんだから…」

　…あ。

　僕のせいか。

「水みず樫かしセンパイ！　おいしいですよ部長の作ったお好み焼き！　食べませんか？」

　かりんは何も考えていない明るさで香織を誘さそった。

　香織は、しばらく机の上のホットプレートをながめていたが、やがて肩かたの力を抜いた。

「ほんと、コースイって料理作るの好きよねえ」

「そのコースイってのはやめろ、と何度も言ってるだろう！　僕の名前は『ゆきみず』だ、コースイじゃない！」

「何よいまさら。昔っからそう呼んでいるんだもの、いまさら呼び方変えろって言われても無理よ。それより、結構おいしそうねえ、そのお好み焼き。なんなら食べてあげてもいいわよ」

　なんだと？

　三歳の頃ころから包ほう丁ちよう握にぎらされてキャンプ料理で鍛きたえられ、今や富子高校の至し高こうで究極の鉄人とまで言われているこの僕の料理を『食べてやってもいい』だと？

　今まで何度となく僕の料理を食っているくせに、まだこの腕うでを認めないと言うのか？

　よーし、『うまい！』と言わせてやろうじゃないか！

　さらに気合を入れて香織のぶんのお好み焼きを焼く。

　やがて、渾こん身しんの力を込めた一品が焼き上がった。

　こんがりと焼けたブタ肉の、カリカリになった縁ふちの脂あぶら身みの表面にはジュウジュウと音を立てて細かな脂の泡あわがはじけ、キャベツの間から顔を出すまだ半熟のタマゴの黄身と、その上からかけたソースが交じり合って、実にうまそうに照り輝いている。

　その上から花カツオを振り掛けると、花カツオは、ちりちりと踊り出した。

　我ながら会かい心しんの出で来き栄ばえである。

　さあ食え！　食ってそのうまさの前にひれ伏すがよい！

　箸はしをつけた香か織おりの表情が崩くずれた。

「うーん、くやしいなあ。どうしてこんなにおいしく作れるんだろう」

　むははははは！　どうだ！

　横から香織のお好み焼きに箸を出したかりんが妙みようなことを言う。

「あーっ差別だあ！　あたしの時よりおいしい！　水みず樫かしセンパイには特別なんですね！」

「それは当然だろう」

　香織がびっくりしたように僕ぼくを見た。

「こいつには後片付け、という仕事をしてもらわなきゃならないんだからな」

　香織はため息をついた。

「やっぱりそうなんだ」

「いつものことじゃないか」

「はいはい、それが私の仕事ですよ。こうなったら仕事分は、しっかり食べてやろうっと。コースイ！　もう一枚追つい加かね！」

「調子に乗りやがって」

　香織のヤツは、実にうまそうにお好み焼きを食っていた。

　その姿を見た時僕の頭にひらめくものがあった。

　僕は、お好み焼きの材料を放り出して自分のロッカーに走った。

「なによ、もう一枚焼いてくれるんじゃないの？」

　不満そうな声を上げる香織を無視してロッカーから愛機、キャノンＥＯＳを引っぱり出すと、ホットプレートの前に戻もどる。

「何をする気？」

　僕は三脚を組み立てながら答えた。

「写真を撮る」

「え？」

　香織は割り箸をくわえたまま目を丸くした。

「ち…ちょっと待ってよ！　こんなところを写真に撮らないでよ！」

　慌あわてる香織をそのままにして三脚にＥＯＳをセットする。

「まあまあ水樫センパイ、いいじゃないですか。部長に撮らせてあげなさいよ、大口開けてお好み焼き食ってるところ。ほら、よく言うじゃないですか『彼女がイモを食っても、かわいいと思えりゃあ本物だ』って」

「何バカなこと言ってるのよ」

　香織はかりんをにらんだ。

「センパイ…顔赤いっすよ」

「お好み焼きが熱あつかっただけよ」

　二人の掛け合いマンザイを聞き流して、お好み焼き作りに集中する。

　やがて三枚目のお好み焼きは、見み事ごとに焼き上がった。

　その上にソースを塗ぬると。ホットプレートの上に垂たれたソースが泡あわ立ち焦こげ始めた。

　今だ！

「香か織おり！　どけ！」

　香織は不ふ審しんそうな顔のままあわてて立ち上がった。

　ＥＯＳのファインダーをのぞく。

　少しズームをかけたそこには、白い湯ゆ気げに包まれて茶色いソースに照り輝く実にうまそうなお好み焼きが写っていた。

　すかさずシャッターレリーズを押す。

　部ぶ室しつにパシャパシャというフォーカルプレインシャッターの乾かわいた音が響いた。

「よし！　撮影終了、香織、あとは好きに食っていいぞ」

　香織とかりんは、顔を見合わせていた。

「あの…部長、写真って。お好み焼きの写真のことなんですか？」

「ああ、そうだ、それがどうかしたか？」

「なーんだ、てっきり水みず樫かしセンパイの写真を撮るのかと思ってたのに」

　かりんが、がっかりしたような声をあげる。

「お前は来年の写真のテーマを忘れたか？」

「『その気にさせる写真』でしたっけ」

「そうだ、人はなぜ写真に感動するか、それはその一枚の写真につながる世界を想像するからだ。見た人にアクションを起こさせる写真を撮る。これが来年の写真部のテーマだったはずだ」

「それが、お好み焼きの写真なんですか？」

「見た人に『ああ、うまそうだ、お好み焼きが食いたいな…』と思わせることができれば、それでいい」

　香織のヤツは知らん顔してお好み焼きを食っていた。

「あいつの写真を撮ったって、その気になんてなるものか。少しくらい出るとこも出ていればまだしも、キューピー人形の脚あしを引っ張っただけの体形のくせして」

　かりんがイタズラっぽい目をした。

「あ、部長さん知らないんだ！　水樫センパイって結構いいプロポーションしてるんですよ、制服の上からだとわからないですけどね」

「ウソつけ」

「ホントですよお！　今度押し倒してみたらいかがですか」

「かりん！」

　ついに香か織おりがキレたらしい。

「ホントに怒おこるわよ！　これ以上コースイを調子に乗せないで！　コイツがなんかバカやったら、後始末するのは私なんだからね！」

「はーい！　あ、そうだ現げん像ぞう機きのスイッチ入れっぱなしだった！」

　かりんは、ぺろっと舌したを出すと暗室に逃げ込んだ。

「まったくもう。変なことばかり言うんだから…」

　お好み焼きを食い終わった香織は暗室の扉とびらをにらみつけて、いまいましそうにつぶやいた。

「お前、もう食っちゃったのか？　二枚のお好み焼き」

「うん、まあまあだったね、シロウトにしては出来がいい、ってレベルじゃないの？」

「なんだと！　目の色変えて食ってたくせに、そーゆーセリフは、僕ぼくよりうまいお好み焼きを作れるようになってから言え！」

　香織は僕を見てさらりと言った。

「あら、私はタマゴを生んだことはないけど、タマゴの善よし悪あしはわかるわ」

「うるせえ！　まったく口の減へらないヤツだ…」

　そう言ってホットプレートを片付けようとしたとき、誰かが部ぶ室しつのドアをノックした。

「どうぞ！」

　そう言うのと同時に、巨きよ大だいなぬりかべがドアの向こうにあらわれた。

　探検部の栗くり野のだな。

　制服の下に着込んだ都市迷めい彩さい柄がらのトレーナーを見て直感した。

「よう！　木き梨なし、うまそうな匂においだな」

　ドアを開けてのっそり部室に入って来たのはまぎれもなく探検部の部長、栗野武たけし士だった。

　ドア一枚ほどもあるブ厚い胸板の上に、イタズラ小こ僧ぞうをそのまま高校生にしたような表情の顔がちょこんとのっている。

　うちの高校の探検部は、山岳部が改名したものだが、近いうちに『サバイバル同好会』に改名することは間違いない。

　原因は、何といってもこの体力の化ばけ物もの、栗野にある。

　そして、さらにその後ろから化学部の桃もも山やま仁ひとしが顔を出した。

　くしゃくしゃになったくせっ毛に、メガネ、そして制服のうえに無む造ぞう作さに引っ掛けた色とりどりのシミがついた白衣が、妙みように似合っている。

　インテリ風の風ふう貌ぼうどおり頭脳明めい晰せきで、東大現役間違いなし、ついでに人望も厚くて次期生徒会長だったりする。

　天は二に物ぶつを与えずという格言は間違っているという生きた証しよう拠こだ。

「なんだよ桃山まで。お前ら、何の用だ？」

　栗くり野のはにやりと笑った。

「何の用だ？　は、ないだろう木き梨なし。あれだけの匂においを嗅かがせておいて知らん顔するなんて殺せつ生しようだぜ」

「悪いが品切れだ。キャベツとブタ肉は少しあるが、肝かん心じんの小麦粉がない」

　栗野と桃もも山やまは心しん底そこがっかりとした顔をした。

　それを見た香か織おりが立ち上がった。

「あ、私が買って来ようか？　お好み焼きの材料」

「ああ、買って来いよ。出来合いの『お好み焼き粉』ってヤツでいいからな」

　僕ぼくがそう言うと栗野があわてて首を振った。

「いや、いいよ、わざわざ水みず樫かしさんに買って来させるなんて申し訳ない。水樫さんに買いに行かせるくらいならオレが行ってくる。小麦粉でいいんだな？」

「ああ、あとマヨネーズもあればいいだろう、ついでに買ってきてくれ」

「わかった、小麦粉とマヨネーズだな」

「ごめんね、栗野くん」

「あ、いや…いいんだ」

　栗野はちょっと茶色い顔をして部ぶ室しつから出ていった。

　あいつは色黒だから、普通の人間なら赤くなるところが茶色くなるんだな…。

「それにしても毎日毎日うまそうな匂いさせやがって」

　桃山が笑いながら言った。

「おかげで一年生の部員がみんな帰っちまう。おなかがすきましたので…とか言ってな。栗野なんか腹が減へったと騒さわぎっぱなしだ」

「あいつの部室はグラウンドの方だろう？」

「あいつはいつも、僕の部室に遊びに来てるんだ」

　そういえば、こいつらは仲がいい。

　知的エリートの桃山と、肉体的エリートの栗野が、なぜ気が合うのか知らんが、いつも二人でつるんで行動している。

　以前『お前ら二人を足たして二で割ったらいいのに』と言ったことがあるが、答えは『それじゃあ普通の人間になってしまうじゃないか』だった。

　つまり、こいつらは普通じゃないってことだよな。

　その時、暗室のドアが開いてかりんのヤツが出てきた。

　かりんは、見み慣なれない人間が部室にいるのを見て、一いつ瞬しゆん驚おどろいたようだが、それが桃山だと知ったとたん眉まゆをひそめた。

「あーっ！　乙女おとめの敵てきだあ！」

「変なこと言うな！　知らない人が聞いたらまるで僕が変質者みたいじゃないか！　このオカルトバカ女め！」

「誰だれがオカルトバカ女ですか！」

「キミ以外の誰がいる。木の影かげ、節ふし目め、現げん像ぞうムラ、なんでもかんでも心霊写真だって騒さわぎやがって。もう二十一世紀って時代なのに頭の中は中世で止まってるんだろう、キミは！」

　以前、かりんのヤツが、卒業写真の背景の樹木に顔が見えるといって学校中が大騒ぎになったことがあったが、その時、桃もも山やまが写真の鑑かん定ていを買って出た。

　桃山はパソコンを使って光線の位置を測定し、ただの影であることを証明し、かりんを筆頭とするうちの学校のオカルト大好き少女たちの主張を徹てつ底てい的てきに否定してのけた。

　以来こいつらは仲が悪い。

　遺い恨こん試合のようなものだな。

「中世でも未来でも、人間の心は変わらないんです！　科学が万能だなんて思い上がりよ！」

　お！　かりんのヤツも負けてないじゃないか。

「人の心は変わらないからこそ、科学がその闇やみを照らし、よりよい心を育てていくんだ！　すべての根源を迷信や霊れい魂こんに頼っていちゃあダメだろうが！」

　うんうん、さすがは桃山。

「じゃあ、桃山さんは、人が人を好きになるってことを科学で説明できる？」

「…」

　お、桃山が黙だまった。

「それは心霊写真やらオカルトとは関係ないだろう」

　どうした桃山、顔が赤いぞ。

「同じ事なの！　女の子にとってはね、それは遺伝子の仕し業わざでも、打算でもないの。そんな理由で人を好きになる女の子なんていないの！　あんたが否定している心霊や、精霊の仕業だと思ってるの！」

　かりんは桃山の目を正面から見てそう言うと、最後に秘密兵器を繰り出した。

「桃山さん、彼女いる？」

　桃山は二～三歩よろよろと後ずさりした。

　深い！　この傷は深いぞ桃山！　大だい丈じよう夫ぶか？

　かりんはにっこり笑った。

「やっぱり！　いないんだあ、化学部には女の子の部員いないものね、近くに女の子がいないとそういったところが鈍どん感かんになっちゃうんだよぉ。世渡り大変だよ、だって人類の半分は女なんだからね」

　その時、部ぶ室しつに大声が響いた。

「木き梨なし、買ってきたぞ！」

　栗くり野のが部室のドアを蹴けり開け、机の上にセメント袋ぶくろとペンキの缶かんを、どさっと置いた。

「何を買ってきたんだ！　お好み焼きの材料買ってこいって言ったじゃないか」

　栗くり野のは不満そうな顔をした。

「ああ、だからお好み焼きの材料だ、小麦粉と…お前が言ってたマヨネーズ」

　よく見るとセメント袋ぶくろだと思ったのは小麦粉で、ペンキ缶かんだと思ったのは業務用のマヨネーズだった。

　栗野は困こん惑わくしたような顔をして聞いてきた。

「もしかして…足りなかったか？」

「バカ野や郎ろう！　店を開くつもりか！」

「あ、多すぎたのか。いやあ、なんかパッケージに業務用って書いてある方がプロっぽくていいかなと思って思わず買ってしまったんだが」

「残りは持って帰れよな」

「ああ、探検部の部ぶ室しつの食しよく糧りよう庫こに入れておく。さあ、お好み焼きを作ってくれ腹が減へってたまらん」

「わかった、さあ、桃もも山やまも、そこでかりんとにらみあってないで、こっちに来い！」

　さて、残り物だけじゃ広島風は無理だな、全部混まぜ込んで大阪風にするか…。

　それにしても平和だよな、うちの高校は。

　よってたかって放課後にお好み焼き作って食ってるんだから。
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　第二章「公園」







　次の日は土曜日だった。

　放課後、僕ぼくたちは、学校に程近い和菓子屋『光こう来らい堂どう』に来ていた。

　ここは、僕の高校からほんの百メートルほど離れた所にある和菓子の老舗しにせだ。

　いや、老舗だった、と言うべきかな。

　なぜならこの店は、今や学校帰りの高校生が立ち寄る軽食店として夏はカキ氷、冬はアンドーナツとホットミルクが定番の店になってしまっていたからだ。

　学校帰りの第一波が過ぎた後の店内は空すいていた。

　部活が終わる時間になると、また、どっと人が押し寄せてくるのだろう。

「で、どうするんですか？　企き画かくのページ」

　かりんがアンドーナツをほおばりながら香か織おりに聞く。

「それなんだけどさ、毎年同じような企画ばっかりだから今年は変えたいのよ」

「去きよ年ねんは、各クラスの教室の立体写真でしたよね、より目にして見ると教室が立体に浮かんで見えるヤツ…」

「あれは好評だったから今こ年としは三年生の人たちがやるんだって」

「じゃあ私たちは使えませんよねえ」

　かりんと香織の会話を聞き流しながら、皿さらの上に置かれたアンドーナツにかじりついてふと顔を上げると。

　香織がじっと僕ぼくを見ていた。

　目が合うと同時に香織は微笑ほほえんだ。

「コースイってさ、食べるときいつも何か考えてるよね」

「そうか？」

「僕が作った方が美味おいしくできる。なんて考えてるんでしょう」

「そんなこと考えちゃいないよ」

「じゃあ、何を考えているの？」

「企画のことさ」

　香織は目をまるくした。

「ほんとに！　どんな企画？」

　僕は胸を張って言った。

「よきにはからえ。という企画だ」

　香か織おりはもう一度にっこりと笑った。

　そして。その笑顔のままこう言った。

「グーで殴なぐっていい？」




　三十分後。

　僕ぼくたちは『龍りゆう城じよう公園』に来ていた。

　ここは古い山やま城しろ跡あとに作られた公園で、うちの学校の生徒たちの、格かつ好こうの遊び場、兼けんデート・スポットになっている。

　太陽は西に傾かたむき、夕日と名を変える寸前の光に照らされた木々が、公園の芝しば生ふの上に長い影を落としている。

　うちの学校を卒業したあと、この街を離れる先せん輩ぱいも多い。

　卒業アルバムに、この町の思い出深い場所、例たええば学校帰りにみんなが立ち寄って、かき氷を食ったりアンドーナツを食ったりしている光こう来らい堂どうや、商店街や、この公園などのスナップ写真を載のせよう。ということになったのだ。

　これは僕の立てた企画だった。

　だって、グーで殴なぐられると痛いじゃないか。

　昔の城跡の面おも影かげを残す石いし垣がきの上の高台は、この街を見渡せる展望台になっていて、ベンチとテーブルが置かれている。

　愛機キャノンＥＯＳを構えたまま考える。

　公園の風景だけを撮ったって、殺風景なだけだしなあ…。

「おい、香織、かりん、ちょっとそこに立て、ただの風景写真じゃあ面おも白しろくない、お前らを入れて撮ってやる」

「わーい、あたし、卒業アルバムに載のるんだァ！　あ、いけない！　口の回りに粉砂糖ついてないかな、心配になっちゃった、確か鏡がポケットに…」

「ごちゃごちゃうるさいヤツだなお前は。そのベンチの前に立て、それから香織」

「なによ」

「お前は向こうを向いていろ、その方が美人だ」

「どーゆー意味よ！」

「最近お前は、そーやって、いつもマユを逆さか立だてているからだよ、たまには笑ってみろ」

「誰だれのせいだと思ってるのよ…あら？　もう撮るの？　どんなポーズつければいいのよ」

「ワザとらしいポーズなんて、つけなくていいよ、二人で立ち話でもしてろ」

「ふーん、わかったわ」

　二人は、立ち話を始めた。

　ＥＯＳを構えた時、ファインダーに何か動く物が飛び込んで来た。

　それは、僕ぼくの目の前を、歓かん声せいをあげながら走り抜けていく小学生のガキどもだった。

　まったく、時代劇に出てくる子役じゃないんだから「わーいわーい」って言いながら走るんじゃない。

　僕がそう思ったのと同時に、目の前で小さな女の子が転ころんだ。

　女の子は、目を見開いていたが、やがて痛みに気がついたのだろう、大声で泣き出した。

　まいったな。

　僕がそう思うより早く香か織おりのヤツが女の子に駆かけ寄った。

　しゃがみこんで女の子を抱だき起こすと、手早く膝ひざやひじの様よう子すを見る。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ちょっとおひざを擦すりむいただけ、ほら、もう痛くないよ」
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　そう言って香織が笑いながら頭をなでると、女の子はぐすぐす鼻を鳴らしながら泣き止んだ。

　こういうガキの世話焼きをやらせると、香織の右に出るヤツはいないだろう。

　問題は、ガキに対して世話を焼くのと同じスタンスで僕に接することだ。

　香織に世話を焼かれるたびに、僕は自分が幼稚園児になったような気がする。

「メイ、転んだのか！　だからついてくるなって言っただろう！」

　僕の横から、ナマイキそうな声が聞こえた。

　声の主は、さっき僕の前を走り抜けて行った、見た目もナマイキそうな小学二年生くらいの男の子だった。

　香か織おりはその子をちょっとにらんだ。

「小さな子に合わせて遊んであげるのがお兄ちゃんの役目でしょ」

　ガキは口を尖とがらすと口答えをした。

「オレはお兄ちゃんなんかじゃないよ、そいつとは同じクラスなんだ」

　香織はそのガキに向かって説教をはじめた。

「同級生でも、女の子にはやさしくしてあげないとダメなんだよ！　女の子を敵てきにすると大変だよ、だってクラスの半分は女の子でしょ」

　おいおい。ガキに向かってかりんの受け売りをするなよ。

　ナマイキなガキは、腕うでを組むと、したり顔で、こう言いやがった。

「そうか、あんたの言ってることにも一いち理りあるよな…」

　か、かわいくねえ～。

　その、僕ぼくの気持ちが伝わったのだろうか。そのくそナマイキなガキはこっちをちらりと見たあと香織の方を向いてこう言いやがった。

「おねえちゃん、スカートに気をつけな。あそこで盗とう撮さつカメラマンが狙ねらってるよ」

「おい！」

　どなろうとした僕の機き先さきを制するように香織が笑いかけた。

「ちがうのよ、お姉さんはね、あの人に写真を撮ってもらうためにここに来たの。あの人はエッチなカメラマンなんかじゃないのよ」

「そうそう、表向きはね」

「かりん！　あんたは黙だまってなさい！」

　かりんのヤツはぺろっと舌したを出すと引っ込んだ。

　クソガキは、鼻をすすっている女の子に近づいた。

「メイ、大だい丈じよう夫ぶか、行くぞ」

「うん、健けん一いち。もう大丈夫だよ、もう痛くないから」

「よし、じゃあオレの後をついてこい。もう走らないからな」

　クソガキと女の子は去っていった。

　その後ろ姿を見送って香織がつぶやいた。

「子供っていいよね。子供ってさ可能性のかたまりみたいなものなんだもの」

　この世界のすべてを肯こう定ていするような、その、香織の楽観主義的な言い方に、僕は少しむかついた。

「善人になるとは限らないぞ。凶きよう悪あくな犯罪者になるかもしれないんだ。僕はそんなにお気き楽らくにものを見れないね」

　香織は少し悲しそうな顔をした。

「コースイ。最近あなた、ものの見方がひねくれてない？　私が楽しい事やうれしい事を言うと、横から『現実ってそんなにやさしくないぜ』って、すぐに言うんだもの」

「世の中みんなハッピーエンドでめでたしめでたし。で終わるわけはないからさ」

　横で僕ぼくたちのやりとりを聞いていたかりんが口をはさんできた。

「そうですよね、部長。白雪姫やシンデレラだって、王子様と結けつ婚こんしたあと、めでたしめでたしで終わらないで、絶対に嫁よめ姑しゆうとの争いとかがあったはずですものね」

　僕は一いつ瞬しゆん、テレビのワイドショーでモザイクをかけられた白雪姫が、泣きながら姑の意地悪を訴えるシーンを思い浮かべてしまった。

　香か織おりもおなじようなことを思い浮かべたのだろう。

　僕と香織は同時に笑った。

　かりんはきょとんとしていた。

「私、なんか変なこと言いました？」

「いや、いい、とにかくスナップを撮ろう。さっきの位置に立ってくれ」

　二人が立つのを見て、僕はＥＯＳのモータードライブスイッチを入れた。

　日差しが傾かたむいてきたから手っ取り早く二～三枚撮って終わりにするつもりだったのだ。

　ＥＯＳを構えたその時。

　電車のドアが開く時のようなプシュッという音がしたと思うと、いきなりものすごい突風が吹きつけて来た。

　いや、正確に言うならば、香織たちに向けて突風が吹き込んだと言うべきだろう。

　もっと正確に言うならば、突風は香織たちのスカートの中に吹き込んだのだ。

　ファインダーの中には、撮ろうと思っても絶対に撮れない千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスとも言うべき光景が写っている。

　僕は、迷うことなくシャッターボタンを押した。

　キャノンＥＯＳのモータードライブが今、その真価を発はつ揮きした。

　うなりをあげて連続シャッターを切る。

　突風は、吹いて来た時と同じように、突然やんだ。

　あとには、なごりの土つち埃ぼこりと、スカートを押さえた香織と、かりんが立っているだけだった。

　香織は、赤い顔をして、にらんだ。

「見たでしょう」

「見た…って、何をだよ」

「何をって…とにかく見たでしょう」

「何言っているのか、わかんないよ、砂が目に入って…」

「なんかモータードライブのシャッター音がしたような気がしたんだけど…」

　香織は、疑わしそうに見ている。

　…あいかわらずカンのいいヤツだ。

「さてと、もうこんな時間か、部ぶ室しつに戻もどるぞ」

「なによ、どうしたのよ急に」

　さっきの光景が、無ぶ事じにフィルムに収まっているかどうか、一刻も早く知りたいから…

　なんて言えるわけがないじゃないか。













　第三章「暗室」







　僕ぼくは、急いで部室に帰って来た。

　あまり急いでたので、音速を超えたらしく部室に入った時、部室のドアが、衝しよう撃げき波はでびりびりと震ふるえたほどだ。

「さーてと、暗室に入るからな、開けるんじゃないぞ」

「なによ今さら、そんなこと言われなくたって、常識じゃない」

「ふーん、ついこのあいだまで、かんぴょうは海草だと信じこんでいた人の常識って、疑わしいからなあ…」

　香か織おりはこっちをにらんだ。

「それは、中学の時の話でしょう！　細かい事をいちいち覚えていないでよ！　細かい事にとらわれていると、大おお物ものになれないわよ」

　僕は、にっこりと笑って言ってやった。

「いーや、大物なんかになれなくてもいい、たとえ虫ケラのような人間として一生を終わってもいいから、細かい事を覚えていたいね。特にお前の恥はずかしい事なら」

「さっさと忘れなさい！　そんなことは！」

　僕ぼくは香か織おりのどなり声を背中に聞きながら暗室に逃げ込んだ。

　壁面のスイッチを入れると、暗室の設備が薄暗く浮かび上がった。

　お好み焼きの材料を持ちこんで散らかした生ゴミなんかは、香織のヤツがきっちりと片付けてある。

　キレイなものだ。あいつはこんなところでも絶対に手を抜かないな。それにしてもほぼ毎日生ゴミが出る写真部なんて、うちぐらいなものだろう。

　現げん像ぞう液えきの入ったポリタンクと現像タンクを作業台の上に並べると、巻き戻もどしたフィルムをカメラから取り出し、暗室の照明を消した。

　完全な暗黒の中、手て探さぐりの状態でフィルムを現像タンクに入れる。

　さてと、このまま現像液をタンクに入れて定着させたあと流水にさらせば、フィルムの現像は終了だ。

　現像の終わったフィルムは、ドライヤーを使って急速乾かん燥そうさせる事にした。

　この方法だとフィルムが丸まって扱いづらくなるのだが仕方がない。

　現像と乾燥を終えたネガフィルムを引き伸ばし機にかけて、照明を切り替えると、暗室は作業灯の赤く薄暗い光の中に閉ざされる。

　引き伸ばし機の下には白黒逆転した画像が浮かび出した。

　はやる心で引き伸ばし機のピントを合わせる。

　やったね！

　香織たちが写っているのは四コマあり、そのうちの三コマに、ぱんつが写っている。

　かりんのぱんつは水玉らしい、香織のは何やらバックプリントされているらしいがよく見えない。

　香織のスカートが一番めくれあがっているコマを選び出して、ぱんつの部分だけを拡大すると…。

　ははは、あいつミッフィーちゃんのぱんつなんてはいてやがる。これでまた、からかうネタができたぞ。

　ほくそえみながら印画紙を取り出して、焼き付け作業に入る。

　言っておくが、この写真を他人に公開する気はさらさらない、投稿雑誌に送ったり他人に売りつけたりする気はないのだ。

　これは我が家に代々伝える家宝としよう。

　印画紙を、現像液を張ったバットの中に入れて静かに揺ゆすると…。

　画像が浮かびだして来た。

　平凡な高校生活にも、これくらいの楽しみがあってもいいよなあ。

　そして。二コマ目の焼き付けにかかった時。

　その爺じいさんに気がついた。

　その爺さんは、香か織おりたちの向こうに写っていた。

　作業服のような服を着て、帽ぼう子しをかぶった陰いん気きな爺さんだ。

　なぜ、その爺さんに気がついたのか…。

　服装が妙みようだとか、顔が変だとかいうのではない、その爺さんは、半分しか写っていなかったのだ。

　フレームアウトじゃない。

　爺さんは写真の中央の左あたりに写っている。そう…前半分だけ。

　心霊写真か？

　最初、そう思った。

　しかし、一つ前のコマ目と見比べた時、そのコマに爺さんのつまさきらしい物が写っているのに気がついた。

　すぐに三コマ目を焼き付ける。

　感光させるのももどかしく印画紙を現げん像ぞう液えきにひたす…。

　爺さんは、そこにも写っていた。

　ただ、左足だけが写っていなかった…。

　一体、この爺さんは何者なんだ？

　これは心霊写真なんかじゃない。

　コマ割りで写る心霊写真なんてあるわけがないからだ。

　当然トリックなんかじゃない。

　それは現実の光景だった。

　どうにも説明のつかない。平へい凡ぼんな、どこにでもある高校生活というヤツに飛び込んできた非日常の光景だった。

　僕ぼくは普通サイズの印画紙と、拡大して焼き付けた印画紙、そしてネガフィルムを持って暗室を出た。

　部ぶ室しつでは香織とかりんが何やら話し込んでいたらしく、机の上にはポテチの袋ふくろと缶かんコーラが置いてある。

「どうしたのよ、ずーっと暗室にこもっていたと思ったら青ざめた顔して、気分でも悪くなったの？」

　香織が心配そうに話し掛けて来た。

「いや、そうじゃない。変な物撮っちまったんだ」

「変な物…？」

「あーっもしかして心霊写真ですかァ！　この世に恨うらみ残した血みどろの顔がバーンと…」

「やめなさいよ！　かりん！　私、そういうのダメなんだから」

「いや、心霊とかそんなんじゃないと思う。とにかく無ぶ気き味みで不思議な物だ」

　二人に印画紙を見せた。

　そして、二人の顔つきを見て、気がついた。

　不思議な爺じいさんに気を取られていたが、そもそもこの写真は香か織おりとかりんのぱんつが写った写真だったのだ。
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　いきなり殴なぐられた。

　平ひら手て撃うちを一発。

　体重をかけた一発は、ほとんど相す撲もうの張り手に近かった。

　一いつ瞬しゆん、気が遠くなって喉のどの奥に血の匂においを感じた。

　こいつは、こんな時にも手を抜かないな…。

「あなたの言っていた『その気にさせる写真』って、このことだったのね！」

「違う！　わけを聞いてくれ！」

「あーっセンパイのばんつ、ミッフィーちゃんのばんつだあ！　いいなあ！　ねえ、どこで売ってるんですかア？」

　かりんの明るい開けっぴろげな声に、香織の気合が抜けたらしい。

「あんたねえ！　こんな写真撮られて何とも思わないの？」

「男の人にとって、女の子のスカートの中は不思議な物なんでしょうねえ。それが何か？」

「もういいわ、あなたと話してると調子が狂っちゃう」

　香か織おりは頭を押さえると僕ぼくに向き直った。

　僕は、香織が何か言う前にまくしたてた。

「僕の言う事を聞け、この写真を引き伸ばした理由は、お前の後ろに写っている爺じいさんを見せたかったからだ、お前のぱんつに興味はない！」

「部長が興味を持っているのはぱんつの中身ですものね」

「…」

　かりんのダイレクトなツッコミに思わず絶ぜつ句くしてしまった自分が情けない。

「何黙だまってるのよ」

　という香織も赤い顔をしている。

「爺さんって、これですね、すごーい！　どこでもドアから出て来たみたい」

　かりんは香織の持っていた写真をのぞきこんで、あっけらかんとした声を上げた。

「ほらみろ、かりんの方が正直だ」

「こんなの、どうせトリックでしょう」

「こんな写真をわざわざ合成するものか」

「合成写真じゃないと言い張るのならネガフィルムを見せてよ！」

「よーし、その目で確かめろ」

　心を一いつ瞬しゆん不安がよぎったが、その場の勢いというヤツで、香織にネガフィルムを渡してしまった。

　香織は、しばらくネガフィルムを部ぶ室しつの蛍けい光こう灯とうに透すかして見ていたが、やがて小さくうなずいた。

「トリック写真じゃないみたいね」

「それ見ろ」

「それはそれとして、このネガフィルムと写真は、とーぜん私が没ぼつ収しゆうします！」

「おい、こら、ちょっと待てよ！」

「当たり前でしょ！　こんな写真バラまかれたら恥はずかしくって外を歩けないわ！」

「そんなことするもんか！　それは僕の大事な家宝にするつもりだったんだぞ！」

「こんなものを家宝にされてたまるもんですか！　これは私が焼き捨てます、私にはその権利があるわ！」

　僕と香織は、しばらく無言でにらみあった。

　奈な良らの興こう福ふく寺じの国宝、阿あ修しゆ羅ら像ぞうのような思い詰めた表情…。

　今にも泣き出しそうなその顔の前に。

　僕は敗やぶれ去った。

「わかったよ…持ってけ」

　香か織おりは、しばらく僕ぼくを見ていたが、やがて目をそらすと、ぽつりと言った。

「コースイが悪いんだよ。こんな写真撮るなんて趣味が悪いよ…」

　なぜだろう。

　罪悪感が襲おそった。

「先に帰れよ」

「だって。暗室の後片付けもしてないし」

「いいよ、僕がやるから」

「そう、ならいいけど。かりん、帰りましょう」

　香織は机の上にあったバッグを取り上げるとかりんと一いつ緒しよに部ぶ室しつを出ようとした。

　後片付けの為ために暗室に入ろうとした時、部室の出口の所にいたかりんがするすると近寄って来て、小声でささやいた。

「あの。部長…」

「なんだよ」

「あんまり気を落とさないで下さい、ぱんつの写真ぐらい、いつでも撮らせてあげますから」

「お前なあ…」

「かりん！　変な事言うんじゃないの！」

　香織に怒られたかりんは、ぺろっと舌したを出すと、あわてて香織のところに戻もどっていった。

　えーい！　人をからかうんじゃねえ！

　暗室に入ると、引き伸ばし機の電源を落として現げん像ぞう液えきの残りをポリタンクに移した。

　そして印画紙のケースの中から、さっき香織に取り上げられたのと同じ三枚の写真を取り出した。

　焼き増しを作っておいて良かった。

　それにしても、この爺じいさんは、一体何者なんだろう。

　誰だれか、この写真から読み取れることに合理的な説明をつけられるヤツがいないだろうか。

　そうだ、桃もも山やまだ。

　東大現役合格間違いなしの太たい鼓こ判ばんを押されたあいつの頭脳と、映像の解かい析せきの腕うでにかかれば何か、わかるかもしれない。

　僕は、三枚の写真の右半分。要するにぱんつ丸見えの香織と、かりんの写っている部分だけを切り取り、左半分つまり爺さんの写っている部分の写真だけをノートに挟はさむと部室の明かりを消し、戸と締じまりをして化学部の部室に向かった。













　第四章「化学部」







　化学部の部ぶ室しつに向かう途中で、妙みようなものを見かけた。

　黒や灰色の混まじった都市迷めい彩さいのトレーナーを着た大男が妙みような格かつ好こうでぴょんぴょんと片足で飛び跳はねながら階段を登って来るのだ。

　栗くり野のだった。

「何やっているんだ」

「トレーニングさ、両足に十キロのダンベルくっつけての階段登り」

「お前、こんな平和な日本で高校生なんてやってないで、米軍のグリーン・ベレーにでも就職したらどうだ？」

「誰だれがグリーン・ベレーなんてシロウト集団に入るものか、カウンター・テロの技術集団としてハイ・レベルなのはＳ・Ａ・Ｓの方だな、栄光のレッドベレーが最高だ」

　傭よう兵へいサバイバルオタクの栗野は、そう言うと遠い目をした。

　こいつはこいつなりに夢を追っているのだろう。

　…少し普通じゃない夢のような気もするが。

「で？　なんでお前がこんな所にいるんだ？」

「化学部の桃もも山やまに用があるんだ」

　栗野は、ニヤリと笑った。

「オレもついてっていいか？」

「好きにしろよ」

　栗野と一いつ緒しよに化学部の部室に入る。

　一歩中に入ると、色々な薬品の入り交じった独特の匂においが鼻を突いた。

　シミだらけの机の上にはビーカーやらフラスコやらに混まじってＳＦ雑誌やらレポート用紙やらが散乱している。

「まるで六〇年代のＢ級ＳＦ映画のセットみたいだな」

　思わずそうつぶやくと、薬品棚だなの向こうから、くすくす笑いながら化学部の部長、桃山が現われた。

「何がおかしいんだよ」

「いやね、この部へ屋やの描写としては、秀しゆう逸いつだなと思ったからさ。何の用だい？」

「お前、確かオカルト系の事実の否定論者だったよな」

「うーんちょっと考えが変わったな。オカルトのすべてを否定することはやめた」

　昨日きのうの、山やま野のかりんとのやりとりがこたえたかな。

「でも、世の中に存在する心霊現象の九九％は、錯さつ覚かくだと思っている。どうかしたか？　またあの子が心霊写真のたぐいを持ち込んで来たのか？　それにしても面おも白しろい子だなあの子は」

　桃もも山やまは、肩かたをすくめて笑った。

「心霊写真とかそんなんじゃないと思うんだが、ちょっと説明のつかない写真を撮っちまったんだ。まあ見てくれ」

　三枚の写真を見比べた桃山の右側の眉まゆが上がった。

「念のために聞くが、トリックじゃないな」

「違う、合成なんかじゃない。わけあってネガを見せられないんだが、信じて欲しい」

「写真の方も、わけありらしいな、こっちの切り取られた右半分も見たいが、そうはいかないようだな」

　桃山は、にやっと笑い、机の引出しからルーペを取り出した。

　しばらく無言で写真に見入っていた桃山は、やがて大きく息を吐はき出すと写真とルーペを差し出した。

「お前が撮ったのはとんでもない代しろ物ものだな、もしトリックならスピルバーグが技術指導を頼たのみに来るぜ、この爺じいさんの足元を見てみろ」

　桃山が解説を加えてくれた。

「爺さんの足元に、土つち埃ぼこりが立っているだろう、それが、爺さんが現われた切れ目に向かって吹き込んでいるのがわかるか？」

「そう言われれば、そう見えるな」

「それは、こっちの空間と、この爺さんがいた空間との間に気圧の差があるという証しよう拠こだな、この写真だけで断定する事はできないけど、もしかしたら真実の映像をとらえているのかもしれないな」

「じゃあ、この爺さんは実在しているのか？」

「ああ、空間に裂さけ目を作って登場した異次元人なのか、ワープ航法を開発した異星人なのか、それとも、どこでもドアをドラえもんからもらった爺さんなのか、それはわからないが、とにかくこの爺さんは実在しているとみて間違いないな」

「で、どうすればいいんだろう」

「どうするって？」

「いや、だからさ、僕ぼくはその異次元からやって来た不思議な爺さんが存在している証拠を手に入れたわけだろ、この証拠を誰だれに伝えればいいんだ？」

「やめとけ、誰に言ったって合成写真だと言われて終わりだろうな、おい、栗くり野の、ちょっとこの写真を見てみろよ」

　桃山は、部ぶ室しつの向こう側で、なにか怪あやしげな部品をいじっていた栗野に写真を渡した。

「どんな写真だ？　木き梨なしの撮ったパンチラの写真か？　できればかわいい子の写真がいいな、ブスのぱんつは見たくない」

　栗くり野のは、勝手なことを言いながら写真をぱらぱらと見ていたが、やがて興味もなさそうに返してよこした。

「なんだ、ただの合成写真じゃないか、『どこでもドア』ってタイトルなのか？」

　桃もも山やまは、僕ぼくに写真を渡すと肩かたをすくめた。

「まあ、これが普通の人間の反応だな、その爺じいさんを見つけて話でもできれば別だが、写真一枚でひっくり返るほどこの社会の常識ってヤツはヤワじゃない」

「そうか…そうだよな」

「まあ、何というか、めったに見ることのできない未知のモノを写真に撮ったということで満足するしかないと思うな」

　僕は桃山に礼を言うと、化学部を後にした。













　第五章「僕の家」







　富子市の北側の高台に広がる住宅街。

　ここには『なんとかヶ丘』とか『なんとか台』などという名称で呼ばれる新興住宅地の見本のような家がずらりと並んでいる。

　僕の家は、その中でも十五年ほど前に分譲された、最も古い一角にある。

　夕ゆう闇やみの迫せまる住宅街を家に向かって歩きながら僕はあの謎なぞの爺さんのことを考えていた。

　あの爺さんは、僕の住んでいる、この予定調和な世界とは無む縁えんの存在だろう。

　誰だれもが皆みな、ハッピーエンドを求め、その奥にある現実を見て見ない振りをし続けるこの世界とは違う世界に生きているのに違いない。

　そこはどんな世界なんだろう。

　僕は自分の人生というヤツを思い浮かべた。

　今日と同じ明日あした。

　明日と同じ明後日あさつての続く人生。

　十年後。二十年後。僕ぼくは、どんな生活をしているのだろう。

　結けつ婚こんしてるだろうな……。

　嫁よめさんはどんな人なんだろう。

　そこまで考えた時、脳のう裏りに香か織おりの顔が浮かんだ。

　僕はその想像を振り払った。

　確かにあいつは僕の一番近くにいる女の子だ。

　でも、あいつと結婚するのだけは絶対にイヤだ。

　だって、それこそ予定調和ってヤツじゃないか。

　新しい感動も、発見も何もない。それこそ見み飽あきた顔と、聞き飽きた声と。

　僕の失敗を見越して、あらかじめ先回りしているような、あのセリフ。

「ほーらごらんなさい、私の言うこと聞かないから」

　このセリフを、僕は何回聞いてきただろう。

　何がかわいくないって、これほどかわいくない女もちょっといない。

　もしもあいつと結婚したらどうなるか？

　そのときの姿が目に浮かぶ。

　うだつの上がらないサラリーマンになった僕が、疲つかれて家に帰って来ると、明るくて賢かしこい奥さんになった香織が、にっこりと微笑ほほえみながらエプロン姿で迎えてくれるのだ。

　そう、僕は絶対に香織に頭があがらないだろう。

『ダメな亭てい主しゆに、できた女によう房ぼう』

　昨日きのう昼間、かりんに言われた言葉が、妙みように心に痛い。

　家の玄関のドアを開ける。

「ただいま」

　そう言って靴くつを脱ぬごうとした時、廊ろう下かの突き当たりのダイニングから、エプロン姿の香織が顔を出した。

「あら、どうしたの？　ずいぶん遅おそかったじゃない、ごはんの支し度たくできてるわよ」

「お、おまえ…」

　やっと声が出た。

「あ、私？　うちで作った肉ジャガを、おすそわけで持ってきてたのよ。何をマヌケな顔してるのよ、口ぽかんと開けて」

「おすそわけ？　あ、そうか、そうだったのか」

　全身から力が抜けた。

　ほっとすると同時に、なんか無む性しように腹が立ってきた。

　この行き場のない怒りを誰だれにぶつけてやろうか…。

　目の前には、きょとんとした顔をした香織が立っている。

　決めた。

「おすそわけと言いながら、ホントは失敗作の処分に来たんだろう」

　軽い攻撃を受けて、香か織おりの形の良い眉まゆの片方が吊つりあがった。

「どーゆー意味よ！」

「言ってやろうか、頭脳明めい晰せきにして性格明朗、良りよう妻さい賢けん母ぼ間違いなしとの評判高い水みず樫かし香織クンの唯ゆい一いつの欠点を」

「な、なによ」

　香織はひるんだ。

　ふふふ、久しぶりに優位に立ったぞ。

　すかさず追い討うちをかける。

「で、今回は何を間違えた？　醬しよう油ゆとソースか？　塩と砂さ糖とうか？　酢すとみりんか？　それともサラダ油と洗せん剤ざいか？」

　たたみかけるような攻撃に、たじたじとなるかと思ったが、意外にも香織のヤツは反撃に転じて来た。

「ざーんねんでした！　コースイ君、きみの並べ立てたトラブルはすべてクリアしました」

「そうか。ということは間違えたのは火加減かな？　下ごしらえかな？　香こう辛しん料かな？」

「しつこいわね！　今回はパーフェクトなの、ウソだと思うならキッチンに行って、私の作った肉ジャガを食べてみなさいよ！」

　得意そうな香織の言葉を半はん信しん半はん疑ぎで聞きながしてキッチンに入る。

　ダイニングテーブルの上には、湯ゆ気げを立てている美う味まそうな山盛りの肉ジャガが、大きな鉢はちに入って、でん、と置かれていた。

　僕ぼくは振り返ると、香織の顔を見て、にたりと笑ってやった。

「なにか文もん句くでもあるの？」

「間違えたのは…分量だな！」

　香織の顔つきが変わった。

「そんなことないよ」

「ウソつけ！　おすそ分けで、こんなに持って来るってことは、少なくともこの倍はあるってことだぞ、違うか？」

「違うもん…」

　香織は下を向いて力なくつぶやいた。

「倍じゃないの。その…三倍くらい…」

「三倍？」

　僕は絶ぜつ句くした。

　目の前にある肉ジャガは、僕たち一家三人で目一杯食べたとしても余るだろう、これの三倍の量となると、ゆうに小学校の給食の一クラスぶんはあるに違いない。

「お前。どうやったらそんなにたくさん作れるんだよ」

「わからないわよ、味見をしながら作ってたら、こんなになっちゃったんだもの…」

「まったくもう、どうしようもねえな、そんなんじゃ、ヨメに行けねえぞ」

　そこまで言った時。

「このバカ息子むすこが！」

　聞き覚えのあるどなり声とともに僕の頭を激痛が走り抜けた。

「痛ってえー」

　頭を押さえて振り返ると、そこに母親が立っていた。

　手には、おたまを持っている。

　どうやらそいつで殴なぐられたらしい。

「なんてことを言うんだい、このバカ息子。香か織おりちゃんが、一生懸けん命めい作ってくれた手料理に文もん句くをつけるやつがあるかい！　ましてこんどの料理は、ちゃんと食べられるんだよ」

　それはフォローになってないと思うぞ。

「わかってるよ、だけどさ、分量が…」

「ちょっと量が多いぐらいなんだい、男は黙だまって残さず食べればいいの、それが料理を作ってくれた人への礼儀だよ」

　礼儀？

　これを全部食えというのは拷ごう問もんの間違いじゃないのか？

「じゃあ、あの、私帰りますので…」

　僕ぼくと母とのやりとりを横で聞いていた香織は、いささか気がとがめたらしい。

「あら、そう、ごちそうさまねえ、お母さんによろしく言っといてね」

「はい、その…もしもよろしかったら、肉ジャガは、いくらでもおすそ分けしますので…」

「そう？　じゃあ、あとでもらいに行こうかしら、幸ゆき水みずのヤツ好きだから、こういった煮物」

　おいおい…。

「ええ、知ってます、だから作ってみたんですけど。やっぱりだめですね。必ずどっかで失敗しちゃうんです、ほんと、こんなんじゃおヨメに行けませんよね」

　しょげている香織に向かって僕の母親は、にっこりと笑ってこう言いやがった。

「あら、おヨメに行かなくても、おヨメに来ればいいのよ」

「やだ、おばさまったら！」

　香織は、さらっと笑うと、ぴょこんと頭を下げて帰って行った。

　香織が帰った後、母は、僕の方をちらっと見てタメ息をついた。

「なんだよ」

「ほんとにもう、どうしてお前みたいなバカ息子むすこが愛あい想そづかしされないんだろうねえ…」

　腐くされ縁えんってヤツだろうな…。













　第六章「謎の爺さん」







　月曜日の放課後。

　僕ぼくは部ぶ室しつのロッカーからカメラバッグと三脚を取り出しながら、香か織おりとかりんに声をかけた。

「おい、何やってるんだ、行くぞ」

　机の上でネガの整理をしていた香織が、びっくりしたように僕を見た。

「行くって。どこに？」

「何言ってるんだ、スナップを撮りに行くのに決まっているだろう」

　かりんが、ぽん、と手を打って言った。

「あ、そうか、一昨日おとといは部長のセクシーショット騒さわぎで、ほとんど写真を撮ってなかったですものね」

　香織は僕をにらんだ。

「私はイヤよ、あんな興味本位の写真撮られるのはごめんだからね」

「センパイ。それって興味本位じゃなくて、本気だったら撮られてもいいってことですか？」

「誰だれもそんなこと言ってません！　とにかく私は行きませんからね」

　香か織おりのヤツは意外と頑がん固こだ。

　こんな時は何を言っても無む駄だだということを僕ぼくは知っている。

「わかったよ、じゃあ風景だけでも撮ってくるか」

　カメラバッグを肩かたにかけて、部ぶ室しつを出ようとした時、後ろからかりんのヤツが走り寄ってきた。

「あ、部長。私がモデルになりましょうか？」

「お前がか？」

　かりんは、にかっと笑った。

　ネコのような笑い方だった。

「ええ。今日は、かわいらしいぱんつをはいてきたんです！」




「なんでお前までついて来るんだ？」

　僕は、横に立っている香織に文もん句くを言った。

「監かん視しよ」

「なんでお前に監視されなきゃならないんだよ」

「私には、かわいい後こう輩はいが、性犯罪者のような変態カメラマンの餌え食じきにならないように監視する義務があるわ」

「誰が性犯罪者のような変態カメラマンだ！」

「訂てい正せいします、ような、という言葉はよぶんだったわね」

「ちょっと待て、これは全部かりんのヤツがだな…」

　その時、かりんが、石いし垣がきの上から声をかけてきた。

「部長！　痴ち話わゲンカやめてくださいよ、こんなところで」

　ここは一昨日おととい、僕が香織とかりんのパンチラ写真を撮った。いや、偶然にも撮ってしまった、あの龍りゆう城じよう公園だった。

　古い城しろ跡あとを公園にしただけあって、ここには石垣や石段がいっぱいある。

　かりんは、その石垣の一番上に立って僕を見下ろしていた。

　今日は制服のミニスカートを、さらに短くはいている。

　花柄か…。

　なんて見とれている場合じゃない。

「かりん！　何やってるのよ！　丸見えよ！」

　香織の声が飛ぶ。

「ええ、わかってますよ、いいんですよ今日は見せパンですから」

　ちょっとがっかりしてしまったのはなぜだろう。

「かりん、降りてきなさい！」

「え～？　せっかく登ったのにい。一枚くらい撮ってくださいよぉ」

「そんな写真撮れるわけないでしょう！　今日は卒業アルバムに載のせる写真を撮りにきたのよ！」

　香か織おりがそう言った時。僕ぼくは面おも白しろい構図を考えついた。

「おい、香織、お前もあそこに登らないか？」

「なんですって！」

「あ、いや、下から撮るんじゃない、もっとずっと遠くからロングで狙ねらうんだ。ほら、噴ふん水すいのある中央広場あたりから、お前たちがシルエットになるように」

　香織はしばらく僕の顔を見ていたが、やがて小さくうなずいた。

「ひょっとしてもしかして、カメラの腕うでが良ければ、いい絵になりそうね」

「だろう」

　香織はかりんを見上げた。

「かりん！　ちょっとそこにいなさい。私もそこに行くから」

　かりんは驚おどろいたようだった。

「ええ～っ！　センパイも見せパンはいてるんですか！」

「そんなものはいてるわけないじゃない！」

「え？　はいてない？　じゃあ…ノーパン？」

「ばか！　大声で何言ってるのよ！」

　香織は僕をにらみつけた。

「何をニヤついてるのよ！」

「別にニヤついてなんかいないぞ」

「何言ってるのよ。口を半開きにしてるくせに」

　あ、いけね。

　よだれも少し出ていたかもしれない。




　香織たちが立っているところから、百メートルくらい離れたところにある中央広場。

　もともとは城の本丸と呼ばれた場所で。その真ん中には噴水がある。

　もっとも、秋の終わりの今頃ごろは、水も止められており、ただの池と化してしまっていた。

　僕は、その噴水の前に三脚を立てて、ＥＯＳを組み付けた。

　香織たちに狙ねらいをつけて、ズームをかけると、ファインダーの中に、かりんだけが立っていた。

　香織のヤツは、まだ上まで登っていないみたいだな。

　真下からの構図と違って、さすがに、かりんのぱんつは見えないが、ただでさえ短いスカートだから、なかなかきわどい絵になっている。

「試ためし撮りも必要だよなあ」

　僕ぼくは、自分にそう言い訳してからシャッターを押した。

　パシャ！

　という乾かわいた音が響くのと、肩かたを叩たたかれたのは、ほとんど同時だった。

　思わず言い訳が出た。

「ごめん！　香か織おり！　今のは試し撮りだ！」

　振り返ると。

　そこに立っていたのは、香織ではなかった。

　不思議な微笑ほほえみを浮かべた、一人の老人だった。

　誰だれだ？　この爺じいさんは。

　記き憶おくのページをめくると同時に思い当たった。

　一昨日おととい。僕がここで。偶然に捉とらえた。あの、空間から出てきた爺さんだ！

　爺さんは、軽くうなずくと言った。

「そうじゃ、そのとおり。わしがあの爺さんじゃよ」

　僕は声が出なかった。

　酸素不足の金魚のように、口を開けたり閉じたりするのがやっとだった。

「お前さんは実に強運の持ち主じゃな。わしらのようなエージェントが空間転移する瞬しゆん間かんを目撃される確率は、二百五十六万分の一以下で。さらにその姿が写真などに映像として記録される確率は虚数並みに低い。というのが機構の常識なのだがな」

　エージェント？

　機構？

　一体何を言っているんだ。この爺さんは。

　僕の表情を見た爺さんは微笑ほほえんだ。

「わけがわからんだろう、まあ…当然じゃな、世の中には因いん果が律りつというものがある。言わば運命というヤツじゃな、お前さんは自分の運命を想像したことがあるかね？」

　僕は首を振った。

　そんなことは考えたこともない。

　そんなことは神様に任まかせておけばいいことだ。

　爺さんは薄うすく笑った。

「神様なんておらんよ、運命がいるだけじゃ、人間を憎にくんでおる運命というヤツがな。運命、いや因果律というヤツは人間を憎んでおる。人間の存在する世界の因果律は、どんな世界でも必ず滅めつ亡ぼうへと向かうようにセットされておるのじゃ。その世界を一つでも滅亡の淵ふちから救うのが我々機構の役目なのじゃ」

　爺じいさんは懐ふところから半透明の薄緑色をした、モバイルギアのようなものを取り出しながら言った。

「お前さんには才能があるようじゃ。どうだね。バイトせんか？」

　バイト？

　何のことだ？

　爺さんはもう一度にやりと笑った。

「お前さんの才能とは、その運じゃよ。強運の者でなくてはこの仕事は務まらんのでな」

　そう言うなり爺さんは、持っていたモバイルのようなものを投げてよこした。

　僕ぼくの手の上に薄緑の半透明のモバイルギアが載のった。
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「ほれ、渡したぞ。それを受け取ったということは、わしのバイトの話を受けたということじゃな」

「そんな！　僕は、ただ、あなたが投げて来たものを受け取っただけじゃないですか！」

　爺さんは不思議そうな顔をした。

「受け取れば、それは承しよう諾だくを意味するのではなかったかな？」

「そんな話は、聞いたこともありません！」

「そうか。別の世界での常識だったか。まあいい、今日からそれを常識と思いなさい」

「そんな無む茶ちやな！」

　爺さんは、僕の抗議を聞き流して僕に近づくと、僕の手の上の、モバイルギアのようなものを取り上げた。

　僕ぼくの目の前で、それを開く。

　そいつは、モバイルギアなんかじゃなかった。

　なぜなら、その中にはメールやメッセージを入力するキイボードのようなものがなかった。

　のっぺりとした液えき晶しよう画面のような板が上下に分かれているだけだった。

「キイボードなどいらん。これは画面タッチと音声入力なのじゃ、触さわってみるがいい」

　どうしようか。

　触るか触らないか。

　この妙みような爺じいさんの言葉を、信じているわけじゃない。

　僕の中にある「常識」ってヤツが、必死に僕を止めていた。

　でも、もう一人「好こう奇き心しん」ってヤツが僕をそそのかせていた。

　僕の心の中を見み透すかしたように爺さんが言った。

「どうしたね？　予定調和な人生。めでたしめでたし、で終わる世の中なんて馬ば鹿か馬鹿しいと思っていたのではないかね？

　これに触れば、今までのお前さんの人生とはまったく違う波は瀾らん万ばん丈じような人生が待っておるかもしれんのだぞ？」

　その言葉が僕の背中を押した。

　でも、僕は迷まよっていた。

　その、僕の迷いに答えるかのように爺さんが言った。

「ちょっとのぞいてくるだけというのはどうだね？　イヤなら帰ってくればいいのじゃよ」

　そうか、帰って来れるんだ。

　だったら、海外旅行みたいなものじゃないか。

　僕の迷いは完全に消えた。

　右手を伸ばして液晶画面に触れると、指先に一いつ瞬しゆん電流が走ったような感触があった。

　そして。その感触を最後に。

　僕の意識は消えていった。













　第七章「廃墟の町」







　気がつくと。

　僕ぼくは夕暮れの空を見上げていた。

　空に浮かぶひつじ雲の縁ふちが夕日に照らされてオレンジ色になっているのが見える。

　ああ、夕焼けだな。

　明日あしたもいい天気なんだろうな。

　そこまで考えてから僕は我にかえった。

　僕は地べたに仰あお向むけに寝ね転ころがって、夕焼けの空を見上げていたのだった。

　あわてて身体からだを起こして、あたりを見回すと、僕の後ろには見なれた噴ふん水すいがあった。

　ここは龍りゆう城じよう公園の中央広場に間違いない。

　貧血でも起こしたんだろうか。なんか耳がじーんと鳴っているような気がする。

　周りには誰だれもいない。

　あの奇き妙みような爺じいさんもいないし、香か織おりたちの姿もない。

　その時僕は、見慣れているはずの中央広場に、妙みような違い和わ感かんを覚えた。

　なんだろう。この違和感は。

　もう一度あたりを見回した時、違和感の正しよう体たいに気がついた。

　荒れている。

　中央広場全体が荒れているんだ。

　きれいに手入れされていたはずの花か壇だんや広場には、枯かれかけた雑草が茂り、あたりの地面には消けし炭ずみや、黒く焦こげたコンクリートの破片らしきものが散乱している。

　それは、まるで人が立ち入らなくなった空あき地ちのような荒れ方だった。

　いったい何があったというんだろう。

　僕は、その場に立ち上がった。

　その時、足元に何かが転ころがったのに気づいた。

　例のモバイルギアだった。

　こいつが、ここにあるということは…。

　あの爺さんは現実に存在していたんだ！

　そのモバイルギアのようなものを、拾い上げて開いた。

　鈍にぶい銀色をした液えき晶しよう画面を、そーっと触さわってみる。

　指先は、ちょっと軟なん質しつのプラスチックの感触を伝えてきただけだった。

　気が遠くなるようなこともない。

　こいつは一体何なんだろう？

　何だかわからないが、大事なものに違いない。

　僕ぼくは、そいつを折りたたむと学生服のポケットに突っ込んだ。

　後でじっくり調べてみよう。

　今は、ここがどういうことになっているのか知ることの方が先だ。

　膝ひざ下ぐらいまで生おい茂って、今は枯かれかけている雑草をかき分けながら、僕は中央広場から南出口の方に向かった。

　石いし垣がきを回り込んで城しろ跡あとから降りる階段までやってきて、ひょいと前を見た。

　息が止まった。

　そこからは富子市が一望のもとに見渡せるはずだった。

　でも、僕の目の前に広がっていたのは見慣れた街の景色ではなかった。

　一面の焼け野原と廃はい虚きよの群れ…。

　住宅地を埋うめ尽つくすように建ち並んでいたパステルカラーの家々は、すべて消え、ところどころに半分黒く焦こげた建物が点在しているだけで、まともな建物は一軒も残っていない。

　僕は、以前、雑誌で終戦直後の東京という写真を見たことがあった。

　それと同じ光景が目の前にあった。

　いや。あの写真とは大きな違いがあった。

　こっちはカラーで。

　そして。

　写真ではなかった。

　この時、僕は自分の周りが、やけに静かな事に気がついた。

　しんと静まり返った公園に聞こえてくるのは、虫の声と秋風が揺ゆするススキのざわめきと僕の鼓こ動どうだけだった。

　ここは一体どこなんだ？

　富子市じゃないのか？

　そう叫びたくなるのをがまんして、ここから見えるはずの、この街の光景を必死に思い浮かべる。

　坂の下には住宅地が広がり、その向こうには駅前のビル街が。そして国道沿いにはにぎやかなパチンコ店やファミリーレストランの看かん板ばんが立ち並んでいたはずだ。

　この時間ならば、そろそろ看板やネオンサインに明りが点ついて、シャンデリアを並べたような都市の明かりが見える頃ころだ。

　しかし、今、目の前には薄うすい墨すみを流したような影だけが黒々とかたまっていた。

　僕の目に、赤い炎ほのおが飛び込んで来たのは、その時だった。

　その炎ほのおは遠かった。

　あれは隣となり町まちあたりだろうか、かなり大きな炎が立ちのぼっている。

　間違いなく火事だ。

　それも、かなりの大火事だと思う。

　しかし、火事につきものの消防車のサイレンは、どこからも聞こえては来ない。

　緊急用の自動車すら走っていないのか…。

　夕焼けの空を焦こがす炎と煙は音もなく立ち昇っていた。

　足が震ふるえはじめた。

　…ま、まさか。

　震える手で、ポケットからモバイルギアを取り出す。

　こいつが僕ぼくの手の中にあるということは。

　あの爺じいさんの言っていたことは本当なのか？

　ここは、別の世界なのか？

　自分の中で『そんなバカな』と叫んでいる常識というヤツをねじ伏せるのに少し時間がかかった。

　どうやら僕は別の世界に来てしまったらしい。

　この現実に説明がつくのは、それだけだった…。

　それにしても、この街に住んでいた人たち。

　僕の両親や、香か織おりや、その家族なんかは、いったいどこに行ってしまったんだろう。

　どうしようか…。

　このモバイルギア…のようなものが、僕をこの世界に飛ばしたのだろうか？

　そう考えるのが正しいのだろう。

　だったら、こいつを使えば元の時代に戻もどることができるはずだ。

　でも。どうにも使い方がわからない。

　もうすぐ夜になるというのに、こんなところでぼんやり突っ立っているわけにもいかない。

　誰だれかに会いたかった。

　会って話がしたかった。

　足は…街の中心部に向かっていた。

　住宅街の中央を通るバス通りに出る頃ころになると、だいぶ日も暮れてきてあたりは薄うす暗くなった。

　夕ゆう闇やみの迫せまる道路沿いには、捨てられた車の群れが、巨きよ大だいな甲こう殻かく類の墓場のように列を作ってうずくまっていた。

　バス通りを少し下り、小さな商店街がある所まで来た時、そこに無残に破壊されたスーパーマーケットがあった。

　そして、スーパーマーケットの前の路上に転ころがっている、ボロ布のようなものを何の気なしにまたごうとして、足元を見た時。

「うおわっ！」

　声にならない声が出た。

　そのまま二メートルほど飛び下がって僕ぼくは尻しりから落ちた。

　そのボロ布の正体は人の死体だった。

　服を着たまま白骨化した死体だった。

　歯のカチカチ当たる音で、自分が震ふるえていることに気がついた。

　足に力が入らない。

　地面についた両手の指が、白くなるくらい力を込めて大地をつかもうとしていた。

　何でもよかった。

　何かしっかりしたものにすがりたかった。

　僕は、尻を地面につけた格かつ好こうのままで、ずるずると後ずさりをした。

　マーケットの壁に手をついてなんとか立ち上がる。

　まともに息ができるようになるのにしばらくかかった。




　荒れ果てた街並みと、焼け野原となった住宅地。

　そして、この死体。

　そこから導かれる結論を、僕は認めたくなかった。

　だから僕は、震ふるえる足でモノクロームの街を歩きつづけた。

　誰だれかがいるはずだ。

　生きている人間がいるはずだ。




　そこから数百メートルも離れていない団地の前で。

　またしても死体を見ることになった。

　それも、何十何百という死体を。

　家の前で…。

　車の中で…。

　ありとあらゆる場所に白骨が転がっていた。

　診療所の前に捨てられたトラックの荷台には、それこそ山のような白骨があった。

　その白骨の山の中に、赤いランドセルを背せ負おったままの子供の白骨を見つけた時、しばらく息ができなかった。

　なんということだろう…。

　死んでしまった人を埋まい葬そうしなかったんだ…。

　いや、できなかったんだ…。

　この世界は、それほどまでに荒こう廃はいしているんだ…。

　地じ獄ごくだ…。

　地獄に来たのに違いない。

　僕ぼくは震ふるえる手で、さっき学生服のポケットに突っ込んだ、モバイルギアのようなものを取り出した。

　帰りたかった。

　僕が望んでいたのはこんな世界じゃない。

　いくら波は瀾らん万ばん丈じようの人生と言ったって限度がある。

　僕はモバイルギアの液えき晶しよう画面に触れた。

　何度も何度も触れて、指先が白くなるほどに押しつけた。




　何も起こらなかった。

　僕は、もう二度と戻もどれないのだろうか？

　まてよ。

　あの爺じいさんは、確かあの時こう言った。

『これは画面タッチと音声入力なのだ』…と。

　僕はモバイルに向かって話しかけた。

「もどれ」

　…何の変化もない。

　言葉が違うのだろうか？

「リターン！」

　…だめだ。

「リセット！」

「もとにもどせ！」

「帰る！」

「ターン！」

「カムバック！」

「逆戻もどり！」

「最初から！」

「後ろへ！」

「ゴーホーム！」

　…ボキャブラリーが尽つきた。

　モバイルの画面を見詰めていた僕の視野に、何か動くものが入ったのはその時だった。

　ふと、前を見ると。

　小学校二年生くらいのガキが、僕ぼくの前に立って、実に不思議そうな顔をして僕をながめていた。

「うひゃあ！」

　僕は思わず悲鳴をあげてしまった。

　最初、そいつが子供だとは思わなかった。

　妖よう怪かいか、何かのように見えた。

　とうてい子供がいきて行けるような世界ではない、と思い込んでいたからだ。

　そいつもびっくりしたのだろう。

　くるりと振り返るが早いか一いち目もく散さんに逃げ出した。

　僕はあせった。

　なんとしてでも、あの子供をとっつかまえて話をしなくっちゃ！

　だって、子供が生きているってことは、誰だれか保護者がいるってことじゃないか。

　あいつは、確かに薄うす汚よごれた格かつ好こうをしてたけど、ちっとも不潔な感じがしなかった。

　きっと、誰かにちゃんと風呂に入れてもらって、食事を与えられているのに違いない。

　僕は逃げる子供の後を必死に追った。

「ちょっとまってくれよ！　聞きたいことがあるんだ！」

　はずむ息の中から、やっとその言葉だけが出た。

　子供は、疑わしそうな顔で僕を振り返ったが、足を止めようとはしない。

　僕は、そのかわいらしさのカケラもない目つきに、見覚えがあった。

　あいつだ！

　先週の土曜日。龍りゆう城じよう公園で、転ころんで泣いた女の子といっしょにいた、ヒネたガキだ！

　なんて名前だっけ。

　そうだ！　あの泣いていた女の子をメイって呼んで…メイって子はこいつのことを…。

「健けん一いちくん！」

　その言葉を叫んだ時。そいつの足がとまった。

　そして、目を真ん丸にして振り返った。

「にいちゃん、だれだ？」

　やっとのことで追いついた僕は、健一を怯おびえさせないように微笑ほほえみを作って話し掛けた。

「僕のことを覚えてないだろうけど、僕は君のことを知ってるよ。君の同級生の女の子に、確かメイって子がいただろう？　メイちゃんは元気かい？」

　僕がメイという言葉を口にした時、健一の顔が曇くもった。

「メイは…びょうきだ」

「病気？」

　健一は、僕の口調に気がついたのだろう、むきになって答えた。

「でも三日熱じゃないぞ！　三日熱はなおったんだ！　いちどかかれば、にどとかからないんだからな！　ちがうびょうきなんだぞ！」

　三日熱？

　聞いたことのない病気だ。

　もしかしたら、この山のような白骨死体は、その三日熱とかいう病気で死んでいった人々の死体なのか？

「君のお父さんやお母さんは？」

「死んだ。三日熱だった。父さんはかいしゃからかえってきて、つぎの日におきてこなかった。母さんは、妹をびょういんにつれていって、かえってきて、そのままおきてこなかった…俺おれだけだ。いきてるのは」

　健けん一いちの声にも顔にも、表情というものがなかった。

　もう。泣くことすらないのかもしれない。

　健一の言葉から、僕ぼくはこの世界を襲おそった災さい厄やくの正しよう体たいを知った。

　それはきっと疫えき病びように違いない。

　おそらく、未知の、それも致ち死し率りつの高い病原菌が、この世界を襲ったのだろう。

「君は、どこで暮らしているんだい？　大人おとなの人は生き残っているんだろう？」

　健一は、一いつ瞬しゆん警けい戒かいしたような顔をした。

「キャンプだ、香か織おりねーちゃんが、俺たちのお母さんをやってくれている」

　香織だって!?

　僕はあわてて聞いた。

「その香織ねーちゃん、って人の名字は、水みず樫かしって言うんじゃないか？」

　健一の目の玉が再び丸くなった。

「なんで知ってるんだ？　にいちゃん…だれだ？」

　この世界は、どうやら僕のいた世界とほとんど変わっていないらしい。

　と、いうことはだ。

　もしかしたら、この世界には、この世界の僕がいるんじゃないか？

　僕は一瞬迷まよったが、名前を名乗ることに決めた。

「僕の名前はね、きなし、きなしゆきみずって言うんだ。水樫香織さんの友達だよ」

　健一は、再び目をまんまるにした。

「本当に、にーちゃんが、きなしゆきみずって人なのか？」

「そうだよ、ウソをついてもしかたないじゃないか」

　健一は笑った。

　初めて子供らしい笑顔を見たような気がした。

　その時、僕は、話をしていた相手が七～八才の子供だということに、あらためて気がついた。

「そうか！　かおりねーちゃんが喜ぶぞ！　ねーちゃんは、ずっとにいちゃんのことをさがしてたんだからな！　行くぞ！」

「行くぞって…どこに？」

　健けん一いちは、何を言ってるんだ？　という顔をした。

「キャンプに決まってるじゃないか、もうじき夜になるのに、こんなところをうろうろしてたら野犬に食われちゃうぞ」




　そして。健一に連れられて、僕ぼくがたどりついたのは…。

　富子高校だった。

　正門は、ぶ厚い鉄の扉とびらに変えられており、その左右は、頑がん丈じようなコンクリートブロックを積み重ねたバリケードにより、厳げん重じゆうに封ふう鎖さされていた。

　夕暮れの空にシルエットで浮かんだ塀へいの上の鉄てつ条じよう網もうが、ひどくトゲトゲしく感じられる。

　健一と僕が正門に近づくと、門の上にある見張り台のようなところから声が飛んできた。

「健一！　そいつは誰だれだ！」

　健一は、得意そうに答えた。

「きなしにーちゃんだ！　きなしゆきみずっていうんだ！　香か織おりねーちゃんが、ずっとさがしていた人だぞ！」

「なんだと？」

　見張り台の上から二～三人の少年っぽい声で、戸と惑まどったような会話が、聞こえてきた。

「どうする？」

「栗くり野のさんに…」

「あの人は今、偵てい察さつに行ってる」

「国くに光みつさんは？」

「あの人じゃわからないだろう…」

　相談がまとまったらしい。

　再び声がした。

「今、確認できる人を呼びに行っている、そこを動くな！　いいか、変な動きをするなよ。ボウガンが、お前に狙ねらいをつけているんだぞ！」

　この世界の治安は悪化している、というより、治安なんてものはもうなくなっているんだ。

　三分ほど待たされた。

　あたりの夕ゆう闇やみはどんどん勢いを増し、もう、すっかり暗くなっていた。

　街灯も街の明りもない夜がどんなものなのか、想像がついた。

　ゆっくりと正門脇わきのくぐり戸が開いて、小さな声がしたのはその時だった。

「健一くん、こっちに来て」

　香か織おりだ。

　聞き間違えるわけがない。

　健けん一いちは、ちょっと戸と惑まどったような顔をしてから答えた。

「香織ねーちゃん！　きなしさんだよ！　ほら！　ねーちゃんがいつも話してくれていた、料理がじょうずで、たよりないけどだいすきだったきなしにーちゃんだよ！」

「ばか！　変なこと言ってないで早くこっちに来なさい！」

　くぐり戸の向こうの声があせっていた。

　健一は、首をひねると、くぐり戸に向けて走って行った。

　その後についていこうとして、一歩前に出た時、声が飛んだ。

「動かないで！　動くと撃ちます！」

　真剣な声だった。

　僕ぼくは石にならざるを得なかった。

　くぐり戸の隙すき間まから何かが突き出された。

　その後ろで何かを回しているのがわかる。

　それと同時にまぶしい光が僕に差し込んだ。

　手回し式の発電ライトだ。

　僕は思わず片手で目を覆おおった。

　夕ゆう闇やみの中を歩いてきた僕にとって、その明りは、とうてい直視できるものではなかったからだ。

「手をどけて！　顔を見せて！」

　僕はゆっくりと手を下ろした。

　くぐり戸の向こうで声の主が、息をのむのがわかった。

「わたしは水みず樫かし香か織おりです。あなたが本当に木き梨なし…木梨幸ゆき水みずだとしたら、この質問に答えて」

　声が震ふるえていた。

「なんだ？」

「わたしは中学生の頃ころまで、かんぴょうをどんな物だと思っていたか、知っていますか？」

　僕は迷った。

　答えはわかる。

　でも、それは僕の世界の香織のことだ。

　この世界の香織は、ぜんぜん違う生き方をしていたかもしれないじゃないか。

　どうしようか？

　視線をくぐり戸に向けたその時。

　その向こうで、今にも泣きそうな顔をして、僕を見つめている香織の姿が一いつ瞬しゆん見えたような気がした。

　決めた。

　どんな結果になってもいい。

　僕ぼくは僕の知っている香か織おりのことを話そう。

「お前は、中学三年の修学旅行で日光に行くまで、かんぴょうは海草だと信じていた。それは、僕が小学校の頃ころに教えた大ウソを、ずっと信じていたからだ。教えた僕はとっくにそんなことを忘れていたのに、お前は覚えていて、そして旅館のエレベーターで、お前はいきなり僕に平手打ちを食らわしたんだ『よくもだましたわね！』と言ってな。その理由を聞いて大笑いしたら、お前はグーで…」

　僕の言葉が終わらないうちに、くぐり戸が開いた。

　そして。

　香織が飛び出してきた。

　洗いざらしたジーンズに、薄うす汚よごれたトレーナーという姿…そして髪をショートカットにしていたがそれは間違いなく香織だった。

　香織は、いきなり抱だき着いてきた。

「よかった…幸ゆきちゃん…生きてたんだ…」
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　あとは言葉にならなかった。

　香織は泣いていた。

　周りに誰だれもいないかのように、涙を流しつづけていた。

　僕ぼくは、驚おどろくのと同時に、ここが別の世界であることを実感した。

　香か織おりが人前で、堂々と泣くなんてことあるわけがない。

　こいつは香織だけど、僕の知っている香織じゃないんだ。

　僕は半分呆ぼう然ぜんとしていた。

　抱だき着いていた香織が怯おびえたような顔をして僕を見上げた。

「どうしちゃったの？　わたしがわからないの？」

「あ…いや…突然いろんなことがあって…君は…確か…香織だよな。水みず樫かし香織」

　香織は、もう一度僕に抱き着いた。

「そうよ！　幸ちゃん…かわいそうに…きっと隔かく離りセンターに運ばれた時に強い薬か何か使われたのね…」

　どうやらこの世界の僕は、どこかの病院のような場所に入院させられたらしい。

　よし…話を合せよう。

「僕は入院中で、まったく外のことなんてわからなかったんだ。騒さわぎのことや火事のことなんて、まったく知らない。記き憶おくも混乱しているらしいんだ、僕は木き梨なし幸ゆき水みずで、いいんだよな」

「そう、あなたは木梨幸水さん。そしてここは富子市救きゆう済さいキャンプ。昔の富子高校よ」

　香織は涙を拭ふくとにっこり笑った。

　くぐり戸から校内に入ると、僕たちを百人近い人間が遠巻きに見ていた。

　僕は正門の横にある。八畳間ほどのプレハブに案内された。

「ごめんね幸ちゃん、初めての人は一いつ旦たん隔かく離りされるの、ＡＢＣウイルスの突然変異体が流行してるって噂うわさがあるから」

　そうだ、忘れていた。

　ここは疫えき病びようによって社会が崩ほう壊かいした世界なんだ。

　もしかしたら僕も感染しちゃったんじゃないのか？

　僕の顔つきを見て香織は、考えを読み取ったようだった。

「大だい丈じよう夫ぶ。幸ちゃんは、死ななかったんでしょ、三日熱は一度かかれば二度とかからないわ」

「でも、ここに来るまでに、死体をいっぱい見た…みんな白骨になってたけど…大丈夫なのか？　あの死体から三日熱が感染することはないのか？」

　香織は一いつ瞬しゆんきょとんとした顔をした。

「三日熱のＡＢＣウイルスは、生きた細胞の中でしか生きられないのよ…そんな簡単なことも忘れちゃったの？」

「あ、いや、そうか、そうだった」

　笑ってごまかした。

「死体は怖こわくないわ。生きている人の方が怖いの」

　香か織おりの言葉から、なぜ、この人々が、街の中心部にとどまっているのか、その理由がわかった。

　枯かれ草火災というやつがある。

　冬の空あき地ちなどで時々発生するやつだ。

　何かの拍ひよう子しに枯れ草の一角に火がつくと、その火は、あっと言う間まに枯れ草に燃え広がってゆく…四方八方それこそすべての枯れ草を焼き尽つくすまでその火は消えない。

　枯れ草が火を逃のがれてどこに逃げても火は確実に枯れ草を追いかけてくるだろう。

　もし、奇き跡せき的てきに燃えなかった枯れ草があったとしたら…。

　その枯れ草が火を逃れられるのは、周りの枯れ草がすべて燃え尽きた焼け野原の真ん中に違いない。

　ここは、その焼け野原の真ん中に残った一ひと束たばの枯れ草なんだ。

　プレハブの中は簡単な間仕切りがしてあって、二ふた部へ屋やに分かれているようだった。

　香織は、手前の部屋の布団やシーツを手早く片づけて場所を作ると、電灯をつけた。

　二十ワットほどの小さな明りだった。

「座って、幸ちゃん」

「香織…その『幸ちゃん』って呼び方やめてくれよ、いつものように『コースイ』って呼んでくれないか？」

　香織は不思議そうな顔をした。

「変なの？　今まで一度も幸ちゃんのことをコースイなんて呼んだことないのに。どうしちゃったの？」

　僕の世界の香織とは、小さなところが違っているみたいだ。

「あ、いや、いいんだ、ちょっと記き憶おくが混乱してるみたいだ」

「そう、そうよね、今の幸ちゃんは浦うら島しま太た郎ろうみたいなものだものね、幸ちゃん。かわいそう…みんな死んじゃったの。幸ちゃんのお父さんもお母さんも…三日熱で…」

　そうか。この世界の僕の家族は全ぜん滅めつしてるんだ。

「みんな死んだわ、ばたばた倒れて。原因はウイルスだって言ってた…最初はお年寄りから、次に大人おとなの人たち。不思議と赤ちゃんや子供の死亡率は低かったの…でも、それでも生き残った人の方が少なかった。病院はすぐ死人でいっぱいになって、火葬にしたくても係員の人も車を運転する人もみんな死んじゃって、そのうちにテレビも写らなくなって…そして…誰だれかが言い出したの『焼け！　火は清らかだ！』って…」

　その光景を想像した時、全身に鳥肌が立った。

「そして燃え上がった家の火を消す人は誰だれもいなかったの。消防士の人や警察の人もみんな倒れて死にかけてたし。火はどんどん燃え広がって…スーパーが略りやく奪だつされて…人がいっぱい死んだわ、三日熱じゃなくて暴動で…」

　香か織おりは、どこか遠くを見つめる目で淡たん々たんと話してくれた。

　…地じ獄ごくの光景を。

「そのうちに国連の人たちがやってきてくれたの、ここに救きゆう済さいセンターを作ってくれて…わたしは生き残った人たちと、孤こ児じになった子供たちを集めて…」

　そこで香織は言葉を詰つまらせた。

「わたし…信じてたの…初期の段階で隔かく離りセンターに運ばれた患かん者じやは、まともな治ち療りようを受けられたってウワサだったから。きっと…きっと幸ちゃんが元気になって帰ってくるって。隔離センターは上から下まで死体の山でとても近づけなかった…なんて言う人もいたけど…絶対ウソだと信じてたの…」

　あとは言葉にならなかった。

　こいつは生きてきたんだ。

　その、地獄の中を…たった一人で。

「お前は生きていたんだな、良かった、本当に良かった」

　それは噓うそいつわりのない僕ぼくの気持ちだった。

　香織は、しばらく泣いていた。

　やがて、顔をあげると涙を拭ふいた。

「さて、電気が使えるのはあと一時間くらいかな、その間にご飯食べようか」

「お前はみんなのところに行かなくていいのか？」

　香織は少し赤くなった。

「わたしは幸ちゃんに抱だき着いちゃったから、一いつ緒しよに隔離されなきゃならないの。明日あしたの朝まで…」

　おいおい。

　一つ屋根の下で香織と寝るのか？

　うれしいような恥はずかしいような、怖こわいような。

　どうしよう…。

「あーっつ香織ねえちゃんがないてるゥ！」

　僕の想おもいはガキの声でふっとんだ。

「ねえ！　香織ねえちゃん！　こいつわるいやつだったの？」

　奥の部へ屋やからドアをあけて入ってきたのは健けん一いちだった。

「ううん、ちがうの、この人は悪い人じゃないのよ」

「だってないてたじゃんかよ」

「違うの、お姉さんはうれしくて泣いてたのよ」

「うっそだー、うれしかったらわらうはずだよ」

「大人おとなはね、うれしいときにも泣くのよ」

「へえええ、へんなのー。おとなってふくざつだねー」

　どうしてこいつが、ここにいるんだ？

　そう考えて思い当たった。

　こいつも僕ぼくと接触してるんだっけ。

　仲良く三人で隔かく離りってわけか。

　香か織おりと二人きりになれなくて、残念なような、ほっとしたような、妙みような気分だな。

　健けん一いちは、しばらくばたばた騒さわいで、こっちの部へ屋やと香織の部屋を行ったり来たりしていたが、やがて、電気が消える頃ころに僕の部屋に敷いた布団の上に、こてん、と横になって寝てしまった。

　うるさいガキだけど寝顔はかわいいものだな。

　窓から入って来る月明りに照らされた健一の顔を眺ながめながら、そんなことを考えていると。間仕切りの向こうから香織が話しかけてきた。

「健一くんは寝ちゃったの？」

「ああ、スイッチが切れたみたいにな」

「残ざん酷こくな病気よね。子供を残して親だけ殺すなんて…」

「何人くらいいるんだ？　ここには」

「子供と、熱の後こう遺い症しようで体が動かなくなった人と…わたしたちみたいなボランティアと…全部で百人くらいかな」

「勝手に入ってきちゃ、いけなかったんだな」

「うん。大流行は終わったけど。まだ、三日熱が消えたわけじゃないから」

　ひどい世界だよな。

　これだけ人間の死体が転ころがっていて、死が目の前に迫せまっている世界なんて他ほかにないんじゃないかな。

　でも、面おも白しろそうだよな。なんか西部劇みたいでカッコいいし…。

　後で、もう一度あのモバイルギアをいじってみよう。戻もどれるんだったら、一度戻ってみたいしな。

「寝ちゃったの」

　香織の声がした。

「いや。ちょっと寝つけなくてね」

「ふーん…わたしも…」

　そう言ったきり香織は黙だまっていた。

　一～二分の沈ちん黙もくの後で。

　小さなすすり泣きの声が聞えてきた。

　香織は泣いていた。

　声も出さずに。

　一年分。

　そう、泣きたくても泣けなかった一年分の泣き声を、僕ぼくは黙だまって聞きつづけた。

　やがて。

　泣き止んだ香か織おりは、ぽつりと言った。

「幸ちゃんは約束を守ってくれたね…」

　この世界の僕は、どんな約束をこいつと交わしたんだろう。

「わたし…生きてて良かった」

「ばか、おおげさなこと言うな」

「おおげさでもなんでもないよ、何度も何度も夢に見た。幸せだったあの頃ころの夢。部ぶ室しつで食べたお弁当。毎日学校帰りに買い食いした光こう来らい堂どうのアンドーナツのこと。その、全部が幸ちゃんと一いつ緒しよだった。もし…もし幸ちゃんが来てくれなかったとしても、わたしは幸ちゃんとの思い出だけで生きて行ける…って、自分に言い聞かせて…」

　香織は、また、ひとしきり泣いていた。

「ごめんね、泣いてばかりで。でもこの涙は、さっきの涙とは違うんだよ…」

　香織はそこで言葉を切ると、ぽつりと付け足した。

「うれし涙なんだ」

　僕ぼくは、香織の笑顔を想像した。

　その、涙でぐしゃぐしゃになった笑顔を思い浮かべながら、この世界の香織と、僕の世界の香織との違いを実感していた。

　こっちの香織は僕をぶん殴なぐったりしないだろう。

　それは、かわいい…とか、けなげ…とかいう意味じゃない。

　なんとなく…そう、もっと素直なんだ。

　僕は、なんとなく、あとしばらくこの世界にいてもいいような気がした。













　第八章「救済キャンプ」







　僕ぼくと香か織おりと健けん一いちが、隔かく離りプレハブから開放されたのは次の日の昼過ぎだった。

　熱も発ほつ疹しんもないということで、通常より一日早く開放されたのだが、その時に僕が着ていた服は煮しや沸ふつ消毒のためにすべて取り上げられてしまった、念には念を入れろということらしい。

　着替えた僕を連れて、香織はキャンプの中を案内してくれた。

　キャンプといっても、もともと僕が通っていた高校なのだから、建物などは何一つ変わりはない。ただ、グラウンドがすべて掘り返されて、一面のイモ畑になっていたり、教室に畳たたみが敷かれて、寝起きする部へ屋やになっていたりしていた。

「二階と三階が女性と子供の部屋よ、男の人は一階にいて、何かあったらすぐに駆かけつけることができるようになっているの」

　第一校こう舎しやから、第二校舎へと通じる一階の渡り廊ろう下かを歩いていた時、僕の周りが一いつ瞬しゆん暗くなった。

　背後に誰だれかが立ったんだ。

　…ずいぶんでかいヤツだな。

　振り返ると、そこに黒い戦闘服を着た、ぬりかべが立っていた。

　最初、それが誰なのかわからなかった。

「あら！　栗くり野のくん！」

　香織の言葉に驚おどろいた。

　栗野？

　日焼けした精せい悍かんな顔つきと、人を刺さすような無表情で冷たい目。

　こいつは、僕の知っている栗野じゃない。

　そいつはいきなり僕の襟えり首くびをつかみ、引っ張り上げた。

　逆さからう間まもなくそいつの前に立たされる。

「栗野くん！　何するの！　木き梨なしくんよ！　生きていたのよ！」

　そいつは僕を上から下まで眺ながめた後、やっと表情をゆるめてつぶやいた。

「ふむ、足はあるな」

「苦しい…離してくれ」

「苦しがるところを見ると、どうやら実体のようだな」

「当たり前だ！　いいかげんにしろ！　このぬりかべが！」

　そいつはニヤリと笑って手を離した。

　栗くり野のの顔だった。

　一いつ瞬しゆんにして身体からだの支えを失って、そのまま床ゆかにへたりこむ。

「何するのよ！　幸ちゃんは、まだ病み上がりなのよ！　隔かく離りセンターを出てきたばかりなんだから！」

　香か織おりが顔色を変えて抗議する。

「隔離センターだと？　まさか。だってあそこは…」

　栗野はそこで言葉を切ると香織から視線をそらした。

「まあいい、とにかく木き梨なしよ。生せい還かんおめでとう。と、とりあえず言わせてもらおう」

　栗野はそう言うと、初めて白い歯を見せて右手を差し出した。

　その手を握にぎろうとして右手を出した時、栗野が背中に背せ負おっている物に気がついた。

　それは鉄の輝きを持った、本物の小銃だった。

　香織は栗野の方を向いた。

「栗野くん、幸ちゃんはね、一年以上も隔離されていたんだから、あの騒さわぎの事も、御両親が亡くなられていたことも何も知らなくて当たり前なんだよ」

「ああ、そうか、そう言えばそうだよな」

　栗野は決まり悪そうに頭を搔かいた。

　その光景は、大きなイタズラ坊ぼう主ずが母親にしかられているような光景だった。

「幸ちゃん、ごめんね、もっといっぱい話したかったけど、洗せん濯たく物がたまっちゃってるの、詳くわしいことは栗野くんから聞いて。じゃあ、またあとでね！」

　香織はぴょこんと頭を下げると、ぱたぱたと走り去って行った。

「あいかわらず元気なヤツだな…」

「いや、今日は特別だな」

　栗野はそうつぶやくと僕を見た。

「木梨、話がある、屋上まで行こう」

　有う無むを言わせぬ口調だった。




　僕と栗野は黙だまったまま校こう舎しやの屋上で、焼け野原と廃はい墟きよの立ち並ぶ街並みをながめていた。

　最初に口を開いたのは栗野だった。

「どうだ…この光景は」

「地じ獄ごくだな」

「確かに、一年間隔離されていたお前から見ればこれは地獄の光景だろう、オレだって一年前までこの高校に、ごく普通の高校生として通っていたなんて信じられない」

　ごく普通の高校生じゃなかったぞ…。

　と、突っ込む気にはなれなかった。

「オレたちは生き延びた…なぜ、オレや水みず樫がしや子供たちが三日熱に感染しなかったのか…免めん疫えき系の何かが作用したというウワサもあったが…よくわからん」

「運が良かったんじゃないか？」

　栗くり野のは振り返った。

「運がいいだと？　こんなことを幸運だとお前は言うのか？」

　栗野は視線を街並みに向けた。

「この街を焼いたのはウイルスじゃない、人間だ。確かにきっかけはウイルスだった…最初に患かん者じやが出たのはアメリカだが、同時に全世界で患者が発見された、潜せん伏ぷく期間は、約二週間、感かん染せんした患者は発病するまで自覚症状がなく、ウイルスを蒔まき散らしていたんだ」

「ＡＢＣウイルスと言うのか？」

「アトミック…核兵器のＡ、バイオ…生物兵器のＢ、ケミカル…化学兵器のＣ…その三つをあわせたぐらいの破壊力を持ったウイルスということで名づけられたらしい。二週間後…日本中、いや、世界中がパニックになった。病院は患者であふれ、医者も看かん護ご婦ふも発病した、社会基盤は一ヶ月と持たなかった。就労人口の半分以上が一度に倒れたんだ。電車も止まり、流通も停止して物が不足したが…警察も消防も死にかかっていた。日本中が死にかかっていたんだ…そして放置された死体から赤せき痢りやチフスなどの感染症が広がり…あとはお前の見た通りだ…」

　栗野は、そこで言葉を切ると僕ぼくに視線を移した。

「お前…人を殺したことあるか？」

「いや…ない」

「オレはある」

「でも、それは仕方なかったんだろう。殺さなきゃ殺されるとか…そんな場合だったんだろう？」

「そうだ…殺さなきゃ殺される…でもな、人を殺す、それがオレの当たり前の日常の一部になっちまったのに気がついた時、オレは自分が鬼おにになったような気がした」

「鬼？」

「ああ、平気な顔をして地じ獄ごくに住めるのは鬼と亡もう者じやだけだ、人間のままで暮らすにはつらすぎる…」

　栗野は、言葉を切って中庭の光景に視線を落とした。

　中庭では、日だまりの中で孤児たちをエプロンにまとわりつかせながら洗せん濯たく物を干ほしている香か織おりの姿があった…。

　栗野は向き直って、僕を正面から見み据すえた。

「木き梨なし…お前は一体何者だ？」

　息が止まった。

　何と答えればいいのだろう。

　沈ちん黙もくが流れる。

「僕ぼくは…僕だ」

　かすれた声だったが、やっと言葉が出た。

「そうだな、頼りなくて、だらしなくてナンパなくせに根が純情な、一年前と何一つ変わっていない木き梨なしだな」

　バレたわけじゃないらしい。

　普通に言い返す。

「ずいぶんな言われようだな」

「ホメているんだぜ、オレは」

　栗くり野のはそう言うと再び視線を中庭に落とした。

　中庭では子供たちが次の洗せん濯たく物を持って来るところだった。

　と…一人の子供が転ころんで洗濯物を地面にぶちまけた。

　子供は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしたあとで泣き出した。

　香か織おりが駆かけ寄ってしゃがみこみ、何か話しはじめた。

　子供は何回もうんうんとうなずいている。

　香織が頭をなでてやると、その子供は泣き止んでいた。

「魔法だよな…」

「え？」

「水みず樫かしだよ。とっさにしゃがみこんで子供と同じ目線で話をするなんて芸当、オレたちにできると思うか？」

「無理だな」

「はっきり言って水樫には感謝している、あいつの明るさと屈くつ託たくのない笑顔のために、オレたちや子供たちがどれほど救すくわれているか。感謝なんて言葉じゃ足りないな、オレが連隊長ならば殊しゆ勲くん賞しようの上じよう申しんをしてやりたいくらいだ」

　相変わらずの比ひ喩ゆだな。

「でもな、木梨よ、その明るさを支えてきたのは何だと思う？」

「さあな。あいつは昔っから前向きのヤツだったからなあ」

　栗野は僕を見た。

　半分哀あわれみの混まじったような目だった。

「わからないのか？　お前だよ」

「僕？」

　間まの抜けた声を上げてしまった。

「だって、僕はいなかったんだぞ」

「そうだ、オレも、他ほかのヤツも、お前は死んだものだと思っていた。オレは水樫に頼たのまれて都心の隔かく離りセンターまで確認に行ったことがある…」

　栗くり野のの声のトーンが落ちた。

「ひどかった。あそこは、ただの死体置き場だった。病院の建物の上から下まで足の踏み場もないほどの白骨死体の山だった。とうてい満足な治ち療りようが受けられたとは思えない…」

　栗野は視線を中庭に戻もどした。

「オレはありのままを水樫に告げた。そうしたら、水樫は何と言ったと思う？」

「さあ？」

「死体を見たのか？　木き梨なし幸ゆき水みずという札を下げた骨を確認したのか？　確認してないのなら生きている、絶対！　と言ったんだ。なぜそう言い切れるのか、お前は知っているよな、当然」

「…え？」

　僕ぼくは困こん惑わくした。

　この世界の僕が、この世界の香か織おりとどんな関係にあって、どんな言葉を交わしたか…。

　そんなことわかるわけがない。

　僕は香織との会話に使った手をもう一度使うことにした。

「隔かく離りセンターから他の医療施設に運ばれて、そこで強い薬を打たれたり色々な治療を受けたらしい。昔の記き憶おくなんかも途と切ぎれ途切れにしか覚えていないんだ。悪い」

「そうか、そのせいか。お前から感じる違い和わ感かんは」

　栗野は納なつ得とくしたようだった。

「とにかく、お前は約束したんだそうだ。水樫が一番大変な時に、一番危あぶない時に必ず役に立ってみせる、と…」

「なんだそりゃ。ウルトラヒーローかよ」

「オレもそう思って聞いてみた、木梨の野や郎ろうは、スーパーマンか何かになりたかっただけじゃないのか？　と。そう言ったら水樫は笑ったよ、そんな格かつ好こうのいいものじゃない。ごくありふれたどこにでもあるものになりたがってたんだ。とな」

「何だろう…」

「お前にわからんものが、オレにわかるわけがない。とにかく水樫は信じなかった、お前が死んだことを絶対に認めなかった、こんな世の中だ。泣きたいことだっていっぱいあっただろう、ましてや女なんだ。でも、水樫は、絶対に人前で涙を流さなかった。見ているこっちの方がつらいことが何度もあった。必死に耐えて耐えて、今にも折れそうに思えたが、どうしていいかオレにはわからなかった…」

　栗野はそこで言葉を切ると笑いかけた。

「そこに、お前が現われたんだ。お前は約束を守ったんだよ、木梨。お前は水樫が一番必要としているその時に帰って来たんだ。お前は本物のスーパーヒーローなのかもしれん…水樫の事頼たのむぞヒーロー」

「僕ぼくはヒーローなんかじゃない。僕はここにいなかったし、なにもできなかった。いや…」

　僕は栗くり野のが背せ負おっている小銃に視線を移した。

「もし、いたとしても僕は他人を守ることも。助けることもできなかったに違いない」

　栗野は、僕の視線に気がついた。

「銃が珍めずらしいのか…まるっきり一年前のまんまなんだなお前は」

　栗野はそう言うと背せ負おっていた小銃を降ろして操作して見せた。

　銃の横のレバーを引いて何やらやると銃はガチャリと鉄の音を立てた。

「自衛隊の八九式自動小銃だ、治安出動した部隊が持っていたヤツを手に入れたんだ、反動は小さいし、初速は早い、銃としては文もん句くなしなんだが…そろそろ弾たまが心細くなってきた…まあ、国連が来てくれるらしいから大だい丈じよう夫ぶだろう」

「国連？　そんなところが、こんな小さなキャンプに来てくれるのか？」

　栗野は軽く笑った。

「国連と言ったって、ＰＫＯだ。いわゆる警察行動だよ。軍隊…と言っても一個中隊ぐらいの人数で、治安維持のため各キャンプを巡じゆん回かいしてくれるようになるらしい。いつの事になるかはわからんがな、まあ、暴動や襲しゆう撃げきの回数も減へるだろう」

「襲撃？」

「お前がこの街に来たのは、いつだ？」

「昨日きのうの夕方だが」

　栗野は鋭するどい目つきで南の方角をながめた。

「昨日、あっちの方でここと同じ救きゆう済さいキャンプが襲おそわれた」

　僕は、昨日の夕方に見た遠い火事を思い出した。

「燃えていたのがそうか？」

「ああ、ひどいものだ。オレは偵てい察さつに行ったんだが。めちゃくちゃにされて、ずいぶん殺された」

「盗とう賊ぞくみたいなものか？」

「ちょっと違うな。確かに、ここに来れば食い物も水も、女だって手に入る。と考えていた盗賊みたいなヤツがいたことは確かだ。最初の半年は疫えき病びようとの戦いで、あとの半年はそういった連中との戦いだった。何発撃ったか、何人殺したか覚えちゃいない。運がいいことに、そいつらは素人しろうとで、オレには銃や戦闘の知識があった。オレが生き延びた理由はそんなところだろう。でも、昨日、隣となり町の救済キャンプを襲ったのは盗賊なんかじゃなかったんだ。詳くわしいことは今夜の会議で話すが…そういえば倫子りここ姉さんに隣町のキャンプの状況を報告するのを忘れてたな…」

「倫子姉さん…？」

「あ、いけねえ、つい呼び慣れてるんでな。国くに光みつ倫子さんだ、ここのメンバーの中で一番年長で、富子市の職員だった人だよ。あとで紹しよう介かいしよう、ここに来たからには、とにかくやってもらわなきゃならないことはいっぱいある。ここで、まともに働けるのは三十人くらいなんだ」

「わかった」

　栗くり野のに口くち裏うらを合わせながら考えていた。

　あの爺じいさんの言ってたことは本当だったんだ。波は乱らん万ばん丈じようどころの騒さわぎじゃない。

　この世界では、絶対に平へい凡ぼんな人生なんて送れないってことだものな…。

「ついてこい、キャンプの中を案内しよう」

　栗野は先頭に立って歩きだした。

　僕は幅広い栗野の背中をながめながら考えていた。

　カメラ持って来たかったな。




　その晩。ランプの明かりが灯ともる会議室…元の職員室だったが…その中で行われた会議で、僕ぼくは正式にこの救きゆう済さいキャンプのメンバーとして迎えられた。

　会議の話題は、隣となり町のキャンプの襲しゆう撃げき事件に移っていた。

　栗野が報告に立つ。

「昨日きのう、木き高だか市の救済キャンプを襲撃したのは、選ばれし者たちでした…」

「選ばれし者？　何だそりゃ新興宗教か？」

　僕が思わずそうつぶやくと国くに光みつさんが笑った。

　このキャンプの責任者である国光さんは女性だった。

　年齢は二十五才くらいだろうか？

　活動的で姉あね御ごタイプの…僕の世界の香か織おりがこのくらいの歳としになったら…と思わせる女性だった。

「そうだよ、あいつらは新興宗教みたいなものなんだ。そう言えば木き梨なしくんは何も知らないんだったね」

　国光さんは栗野を見た。

　栗野は国光さんに小さくうなずくと僕に向き直った。

「盗とう賊ぞくというか何というか無法者の集団だ、構成年齢は十四才から十五才くらいで、教祖と名乗るリーダーは二十才くらいの男。そいつらに言わせると、この三日熱は、ノアの方はこ舟ぶねの大だい洪こう水ずいと同じことで、生き残った者は神に選ばれた者となるらしい」

「神に選ばれた者が、どうして同じ生き残った者を殺さなくちゃならないんだ？」

「教祖に言わせると、建設の第一歩は破壊である。この教義になびかぬ者は、悪あしき旧世界の遺い物ぶつであり、これを滅ほろぼさぬかぎり、真の新世界は来ないんだとよ。こいつらの所しよ業ぎようはすさまじい…昨日襲おそわれた木高市のキャンプは全ぜん滅めつだ。やつらは略りやく奪だつのあと施設を破壊しつくして、グラウンドに巨きよ大だいな火を燃やし、子供と病人を生きたまま投げ込んだ。犠ぎ牲せい者は百人以上…オレが行った時にもまだ焼き尽つくせなかった死体が山のようだった」

　昨日きのう見たあの炎ほのおは、子供たちが生きながら焼かれる炎だったんだ。

　会議室のあちこちでうめき声が上がった。

　そのざわめきを無視して栗くり野のは続けた。

「なぜ、これだけひどいことができるのか。オレにはわからん」

「教祖とかいうヤツのマインドコントロールのせいだろうね」

　国くに光みつさんがつぶやいた。

「そいつにカリスマ性があるかどうか、あたしゃ知らないけどね…マインドコントロールするには、価値観を根底から破壊する必要があるんだ、ＡＢＣウイルスがその仕事のほとんどをやってくれたんだろうね。あとは楽なものさ。惨むごい目にあった人間というのは、何かにすがりたくなるものなんだ、自分に問い続けるんだよ、なんで自分だけ生き残ったのか…ってね、その答えを自分で見つけられるヤツもいれば、他人に教えてもらわなきゃならないヤツもいるのさ」

「それが教祖ってヤツなんですか？」

　国光さんは僕ぼくの質問に、軽くうなずいた。

「そう、そして、そいつが自分が生きる為ためにやった盗ぬすみも殺しも全部正当化できる理由を与えてくれて…それが正しいことだと教えられれば、人間は何だってやるだろうね。ナチスのユダヤ人虐ぎやく殺さつは、鬼おにや悪あく魔まがやったんじゃない、普通の人間が仕事という正当な理由を与えられて、普通に仕事をした結果なんだ。それと同じだよ…」

「でも…なぜ子供を皆殺しにするんだろう？」

「私たちの常識で一番の悪事を行うことによって、価値観を破壊するためだろうね。子供は未来の象しよう徴ちようなんだ。その未来を消しよう滅めつさせるってことは、私たちには未来はないって言いたいんだろう。もしかしたらただの足手まとい、そんなところかもしれないけど」

　栗野があとを継ついだ。

「連中は、身体からだは大人おとなだが、頭の中身はガキだ。ガキの残ざん酷こくさをそのままにして生きてるような連中だ。カエルを殺すのも人間を殺すのも同じ次元で考えてる」

「一番何をするかわからない世代の子が、人が死ぬのを見すぎたんだね。ウイルスが殺すのと僕が殺すのとどこが違う！　どうせ死ぬのは一いつ緒しよじゃないかって言ってた子を私は知ってるよ」

　国光さんは重いため息をついた。

「問題はやつらの人数と装備です。総勢約二百人、そのうち銃で武装している幹かん部ぶクラスが、ざっと十人くらい」

「十人だと？」

「そんなにたくさんの銃をいったいどこから」

　会議室のあちらこちらから声が上がった。

「現場に落ちていた薬やつ莢きようの刻こく印いんから見て神か奈な川がわの米軍の基地あたりから手に入れたようです。部隊としての統制は、あまり取れていないようで、かなり無む駄だ弾だまをばらまいていますからもうすぐ弾切れになるんじゃないかと思いますけどね」

「さすがは栗くり野のだね。あんたの偵てい察さつに助けられたのはこれで何度目かしら。赤ん坊だった頃ころのあんたのおしめを代えてやった甲か斐いがあったというものだな」

「倫りん子こさん！」

　栗野が真まっ赤かになる。

　国くに光みつさんはにっこり笑ったあとで真ま面じ目めな顔をした。

「さて。栗野の話は聞いたね、あたしゃつくづく人間ってヤツがイヤになったような気がするけどしゃあないね。生き残った以上私たちは生きてゆく義務がある。死んでいった人たちの事を忘れないよう子供たちに伝える義務がね…」

　国光さんはここで言葉を切った。

「犠ぎ牲せいになった隣となり町のキャンプの人たちには悪いけど、選ばれし者は、略りやく奪だつした食料が続くうちは襲おそって来ないと思うわ。でも警けい戒かいするに越したことはない。今日から夜間の警備人数を増やします、幸い大人おとなのメンバーも増えたことだし、中学一年の中から使えそうな子を選んで警戒班に入れるように。十三才になればそこそこ使えるでしょう」

　ここでは、ただ、生きてゆく、それだけのことに、どれほどの努力が必要なんだろう。

　そして。その努力が必要とされているのは、子供も大人もないってことなんだ。













　第九章「帰還」







　次の日の朝早く…夜も明けぬうちから僕ぼくは香か織おりや調理班…要するに中学生の女の子たちと、学食の厨ちゆう房ぼうで、乾かん燥そうトウモロコシと格闘していた。

　夕ベ、そして今日の朝と、がちがちのトウモロコシの粒が入った薄うすいスープを食わされた僕が最初に考えたのは食事の改善だったのだ。

　と、いっても他ほかに食材があるわけじゃない。

　何ヶ月か前に街の倉庫で見つけた乾燥トウモロコシだけが、このキャンプの主食だったのだ。

　小石のようにがちがちに乾燥したトウモロコシの粒を手にとって僕は考えた。

　こいつを砕くだくには、石で叩たたくしかないかな。

　そう言えば…。

　僕は厨房を飛び出して、学校の一角にある歴史民族資料館に向かって走った。

　そして一時間後。

　厨房は、ガキどもにとりまかれていた。

「にいちゃん！　今度はぼくのホットケーキ焼いてよ！」

「ちがうよ、わたしだよお！」

「はいはい順番を守ってね、木き梨なしおにいちゃんが、すぐに作ってくれるから」

　香か織おりのヤツがガキどもをなだめているその横で僕は必死になって石いし臼うすを回していた。

　歴史民族資料館で見つけて持ってきたこの石臼が、この騒さわぎの立たて役やく者しやだった。

　小石のような乾燥トウモロコシを石臼に放り込んで回すと、ものの見事に砕くだけ散り、粉に変へん貌ぼうしてゆく。

　そのトウモロコシ粉を蒸むしたサツマイモと練ねって薄うすく延ばし、鉄板で焼いた。

　ガキどもはホットケーキと呼んでいたが、とてもじゃないがホットケーキなんて呼べるシロモノじゃない。正確にはパンケーキの、できそこないとでもいうべきだろう。

　しかし、その香かおりがキャンプに漂ただよいはじめるのと同時にキャンプ中のガキどもが、わらわらと集まってきたのだ。

「なんか盛せい況きようだねえ木梨くん」

　振り向くとそこに朝の光を浴びて国くに光みつさんが立っていた。

「石臼かあ…気がつかなかったなあ。こんな便利なものがあるなんて」

　国光さんはカーキ色の上下の作業服を着て、髪を緑色のバンダナでまとめていた。

「出かけるんですか？」

「ああ、留守を頼たのむ、ちょいと調達班の子を連れて食料を探さがしにね…こりゃあ帰ってくるのが楽しみだな」

「何がですか？」

　僕は国くに光みつさんの言葉の真意を測り兼ねた。

「なにか、美う味まい物が食えそうだよ、あんたのおかげでね」

　国光さんはにっこりと笑った。

「あの…食料のことなんですけど、国連の配給以外の物は、街の廃はい墟きよの中から調達してくるんですか？」

「ああ、そうだよ、でも一年も経たつと、めぼしいスーパーなんか全部あさり尽つくしちまってねえ…焼け残った個人の家とかを探してるんだが、なかなか手に入りゃしないんだ、調達班の子たちはがんばってくれてるんだけど…」

　国光さんは、そう言うと悲しそうな顔をした。

「スーパーの他ほかに、卸おろしの倉庫とか、配送センターみたいな所は探してみたんですか？」

「配送センター？」

　国光さんは不ふ審しんそうな顔をした。

「スーパーなんかの倉庫に置いてある品物なんてせいぜい二日ぶんくらいなんです、流通が発達してましたから、品切れになってもすぐ配送できたんですよ、だからスーパーに物がなくたって、そういった配送センターを探せば、まだまだ品物はあるかもしれません」

「へえ。そうなんだ、知らなかったよ、こっちはスーパーとか商店に行けば、倉庫に在庫が一杯あるもんだと思ってたからねえ。その情報はありがたい、それにしても香か織おりちゃん」

　焼けた鉄板の前で、生焼けのパンケーキに手をだそうとするガキどもに悪戦苦闘していた香織が、あわてて振り返る。

「はい？」

「あんたの亭てい主しゆは役に立ちそうだねえ」

「あ、いえ…そんな」

　香織がびっくりしたような顔をして下を向いた。

　ガキ大だい将しようが声を上げた。

「あーっ！　香織ねえちゃんがあかくなったあ」

「うるさいわよ健けん一いち！　そんなこと言ってる子にはあげないからね！」

「あーっ！　ひでえや！」

　ガキどもが声を立てて笑った。

「いいもんだね…子供の笑い声ってのは…じゃあ行ってくるか」

　国光さんはそう言い残すと厨ちゆう房ぼうを出ていった。

　飢うえたガキどもは、ぼそぼそのトウモロコシ粉のパンケーキを実においしそうに食っていた。

「いいか、お前ら、いつか僕ぼくが本物のホットケーキ食わせてやるからな、香か織おりねーちゃんの言う事をよく聞くんだぞ」

　ガキどもは歓声をあげた。

「幸ちゃん、安うけあいしないほうがいいよ」

　香織が心配そうな声で言った。

「なあ大だい丈じよう夫ぶさ」

　僕はとりあえず目の前にあるトウモロコシを全部ひいて粉にしたあと、自室に戻もどる振りをして、人目につかないように体育館の裏うらにやってきた。

　…さて、試ためしてみるか。

　ポケットの中にあったモバイルギアを取り出して広げる。

　それにしてもあの爺じいさんは、無責任だよな。

　使い方もマニュアルもなしにいきなりこんなものを渡して、別の世界に飛ばすなんてめちゃくちゃだ。

　まして飛んだ先がこんなひどい世界だなんて聞いてなかった。

　僕は、この世界に飛んだ時と同じようにモバイルの液えき晶しよう画面を押した。

　何も起こらない。

　まいったな…片道切符だったのかよ。

　この世界で暮らさなきゃならないのか？

　平へい凡ぼんな日常というヤツを否定したんだから文もん句くは言えないのだろうが、やっぱり元の世界に帰りたいな…。

　元の世界に戻るにはどうすればいいんだろう…。

　途と方ほうにくれた僕が大きなため息をついた時。

　何も写っていなかった灰色の液晶画面が、急に明るくなった。

　そして、画面にあの爺さんが現われた。

　爺さんは、無責任な笑顔を浮かべて、こう言った。

「おお、無ぶ事じに生きているようじゃな、さすがは強運の持ち主じゃ」

「強運も何もありませんよ、なんですか、この世界は！　ウイルスで死にかけた世界なんて話は聞いてませんよ！」

「おや、話さなかったかの、まあ、ウイルスは心配しなくてもよろしい、お前さん…いや、お前さんの世界にとっては、ごくありふれたウイルスじゃよ、お前さんは子供の頃ころ水みず疱ぼう瘡そうにかかったことがあるじゃろう？」

　はて？　覚えがない。

　でも、水疱瘡なんて病気は、みんな子供の頃ころに一回は、かかったことがある普通の病気じゃないか。

　なのになぜ、この世界が滅めつ亡ぼうに追い込まれるほど猛もう威いを振るったんだ？

「お前さんの世界では、すでに人類の遺伝子に水みず疱ぼう瘡そうのウイルスに対する耐性が組み込まれておる。しかし、この世界では過去において、一度も水疱瘡が流行しておらんのだ。人間の遺伝子にまったく耐性がなかったのじゃよ。だからお前さんは安心して仕事をしてくれ」

「仕事って…何をすればいいんですか？」

「それはお前さんが考えればよい、そこで、何ができるのかを」

　自分で考えろと言われたって。僕ぼくは何も知らされずにここに飛ばされただけの人間だ。

　もとの世界に帰る方法でも知っていれば、あっちの世界からいろいろ持ってこれるかもしれないが、今のままでは何もできやしないじゃないか。

　画面の中の爺じいさんが、ちょっと驚おどろいた顔をした。

「おや、この転てん移い端たん末まつの使い方も教えておらんかったかの？」

　この時、僕は爺さんと会話していないことに気がついた。

　この爺さんは僕の心の中が読めるのか！

　まるで神様じゃないか！

「言っただろう、神様などおらん、と、わしは心の中など読めはせん、思考を判別するだけじゃ」

　それだってたいしたものだ。

「誰だれもが、この能力を持つ世界だってある、ということじゃ、それよりその転移端末の使い方を教えておらんかったとはな、わしのミスじゃ、すまん」

「すまん、で済むなら神様も警察もいりませんよ」

「まあ、仕方ない、許してくれ。緊急の状態だったからの。わしが写っておる側の液えき晶しよう画面が、この世界への入り口じゃ、その下の液晶画面がお前さんのいた世界への入り口じゃ。サイドのメインスイッチを入れて、画面が光ったらちょいと触さわればよい」

　えらく簡単だな。

「どんな未開人にも使えるようになっておる」

　よけいなお世話だ。

　それよりも、気を失ったりしないだろうな？

　僕はこの世界に転移した時のことを思い出していた。

「安心せい、あれはこっちがやったことじゃ、お前さんを検査する間寝てもらっておった。帰りたければ、わしの姿が消えたあとで、下の画面を触ってみるがよい」

　爺さんの姿が消えた。

　上の画面が銀色になると同時に下の画面が白く光り出した。

　僕は迷まよう事なく下の画面に指を伸ばした。

　目の前の光景がゆらりと揺ゆれた。

　そしてそれと同時に僕ぼくの耳は様々な騒そう音おんを聞いていた。

　車のエンジン音…商店街の有線放送の歌謡曲…電車の音と駅のアナウンス…。

　その雑音が、とても懐なつかしかった。

　帰ってきたんだ…。

　でも、ここは本当に僕がいた世界なんだろうか…。

　体育館の裏うらから正門にまわって表おもてを見ると…そこは車の洪こう水ずいだった。

　見慣れたビルと看かん板ばんの群れ。

　忙いそがしそうに歩き回る人々の姿。

　帰ってきた。

　帰って来られたんだ！

　ということは。ここと、あっちの世界を自由に行き来できるってことなのか！

　まずカメラを持って行かなくちや！

　死体の山。焼け落ちた街並み。廃はい墟きよの都市。この、平和な日本じゃあ絶対にお目にかかれない衝しよう撃げき的な映像を撮りまくるんだ！

　あとは。そうだな、チビガキどもに何かお菓子でも持ってってやるかな…。

　ふと気がつくと、周りには下校する生徒たちの姿があった。

　一人だけ私服で突っ立ってる僕を不思議そうな顔で見ていくヤツもいる。

　やばい、あれから二日経たっている。向こうに飛んだのは月曜日だから、今日は水曜日だ。

　無断欠席。いや、無断外泊。

　親は心配しているだろうし、それよりもあいつに見つかったらえらいことになる。

　早く帰った方がいいな。

　そーっと校門を出ようとした時。

　ぱたぱたと走り寄ってくる足音とともに聞きなれた声がした。

「コースイ！」

　やばい！　みつかっちまった！

　なんて言い訳をしようか……。

　僕は愛あい想そ笑いを浮かべて、そーっと振り返った。

「や、香か織おり……」

　その言葉が終わらないうちに、いきなり香織の平手打ちが、僕の顔面に炸さく裂れつした。

「なにするんだ！　いきなり」

「どこに行ってたんだよ！　突然、龍りゆう城じよう公園から姿を消しちゃって！　お父さんもお母さんも…みんな心配してたんだぞ！　バカ！」

　さて、どう言い訳すればいいのやら。

　家に帰ると。親おや父じと母が待っていた。

　僕ぼくは、香か織おりに言い訳したのと同じように『山に流星の写真を撮りに行って道に迷まよった』と言い訳したが…。

　怒おこられた。

　とにかく怒られた。

　写真が趣味だったのと、夜遊びするような人間じゃない、ということだけは親父もわかってくれていたので、今後無断でこういうことはしない、と約束してやっと解放された。

　晩飯を食って。風呂に入って。

　平和を満喫して柔らかい布団の中にもぐりこむ。

　うーん。衣食住が保障されているサバイバルってのは最高だな。

　しばらくは、あっちとこっちを行き来して楽しもう。

　次の日。

　僕は家にあるものを手当たり次第詰つめ込んだ登山用のリュックサックを背せ負おって学校に向かった。

　その途中で香織が僕を追い越して、顔をのぞき込んだ。

「やっぱりコースイだったんだ！　何なの？　その荷物」

　ノーテンキな笑顔だった。

　その笑顔がちょっと気に障さわった。

　向こうの世界の香織が必死に生きているってのに、何の苦しみも知らない顔して笑いやがって。

　それが一種の言いがかりのようなものだということはわかっていた。

　でも。なぜか許せなかった。

「栗くり野のだよ、あいつに頼たのまれたんだ。サバイバル用品の参考に登山の道具が見たいから持ってきてくれってな」

「ふーん、そうなんだ」

　そう言ってから香織はにっこり笑った。

「荷物が多くて大変でしょ。通学用のデイバッグ持ってあげようか？」

「いいよ。そんなこと頼めるか。小学生じゃあるまいし」

　香織は一いつ瞬しゆん悲しそうな顔をした。

　どきっとした。

　その顔は、向こうの世界の香織によく似ていたからだ。




　放課後。

　僕は制服の上着だけを脱ぬいで、部ぶ室しつへは行かずに、リュックサックとカメラバッグを持って屋上へと向かった。

　屋上からは街の中心部が見渡せた。

　市民会館を中心として広がるきらびやかな商店街。

　カラー舗ほ装そうされた歩道の両側に連なる小こ綺ぎ麗れいなブティックや喫茶店。

　そんな街並みをながめながらモバイルギアを取り出し、あっちの世界に飛んだ。

　目の前で、街並みは、ゆらりと揺ゆれ、一いつ瞬しゆんにして瓦が礫れきの山へと姿を変えた。

　カラー舗装のひび割れからは雑草が生はえ、目の前には黒く焼け落ちた市民会館の無残な姿があった。

　しん…と静まり返った街。

　僕はリュックサックをその場に置いて、カメラバッグを肩かたにさげると、一気に階段を駆かけ降りた。

　このカメラで廃はい虚きよの街並みを撮ってやるんだ！

　平和なあっちの日本じゃあ絶対に撮れない衝しよう撃げき的な映像を撮りまくってやる！
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　僕は、まず焼け落ちた市民会館へと向かった。

　全体像をファインダーの中に納めようとしてカメラをのぞき込んだまま歩き回っていると、足の下で、枯かれ木のようなものが砕くだける感触がした。

　一いつ瞬しゆんいやな予感がした。

　おそるおそる自分の足元を見る。

　踏んづけた物は、人間の白骨だった。

　うわ！

　全身に鳥肌が立った。

　いや、こんなことでびびってちゃいけない。

　自分にそう言い聞かせながら僕ぼくは街の中を、カメラを構えて、さまよい歩いた。

　そして、たった一時間ほどで、持ってきた三六枚撮りのカラーフィルム五本と、モノクロのＴマックス五本を撮りつくしてしまった。

　被写体の多さに圧倒されてしまったな。もう少し考えて撮ればよかった。

　こんな世界じゃフィルムなんて手に入らないだろうし…。

　そう考えてから気がついた。

　そうか、なんのことはない、次のフィルムを取りに戻もどればいいだけのことじゃないか。

　キャンプに戻り、そのまま写真部の部ぶ室しつに行く。

　部室の窓ガラスは割れ、埃ほこりだらけの床ゆかにはぼろぼろになった印画紙や写真の束たばが散乱していた。

　床に散らばった写真の中に、こっちの世界の香か織おりと僕が向かい合って仲良く弁当を食っている写真があった。

　ふーん…こっちの世界の僕は、香織と仲良くやっていたみたいだな。

「何してるの？」

　突然後ろから声をかけられて、飛び上がった。

　振り向くと、そこに香織が立っていた。

「いや。ここがどんな風になっているかな、と思ってね」

　香織が写真をのぞき込む。

「なつかしいな。お昼休みの写真だね。かりんが撮った」

　そして涙ぐんだ。

「あれが…たった一年前のことだなんて信じられないね。みんな元気で、幸ちゃんが部室でお好み焼き焼いて。先せん輩ぱいなんかとわいわい言いながら食べてたなんて」

　そうか、この世界は、僕の世界とほとんど変わらない時間をたどっているんだな。

「幸ちゃん。夕べ…どこに行ってたの？」

　脇わきの下に冷や汗が流れるのを感じた。

「何言ってるんだ。どこにも行きゃあしないよ。ここにいるさ、ほら、学校は広いから行き違いになったりするだろう？　寝れなかったからさ。警けい戒かい班の連中と話をしていたんだよ…」

「一晩中？」

「あ、ああ、そうだ。なにをそんなに心配してるんだ？　お前は」

　香か織おりの目から涙がぽろぽろとこぼれ落ちた。

「だって…幸ちゃんが、どっかに行っちゃうような気がして。とても怖こわかったんだもの。また、わたし一人だけが残されるような気がして…」

　香織はそのまま抱だき着いてきた。

　ショートカットの髪の香織…。

　声も出さずに泣いていた香織…。

　チビガキの健けん一いちにからかわれて赤くなって…でも、どこかうれしそうだった香織…。

「安心しろよ。どこにも行かないから。この一年間の記き憶おくを取り戻もどすために、あっちこっち見ているだけだよ」

「気をつけてね。危あぶない連中もいるから…」

「ああ、わかってる」

　香織は、にっこり笑った。

「じゃあ、わたし洗せん濯たく物を取り込まなきゃいけないから…行くね」

　香織は、そう言うと僕ぼくから離れ、そのまま、ぱたぱたと逃げるように部ぶ室しつを出ていった。

　こっちの香織はかわいいな。

　それに比べて…。

　向こうの香織の顔を思い出す。

　いつも僕のやることになんだかんだ口出ししてくる香織。

　昨日きのう帰った時も根掘り葉掘りどこへ行っていたのか何をやっていたのかうるさく聞きやがって。

　あいつは自分のことを保護者だと勘かん違いしてるんじゃないのか？

　うっとおしいのを通り越してムカつく。

　何から何まできっちりやらなきゃ気が済まないあの性格と、言いたいことをズケズケ言うあの性格をなんとかしなきゃ嫁よめのもらい手がないだろう…。

　部室の外に出ると、非常階段の扉とびらの陰かげでモバイルギアを開く。

　電源を入れると下の液えき晶しよう画面が光り出した。

　人差し指で画面に触れると一いつ瞬しゆん電気ショックのような感触が走り抜けて。

　視界の中で埃ほこりだらけだった床ゆかがゆらりと揺ゆれて、きれいに掃除された床に変わった。

　さっきまで聞こえなかった街の騒そう音おんが耳に入る。

　よし、戻もどってきた。

　写真部の部室では、香織だけがぽつんと座ってネガの整理をしていた。

「あ、コースイ、どこに行ってたの？」

　…さっそく尋じん問もんかよ。

「どこでもいいだろう、お前には関係ない。それより、かりんはどこに行ったんだ？」

「桃もも山やまくんのところよ。なんか知らないけど女心を教育してやるんだ！　って張り切ってたわ」

「桃山にアタックかけてるのか？　身の程知らずだなあ、かりんは」

「天才だろうが秀才だろうが、物もの怖おじなんかしないってとこが、かりんらしいわね。桃山くんもまんざらじゃないみたい」

「へえ、あれだけケンカしていた二人なのになあ」

「相手が嫌いでケンカしていたわけじゃないから、あの二人は。でも、かりんの積極さがうらやましいと思うときもあるな」

　僕ぼくは部ぶ室しつの備品棚だなの奥をひっくりかえした。

　確かここに古いネオパンのＳＳが一パック残ってたはずだけど。どこだっけな…。

「へえ、好きなヤツでもいるのか？　お前」

「…いないよ」

　香か織おりの声を背中で聞きながら適当に香織の話に会話を合わせる。

「そうか。まあ、お前ならそこそこ美人だし、性格さえ知られなけりゃきっと勘かん違いしたヤツが声をかけるだろうから気にするな」

　やっとのことでフィルムを見つけたが。

　うわ。有効期限が去きよ年ねんじゃないか。まあ、モノクロフィルムは劣れつ化かが遅いから大だい丈じよう夫ぶだろう。

　フィルムを取り出して振り返ると。

　いきなり平手打ちが飛んできた。

「勘違いしたヤツって、どーゆー意味よ！」

「お前の、その暴力的なところを知らないヤツならって意味だ！」

　香織は、僕を睨にらみつけると叫んだ。

「だって…わかんないヤツは…殴なぐるしかないじゃないか！」

「わかんないヤツって、どういう意味だよ！」

　香織は、頭を振った。

　ロングのポニーテールが揺ゆれる。

「なんで…なんでわかんないんだよ！　あんたに決まってるじゃないか！」

　どうなってるんだ？　こいつは。情じよう緒ちよ不安定なヤツだなあ。

　まあ、こんな時は近づかない方がいいか。

「僕は街の写真撮ってそのまま帰るからな、部室の後片付け頼たのむぞ」

　僕は一方的にそれだけ言うと部室から逃げ出した。













　第十章「現実」







　さて、フィルムも補給したことだし、もう一度あっちの世界に行くとするか。

　校こう舎しやの階段を登り、屋上に出る踊り場のところでモバイルギアを開く。

　放課後の学校に響くブラスバンドの練習の楽器の音や、野球部の掛け声を聞きながら液えき晶しよう画面を押すと。

　僕ぼくの目の前には、しんと静まりかえった埃ほこりだらけの階段があった。

　そのまま階段を降りていくと、誰だれかが壁の影でうずくまっているのに気がついた。

　七才くらいの男の子だった。

「どうした？　お腹なかでも痛いのか？」

　子供は顔を上げた。

　健けん一いちだった。

　目にいっぱい涙を浮かべていた。

「どうした？　何があったんだ？」

　両目を握にぎりこぶしで、ぐい、と、ぬぐうと健一は立ち上がった。

「なんでもない」

「なんでもないってわけないだろう、泣いていたじゃないか」

「ないてなんかいない！」

　あいかわらず、かわいくねえガキだ。

「メイがなくなって言ってるから、俺おれはなかない。これはなみだが出ただけだ、俺はないてなんかいない！」

　メイって。確かこいつの同級生の女の子だったよな。

　そういえば病気だとかなんとか言っていたっけ。

「メイちゃんは病気なのか？」

　健一は無言でうなずいた。

「どんな病気なんだ？」

　健一はしばらく無言だったが、やがて小さな声で話しはじめた。

「ちょっとしたケガだった。でも、足がどんどんはれ上がっているんだ。このままなおらないと、メイは死ぬんだ」

　敗はい血けつ症しようになりかかっているんだ。

　僕は以前登山における応急処置の本を読んだことがある。

　傷口から細菌が入った場合、体力が弱っていたりすると、細菌感染に人間の抵抗力が負けて、細菌が全身に回ることがある。

　抗生物質さえあれば、なんとかなるのだろうが。この世界ではそんなものは手に入らないに違いない。

「でも、メイは俺おれがなくのをいやがる。だから俺はメイのまえではわらっているんだ」

　そうか。

　だから、ここで泣いていたんだな。

　僕ぼくは思わず健けん一いちの頭をなでていた。

「そうか。兄ちゃんは何も見なかった、お前は泣いていなかった。でもな、どうしても泣きたい時は泣いてもいんだぞ。兄ちゃんは笑ったりしない、兄ちゃんでよければいつでもお前の泣き声を聞いてやる」

　健一は下を向いた。

　そして泣きはじめた。

　最初はぐすぐすと。

　やがて、その泣き声は、わんわんと階段に響くようになった。

　その泣き声を聞きながら僕は思った。

　もし。僕と香か織おりが生き残って。

　香織が死んだら。

　やっぱり僕も泣くのだろうか？

　そして。もう一つのことを考えていた。

　僕はやっと泣き止んだ健一の頭をもう一度なでて、言った。

「兄ちゃんが薬を持ってきてやる、待ってろ」

「だってびょういんもやっきょくもみんな焼かれてるんだぞ」

「僕が入院してた場所からもらってきたんだ。医務室で待ってろ」

　僕はそう言い残して階段を登った。

　リュックの中に医薬品を入れてきていた。

　内服薬は解げ熱ねつ剤ざいぐらいしかないけど、確か抗生物質の入った軟なん膏こうがあったはずだ。

　全身症状には効果が薄うすいけど、何もないよりはマシだろう。




　薬箱を持って医務室のドアを開けると、そこには、香織と健一がいた。

「あら！　どうしたの幸ちゃん？　具合でも悪いの？」

　手に血と膿うみのついた包ほう帯たいを持っていた。

「いや、メイって女の子の様よう子すを見に来たんだ」

　香織の顔が曇くもった。

「ひどい状態よ。手当てしたくても、薬なんて何も残ってないの。三日熱の大流行で、不安になった人たちが薬局や病院を襲おそって薬をみんな持ち出しちゃったから…」

　ベッドに寝ていたのは、額ひたいにタオルを載のせた女の子だった。

　傷の炎えん症しようで熱があるらしい。

　右足が腫はれ上がり、膝ひざから膿うみと血が流れ出している。

　足の先は半分紫むらさき色いろをしており、誰だれが見ても重傷だった。

　健けん一いちは何も言わずに女の子の脇わきに立っていた。

　僕ぼくは持ってきた薬箱を香か織おりに見せた。

「僕がもらってきた薬だ、たいした薬は入ってないけどな」

　香織の目が輝いた。

「ほんと！　どんな薬があるの？　見せて！」

　香織は僕の手から薬箱をひったくった。

「あ！　解げ熱ねつ剤ざい！　それにオキシドール！　化か膿のうどめの軟なん膏こうに…総合ビタミン剤！」

　香織は僕に抱だき着いてきた。

「ありがとう！　幸ちゃん！　何よりの贈り物よ！　これでメイちゃんは助かるかもしれない！」

「抗生物質入り軟膏一本で助かるのか？　内服しないと無理じゃないのか？」

　香織は首を振った。

「総合ビタミン剤が効くのよ。みんな栄養不良なの、体力さえあれば助かるかもしれない」

　その言葉を聞いた健一の顔が輝いた。

「香織ねーちゃん！　ほんとか！」

「うん、メイちゃんは、がんばりやさんだから」

　健一は泣かなかった。

　でも。顔がくしゃくしゃになっていた。




　医務室を出たところで栗くり野のとばったり合ってしまった。

「木き梨なし！　どこに行ってたんだ、お前は今日の午後四時から警けい戒かい班だったはずだろう？」

　警戒班…？

　そうか、確かそんなことを言われたような気がする。

　交代で門番やったり見回りをする仕事だっけ。

「悪い！　忘れてた、でも、急な用事ができたんだ」

「このキャンプでそんなに急な用事なんかあるものか、仕事はちゃんとやってくれよ。いつまでも一年前のまんまじゃ困るぞ、お前には守らなきゃならない人がいるんだからな」

　栗野が笑って背中をどやしつけた。

「痛てえなあ…」

「生きてる証しよう拠こだと思って喜べ」

　栗くり野のはそう言うと去って行った。

　…仕方ない、ちょいと顔だけ出して、そのまま用を思い出した、とか言って逃げて。どこかで転移しよう。

　僕ぼくは正門に向かった。

　正門の両側の、門柱の上にある、コンクリートブロックと土ど囊のうを積み上げた見張り台。

　そこが持ち場だった。

　相あい棒ぼうは柿かき崎ざきという名前のニキビ面づらの中学三年生で、一昨日おとといの夜、僕をボウガンで狙ねらっていたヤツだった。

「すごいっすね木き梨なしさん…」

　そいつが話し掛けてきた。

「僕なんて何もできないぜ」

「最初、水みず樫かし先せん輩ぱいの彼氏って聞いた時に、オレたちの間で……あ、オレたちって中ちゆう坊ぼう組ぐみのことっすけど、不満の声がすごかったんす、栗野さんなんかに比べるとサエないし、頼たよりなさそうだし。でも昨日きのうの朝から、がらっと食い物が変わったのは全部木梨さんのおかげだって聞いて。すげえ人だって」

　柿崎は、そう言ってグラウンドの畑を振り返った。

　そこではガキどもと中学一年生くらいの女の子たちが、きゃあきゃあ言いながらサツマイモの収穫をしていた。

　空が青い…。

　北アルプスの頂上でながめた青空と同じくらい澄すんだ青空だった。

　歓声を上げるガキどもの向こうにある塀へい。

　その外側に、廃はい墟きよと白骨が転ころがっていることを考えなければ、それはとても平和で微笑ほほえましい光景だった。

「昨日まで、あんなに喜んで畑仕事してなかったんすよ…みんな」

「どういうことだ？」

　こいつの言っている意味がわからない。

「…食い物っす」

　柿崎は下を向いた。

「ここでの生活は、とても苦しいです。夜中に一人で泣いてるヤツ、何人もいます、そんな中で、今夜、どんな美う味まいものが食えるのか……って楽しみがあるって、すごいことなんすよ、今日はこれが食えた、じゃあ明日あしたは、明後日あさつては、って考えたら、オレ、今まで明日のことを楽しみにするなんてことなかったってことに気がついたんす…」

　柿かき崎ざきは顔を上げて笑った。

「よせよ、そんなにたいしたことをやったわけじゃない。それは、お前の食い意地が張ってるってだけのことだ」

「違うっすよ！　オレだけじゃないっす」

　柿崎が、ニキビだらけの顔で抗議した時。

　聞き慣れた音が近づいてくるのに気がついた。

　それは自動車のエンジン音だった。

「車だ…」

「国連だ！　国連のＰＫＯ部隊が来たんっすよ！　オレ、迎えに行って来ます！」

　柿崎は、そう叫ぶと正門の上にある見張り台から外に飛び降りた。

「おい、待てよ」

　そう言って見張り台から降りようとした時、正門から三百メートルくらい先の交差点に車が姿を現わした。

　何という車なのか僕ぼくは知らない。

　幅広の車体の割には車高の低い、ダークグリーンに塗ぬられたその車は、軍用車独特の猛たけ々だけしさを全身に纏まとっていた。

　軍用車ってことは、国連軍なのか？

　肩かたの力を抜こうとしたその瞬しゆん間かん、その軍用車の上に立っているのがデニムのシャツを着た、中学生くらいのガキだということに気がついた。

　国連なんかじゃない！

　私服の子供の兵隊なんているものか！

　柿崎もそれに気がついたのだろう、くるりとＵターンすると、全力ダッシュで戻もどってきた。

　見ると、その車の後方に大おお勢ぜいの人間の姿があった。

　一人二人ではない。

　ざっと百人はいるだろうか。

　昨夜きのうの栗くり野のの報告を思い出した。

「選ばれし者」

　やつらが来たんだ！

　気がつくと柿崎が叫んでいた。

「スイッチ！　警報のスイッチを入れて下さい！」

　あわてて見張り台の中にある警報のスイッチを入れる。

　ソーラーパネルから充電した電力で、校内の非常ベルが鳴り響きはじめた。

　正門脇わきのバリケードをよじのぼり始めた柿崎に、見張り台から身を乗り出して手を伸ばす。

　柿かき崎ざきの右手をつかんだ時。

　軍用車の荷台あたりで何かがチカチカと光った。

　と同時に、爆ばく竹ちくよりももっと重く鋭い破は裂れつ音が響き渡った。

　周りのコンクリートが金属音とともに弾はじけ飛び、空気の塊かたまりに殴なぐりつけられた。

　最初は、何がなんだかわからなかった。

　当たり前だ。

　機関銃で撃たれたことなんてなかったんだから。

　ただ。

　自分がおそろしい目にあっているということだけはわかった…。

「柿崎！」

　と言ったのかどうか覚えていない。

　ぶん…。

　と柿崎の身体からだがぶれたような気がした。

　その瞬しゆん間かん。

　柿崎の身体がはじけた。

　ひっぱり上げようとしていた右手が突然軽くなって…。

　そのまま見張り台の中に倒れ込む。

　生温い、赤あか錆さびのような匂においが充じゆう満まんしていた。

　衝しよう撃げきと、破は裂れつ音と、金属音とともに、僕の周りには砕くだけたコンクリートの破片が飛び散り、そのいくつかは僕ぼくの額ひたいや顔に傷をつけていった。

　やがて破裂音と金属音が唐とう突とつに終わった。

　耳の中がじん…とするような静せい寂じやくが訪れた。

　目を開けられなかった。

　怖こわかった。

　声も出ないくらい怖かった。

　恥はずかしい話だが失禁していたかもしれない。

　心の底から恐きよう怖ふしていた。

　戻もどりたい。

　こんなところに一秒でもいたくなかった。

　もう、どうなってもいいから、もう一度あのモバイルギアを使ってここから逃げたかった。

　その時、カリカリ…という聞き覚えのある音がした。

　それはハンドマイクの雑音だった。

　カン高い声が響いた。

「聞け！　大いなる教祖の御言葉を伝える！　なんじらは古き者である！　来きたるべき新世界になんじらの存在すべき場所はない！　われらは、善でもなく悪でもない、悪人も善人もみな等しく滅ほろびるなら、なんじらの言う善悪に何の意味があろう！　なんじらはニエに選ばれた！　一年前、この世に大いなる浄じよう化かの訪れたその記念すべき日に、なんじら古きものどもをニエに捧ささぐこととした。教祖を讃たたえるものはここにその証あかしを持つがよい！　讃えざるものは浄化の炎ほのおに焼かれるがよい。証はすべて子供の…」

　わけのわからない演説は一発の銃声とともに途と切ぎれた。

　門の外にざわめきが広がるのがわかった。

　やがて、何か機械を操作する金属音がしたと思ったら。

　再び機関銃の発射音が響いた。

　しかし、機関銃の弾丸は僕ぼくの上を通りすぎていったらしい。

　遠く校こう舎しやの方でガラスの割れる音と子供の悲鳴。

　しかし、機関銃は、はじまった時と同じ様ように突然沈ちん黙もくした。

　自動車のエンジン音が大きくなり遠ざかりはじめる……。

　また一発。

　どこからか銃声がした。

　悲鳴と泣き声が車の方から聞こえた。

　栗くり野のだ……。

　栗野が応戦しているのに違いない。

　気がつくとざわめきはかなり遠くまで後退している。

「教祖の御言葉だ！　大いなる浄化の日を待つがいい！」

　遠く。はるか遠くからハンドマイクの声が聞こえてきた。

　どれくらいそこにうずくまっていたのか、わからない。

　数分だったのか数時間だったのか…。

「おい！　木き梨なし！」

　聞き覚えのある栗野の声だった。

「生きているか？　生きていたら返事をしろ」

「…ああ」

　やっと声が出た。

　自分の声とは思えない声だった。

　目が、なにかひどくねばついたもので塞ふさがれて開かなかった。

　必死にこすって、やっと目が開いた時。

　僕の目に映ったのは。

　血の海の中に転ころがる上半身だけの柿かき崎ざきの姿だった。

　柿崎の目は。ただ、空を見ていた。

　血とコンクリートの破片を浴びてどろどろになった僕ぼくは、栗くり野のに助けられてやっとのことで見張り台から地面に降り立った。

　足が、がくがくして立っていられるのがやっとだった。

「幸ちゃん！」

　香か織おりの声がした。

　顔を上げると、目の前で香織が立ちすくんでいた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。こいつは怪け我がしちゃいない、これは柿かき崎ざきの返り血だ」

「柿崎くんは？」

　横で栗野が首を振った。

「そう…かわいそうに」

「木き梨なしを頼たのむ、オレは後片付けをしてくる」

　香織は横に来て僕の肩かたを栗野から受け取った。

「歩ける？」

「ああ…」

「プールの横に洗い場があるわ。そこで血を流しましょう」

　しっかりした口く調ちようだった。

　僕は、その香織の態度に、違い和わ感かんを覚えた。

　…人が死んだんだ。

　目の前で、さっきまで笑って話をしていたヤツが、見るも無む惨ざんな死に方をしたというのに…。

　この。冷静さは一体何なんだ。

　プールにたまっていた雨水は、藻もの匂においがした。

　黙だまって身体からだを洗う。

　着ていたグレイのトレーナーからは、何度しぼっても赤い水が出てきた。

「タオル持ってきたよ」

　いきなり香織のヤツが入ってきた。

「うわ！」

　僕は素すっ裸ばだかだった。

「いきなり入って来るなよ」

「え？　あ、ごめん」

　香織はあわてて後ろを向いた。

「何考えてんだお前は」

　後ろをむいたまま香織がくすりと笑った。

「何がおかしい！」

「別に、幸ちゃんを笑ったんじゃないの。裸を見られたくらいで慌あわてる幸ちゃんを見て、ああ。幸ちゃんは平和だなあ、一年前のまんまなんだなあって思ったの。タオルと着替え、ここに置くね」

　香か織おりは出ていった。

　タオルと着替えは洗せん濯たく石せつ鹼けんの匂においがした。

　この世界の現実は、僕ぼくの想像を超えていた。

　いや、僕が平和すぎるんだ。

　香織が用意してくれた着替えを身につけながら、僕は一つの決断を下した。

　もういやだ！

　早く帰ろう。

　こんなところにいたら殺されるだけだ。

　あの機関銃を持った「選ばれし者」とかいう連中が襲おそってきたら、皆殺しにされるのは間違いない。いくら栗くり野のが奮ふん闘とうしたって、二百人相手に勝てるわけがない。

　脱ぬぎ捨てた血まみれの制服ズボンのポケットから取り出しておいたモバイルギアを開く。

　その時。

　脳のう裏りに、こっちの世界の、香織の顔が浮かんだ。

　泣きながら僕にすがりついていたこっちの世界の香織…。

　逃げているんだろうか。

　いや、そうじゃない。

　なぜならここは僕の世界じゃないからだ。

　僕には責任がない。

　ここで戦う理由なんかないんだ。だって、僕は観光客みたいなものなんだ。

　なんで別の世界のヤツを助けるために命をかけなきゃならないんだ。

　この世界の僕が戦えばいい。この世界の僕が死んでいるなら、なおさら僕に責任はないはずだ。

　僕は、帰るだけなんだ。

　平へい穏おんな毎日がつづく僕の世界に…。

　銃弾もウイルスも死体もないあの世界に。

　僕は、目を閉じると、モバイルギアの画面を押した。













　第十一章「もうひとつの現実」







　周りの空気が変わったのがわかった。

　街の雑音が僕ぼくを包む…。

　目を開けると、見覚えのある場所に立っていた。

　学校のプール脇わきにある消毒室の前。

　さっきまでそこにあった洗せん濯たく道具や簡かん易い流し台が、きれいさっぱり消えていた。

　…帰ってきたんだな。

　大きく息を吐はくと肩かたの力を抜いた。

　そして自分が、また私服になっていることに気がついた。

　香か織おりが用意してくれた着替えは、グレイのカーゴパンツに緑色のトレーナーというものだったが、学校の中を、私服でうろうろしていたらまた変な目で見られるに違いない。

　ズボンだけでも着替えるとするか。

　確か、教室の私物ロッカーに予備の制服ズボンが突っ込んであったよな。

　薄うす暗い教室の中で制服のズボンに着替えてから、とりあえず写真部の部ぶ室しつに向かう。

　部室では香織とかりんがネガフィルムの整理をやっていた。

「あら、どうしたの？　着替えて来たの？」

　香織のヤツは目ざとい。

「ん？　ああ、さっき街の写真撮った時についでにな…」

「そういえば街の写真撮ってきたんでしょ、まとめて現像しちゃうからフィルム出して」

　香織にそう言われて気がついた。

　カメラ一式全部カメラバッグごと、向こうの世界に置いてきたんだ…。

「忘れた」

「忘れたって。だってあのＥＯＳはコースイが一年間バイトしてやっと買ったカメラじゃない！　どこに忘れたのよ！　教えて！　一いつ緒しよに捜さがしにいくから」

　香織は、そう言うとあわてて立ち上がった。

「いや、いい。思い出した、大だい丈じよう夫ぶだ、取りに行ってくる」

「だって、盗ぬすまれちゃったらどうするのよ！」

「うるさいなあ、あれは僕のカメラだ！　なんでお前が心配するんだよ！」

　香織は黙だまり込んだ。

「ちょっと取ってくる、先に部室の戸と締じまりして帰ってろ」

　僕ぼくはそう言い残して部ぶ室しつを後にした。

　さて、どうしようか？

　もう二度とあんな世界に行きたくなかった。

　殺されるということが、わかりきっている世界に、のこのこ帰る馬鹿はいない。

　でも。ＥＯＳの入ったカメラバッグだけは持って帰ってきたかった。

　香か織おりの言ったとおり、あれは僕の一年間の血と汗の結晶だったからだ。

　仕方ない。

　もっと暗くなって、時間がたってから向こうの世界に行こう。

　その頃ころには襲しゆう撃げきも終わっているだろう。

　それに危あぶなくなったらすぐに逃げてきてしまえばいいんだからな。




　二時間後。

　日直の先生から校こう舎しやを追い出された僕は、モバイルギアを抱かかえて学校のグラウンドをうろうろしていた。

　あたりはもう、すっかり暗くなっていた。

　体育館の裏うら手てへと回る。

　ここなら目立たないだろう。

　ポケットからモバイルギアを取り出すとスイッチを入れる。

　そして、液えき晶しよう画面を、ゆっくりと押した。

　ゆらり…と周りの景色が変わった。

　静かだ…。

　いや、何かたき火をしているような音がする。

　体育館の裏うらを出ると、校こう舎しやの前に大きなかがり火が燃やされていた。

　かがり火の周りには警けい戒かい班の連中が、手に手にボウガンや、アーチェリーの弓などを持ってあたりに油断ない視線を配っている。

　なけなしの燃料を使って発電機を動かしているのだろう、体育館の中には電灯の明かりが灯ともっていた。

　やっぱりあの後も『選ばれし者』とかいうやつらに襲撃を受けたみたいだな…。

　見つからないようにして、早く部室に行ってカメラバッグを持ってこなくっちゃ。

　そう考えながら、ひょいと体育館をのぞくと。

　そこに香か織おりがいた。

　香織は、頭に包ほう帯たいを巻いて、ぼんやりと椅い子すに座っている。

　その包帯を見た時。

　思わず体育館の中に飛び込んでしまった。

「どうした！　香か織おり！」

　香織が顔を上げてあたりを見回した。

　目が合う。

　香織は椅い子すから立ち上がろうとしてよろめいた。

「危あぶない！」

　僕ぼくは香織を抱だき止めた。

「良かった。幸ちゃん、大だい丈じよう夫ぶだったんだ！」

「僕のことより、お前のその怪け我がはどうしたんだ？」

「ガラスが割れて、子供たちをかばって、ちょっと切っちゃった。こんなのかすり傷よ、大丈夫」

　香織は笑った。

　すごくつらそうだった。

　その時、誰だれかが前に立った。

　顔を上げた目の前にでっかい拳げん骨こつがあった。

　ごん！

　鈍にぶい音とともに一いつ瞬しゆん世界が暗くなって流星雨がはじけ、僕はその場にひっくりかえった。

「栗くり野のくん！」

　香織が悲鳴のような声をあげた。

　目を開けると、そこに栗野が立っていた。

　栗野は、不動明みよう王おうのように怒りに燃えた目で僕を見下ろしていた。

「お前を見み損そこなったぞ！　木き梨なし！　やつらの襲しゆう撃げきを受けてオレたちが必死に防戦していた時にお前はどこで何をやってたんだ！」

「栗野くん！　やめて！　だって幸ちゃんは！」

「ああ、わかってる！　こいつの頭の中は一年前の平和ボケしたまんまだってことぐらいな！　オレが怒ってるのはそんなことじゃない！」

　栗野は胸ぐらをつかむと、ぐい、と引き起こした。

「水みず樫かしが怪け我がをした時、お前はどこに行ってたんだ！　お前は、水樫を守るために帰って来たんじゃないのか！」

「悪い、でも…逃げていたわけじゃない。いろいろやることがあったんだ」

「ウソをつけ！　このキャンプでそんなにやることなんかあるものか！　カメラなんて抱かかえて歩きやがって！　お前は観光客のつもりでここにいるんだろう！」

　言葉が返せなかった。

「オレたちは遊びで生きてるんじゃない！」

　栗野は胸ぐらをつかんでいた手を離した。

「もうすぐ会議が始まる。オレたちがどうやって生き延びるか、その方法を決める会議だ、逃げたきゃ逃げたっていいぞ、他人を守る気も覚かく悟ごもないヤツなんて周りにいて欲しくないからな」

　栗くり野のは香か織おりの方を向いた。

「水みず樫かしには出て欲しい。十分後に会議室に集合だ。子供たちの扱いについてキミの意見が聞きたいからな」

　栗野はそう言うと僕をちらりと見て体育館を出ていった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ひどいことするね栗野くん」

　香織が心配そうにのぞき込む。

「いや、殴なぐられても当然なことを僕はしたんだと思う。ごめん…香織」

　香織は微笑ほほえんだ。

「いいの、幸ちゃんはちゃんと帰ってきたじゃない。わたし、幸ちゃんは必ず戻もどってくるって信じてるんだもの」

　なぜ、こいつは僕を信じるのだろう。

　香織は笑った。

「小学校の一年の頃ころ、幸ちゃんが書いた作文、覚えてる？『ぼくは大きくなったら消火器になりたい』って作文」

　そんなこと書いただろうか。

　覚えがない。

　香織はおかしそうに笑いながら続けた。

「なんで？って先生が聞いたら、幸ちゃんは真ま面じ目めな顔をして『消火器は、いちばん大変な時に、みんなを守るから』って言ったの…もっともその後で、『普段はなにもしなくてもいいから…』って答えたんだけどね」

　香織はそう言って微笑ほほえんだ。

「わたしね、それを聞いて感動したんだ。幸ちゃんはすごい男の子なんだなって、そして考えたの。幸ちゃんが消火器になるんだったら、私は何の仕事をすればいいんだろうって。でも、なにも思いつかなかった」

　香織は一いつ瞬しゆん悲しそうな顔をした。

「でね、その時決めたの。わたしは消火器を大切にする仕事をしようって。いざ、という時に消火器が、力いっぱい働けるように、消火器が、普段ぼーっとしていられるように、消火器のぶんまでわたしががんばろうって…」

　香織は小さな声で続けた。

「わたし、それからずっと消火器を大切にしてるんだよ」

　思い出した。

　そう…この時まで僕ぼくは忘れていた。

　自分の書いた作文のことも…。

　ガキの頃ころの、香か織おりの言葉も…。

　確か、こいつは…いや、あっちの香織も言ったんだ。

『わたし、コースイのそばにいて、しょうかきになれるようにてつだってあげる！』…と。

　香織は少し赤くなって向こうを向いた。

「…言っちゃった…」

　頭の中を強風が吹き抜けたような気がした。

　足に力が入らない。

　きっと、こっちの僕も、僕と同じ約束をしたに違いない…。

　違う！

　僕は消火器なんかじゃない。

　大切にされる資格なんかない。

　なぜなら…。

　その。

　一番必要とされる時に…。

　逃げたんだ。

　ひとりだけで。

　平へい穏おんで安全な、あの世界に。

　なのに、こいつは、僕の事をそんな風に見ていたんだ。

　僕はとっくにそんなことを忘れていたというのに…。

「どうしたの？」

　香織のやさしさがつらかった。

「なんでもない、ほっといてくれ」

　言ってから後こう悔かいした。

　これ以上香織を傷つけて、僕はどうしようと言うのだろう…。

　ただ、罪悪感だけがあった。

「じゃあ、わたし、会議に行って来るからね。幸ちゃんは無理しなくてもいいんだよ。慣れてないんだからね」

　香織はそう言って微笑ほほえむと体育館を出ていった。

　この世界で生きるってことは、中ちゆう途と半はん端ぱな考えで出来ることじゃない。あっちの世界とこっちの世界を掛け持ちして生きてゆけるほど、こっちの世界は甘あまくないんだ。

　その時、僕は体育館の隅すみっこから一人のガキが走ってきたのに気がついた。

　健けん一いちだった。

　健けん一いちは目を輝かせて僕ぼくに言った。

「きなしにいちゃん！　くすりきいたぞ！　メイの熱が下がったんだ！」

「そうか、そりゃよかったな」

「俺おれの父さんも母さんも妹も。みんな死んだ。メイのうちもだ。だからメイも俺もひとりぼっちだ。でも、俺はお父さんのこともお母さんのこともみんなおぼえてる。メイもおぼえてくれてる。俺もメイの父さんや母さんのことをおぼえてる。メイと俺はいつもいっしょに遊んでたからだ。だからさみしくない。メイがいればさみしくない」

　そして健一は僕に笑いかけた。

「きなしにーちゃん、ありがとう！」

　その笑顔を見たとき、心は決まった。

　会議室へ急ぐ。

　会議室に入ったのは僕が最後だった。

「悪い…」

「いや、いい。座すわれ」

　黒板に書いてある簡単な学校の見取り図の前で栗くり野のは説明を始めた。

「オレが偵てい察さつしてきた結果を言おう。敵の数は約二百人。この学校を取り巻くように待たい機きしている、逃げるのは無理だ」

　会議室に絶望の声が満ちた。

「話し合いでなんとかならないんですか？　その、なんとかいう教祖の教えを受け入れるとかなんとか言って」

　僕と同じくらいの歳のヤツ、たしか名前は梅うめ田だとか言ったが…そいつが発言した。

「それは可能だが、その証あかしを求められるだろうな」

「証…？」

「やつらの目の前で、このキャンプにいる一番年少の子供の首を切断して教祖に捧ささげるんだ。入信者十人あたりイケニエの子供が一人必要らしい…」

　会議室がしずまり返った。

　やがて国くに光みつさんがぽつり、と言った。

「普通の人間が究極の悪事と考えることをやらせるんだ、マインドコントロールの第一歩だよ、悪事をした自分を許せなければ許せないほど、自分を正しいと言ってくれるものにすがりたくなるんだ」

　栗野が続けた。

「彼らははっきり言いました。オレたちがイケニエである、と。自分たちの正当性を示すためにオレたちを殺すのです。交こう渉しようの余地はありません」

　会議室に沈ちん黙もくが満ちた。

「たった一つだけ望みがあるわ…」

　口を開いたのは香か織おりだった。

「国連よ。ＰＫＯ部隊、いえ、ＰＫＯでなくてもいい。誰だれかが来てくれれば、私たちは助かるわ！」

「ＰＫＯなんて来るわけない！　今までだって、この一年で、二回しか来てくれなかったんだぞ！」

「じゃあ、あきらめるっていうの？」

　香織が怒っていた。

「ここで、黙だまって、子供や、病人が殺されるのを見ていた方がいいというの？　私たちは、殺されるために生き残ったの？　そんなバカな話ってないわ」

「望みはあるね」

　国くに光みつさんが口を開いた。

「私が今夜、闇やみに乗じようじてここを脱だつ出しゆつして、都心の国連事務所まで応援を呼びに行ってきます」

「危険です！　オレが行きます！」

　栗くり野のが叫んだ。

「悪いけど、こんな時、子供は相手にしないのよ…お役所って所はね」

「でも！」

「栗野は、ここに必要なの。もし、私が間まに合わなかったり、途と中ちゆうで殺された時、あんたが必要になるんだ」

　栗野は黙だまった。

「じゃあ用意を始めよう。校こう舎しやの中にバリケードを作って立てこもる準備よ！　みんな栗野の指示に従って。栗野、頼たのむわね」

「戦う気ですか？　武器もないのに？」

　また梅うめ田だが声を上げた。

「武器は作ればいい。それとも何か？　梅田よ、お前は自分が助かるために子供の首を切って差し出せ、とでもいうのか？」

　梅田は青い顔をして首を振った。

「幸いにも時間はある。まったくふざけた連中だ。何が大いなる浄じよう化かの日だ！　昔のアニメみたいなこと言いやがって」

「大いなる浄化の日？」

　僕ぼくのつぶやきを聞きつけた栗野は、低い声で言った。

「日本で最初に三日熱の患かん者じやが出た日だ。四日後だよ」

　会議は終わった。

　夜のうちにバリケードの準備を始めたみんなを見ながら僕は考えていた。

　このまま元の世界に戻もどり、ごく普通に生きていくのが一番正しいのかもしれない…。

　でも…そうすればこの先ずっと後悔するだろう。

　もう一人の香か織おりを見殺しにしたのだと。

　ずっとそう思いつづけるんだ。

　こっちの世界の香織…。

　僕ぼくを信じてくれている香織…。

　幼い頃ころの約束を信じている香織…。

　僕の心は決まっていた。

　もう逃げない。

　今からでも遅くないはずだ。

　運命とやらを出し抜いてやろう…。

　そのためにこのモバイルギアを手に入れたんだ！

　こっちの香織や、健けん一いちたちを守ろう。それは僕にしかできないことなんだから。

　だってそうだろう。他人からなにかをしてもらって、それを当たり前のことだと思えるほど僕は醜みにくくない！

　この世界で、もし死んだとしても…。

　後悔なんかしない…。

　一いつ瞬しゆん、あっちの香織の顔が浮かんだ。

　いや、あいつなら大だい丈じよう夫ぶだ。

　だって、あいつは強い。僕なんか必要としていない。

　モバイルギアを開く。

　今、このままこの世界にいたところで、何の解決にもなりはしない。

　何か、武器はないだろうか。

　あの『選ばれし者』たちと戦える武器は…。

　銃。なんて手に入るわけがない。

　ナイフなら、でも、そんなものなら、こっちの世界にだってゴロゴロしているだろう…。

　僕の脳のう裏りに浮かんだのは、化学部の部ぶ室しつにいた桃もも山やまと、栗くり野のの顔だった。

　そうだ、あいつらに相談しよう。

　僕が用意できるのは食料ぐらいのものだ…。

　そうだな、ホットケーキミックスを持ってきてやらないとな。

　モバイルギアのスイッチをオンにする。

　また逃げた、と思われるだろうが仕方がないな。

　栗野のパンチを思い出しながら画面を押すと…。

　周りの夜の空気が変わった。

　そして聞き慣れた街の騒そう音おんが耳に届とどく。

　それは、日常の空気と日常の音だった。

　平へい穏おんな、なんでもある、豊かな世界の音だった。




　次の日、僕ぼくは誰だれよりも早く登校して、用意してあった封筒を部ぶ室しつに置いてきた。

　これで、こっちの香か織おりと顔を合わせずに済む。

　自分が香織と違うクラスだったことを感謝した。

　そして放課後、理化学準備室に向かうと、準備室にはいつものように桃もも山やまがいた。

「どうした木き梨なし、思い詰つめた顔をして」

　ＳＦ小説を読んでいた桃山が顔を上げて怪け訝げんな顔つきをする。

「頼たのみがある」

「なんだ？」

「爆弾を作ってくれ！　二百人くらい、いっぺんに殺せるヤツを！」

　桃山の手から文庫本が転ころがり落ちる音がした。













　第十二章「作戦会議」







「吐はけ！　お前は何を考えてる！　お前はテロリストか！　え？　なんとか言ったらどうだ！」

　僕は栗くり野のに尋じん問もんを受けていた。

　何か言わなくちゃ解放してくれそうにないので、僕は夕べ考えた言い訳を話すことにした。

「実を言うと、コンピューターゲームのシナリオ大賞に応募しようと思ってるんだ」

「ゲームのシナリオだと？」

「ああ、アドベンチャーゲームでね。舞台は学校で、主人公が学校にある様々な備品を使って学校を襲おそう暴徒と戦う…って話を考えたんだが、そのアイディアに説得力を持たせたかったんだ」

　栗野は疑わしそうな目で見たが、桃山は笑っていた。

「まあまあ栗野よ、そんな顔するな。考えてみればこいつが、そんなことできるわけがないじゃないか、ゲームの話ってのは本当だろう」

「まあ…現実的に考えてみればそうかな」

　栗くり野のは納得したようだった。

「それに、こういったシミュレーションするの、好きなんだ僕ぼくは」

　桃もも山やまは、にやりと笑った。

「木き梨なし、話してみろよ。お前の考えてるゲームのストーリイを」

　僕は話しはじめた。

「設定は現在、今この時だ。ここに突然、未知のウイルスによる疫えき病びようが広がるところから話は始まる」

「ほう…」

　桃山は関心を持ったようだ。

「ウイルスの罹り患かん率は八〇％で致ち死し率は七〇％、さらに潜せん伏ぷく期間は二週間……」

　桃山がうめき声を上げた。

「お前、よくそんな凶きよう悪あくな設定を思いつくな」

「罹患率と致死率がどうかしたのか？　エボラ出血熱やマールブルグウイルスだって、それくらいだろ？」

　栗野が口をはさむ。

「罹患率が高いってことは、感染力が強いということだ。感染した後でも感染者は常人と変わらない。せいぜいくしゃみや、微び熱ねつ程度だろう。しかし体内ではウイルスが増殖し続けているんだ、その状態で感染者は非感染者の中に入っていく。自分が感染していることを知らないんだからな。当然感染は広がり続ける。ましてそれだけ死亡率が高ければ、発病した時はもう手遅れだな。隔かく離りしたって遅いんだ」

　僕は桃山の言葉の後を続けた。

「かくして日本中。いや、世界中がパニックになる。社会基盤が崩ほう壊かいして地上に死体があふれることになる」

「たかがウイルスで社会が崩壊するというのか？　これだけ高度医療の発達した日本でそんなことになるのか？」

　栗野が疑わしそうに言った。

「…なるね」

　桃山が、ぽつんと言った。

「それだけ罹患率の高い未知のウイルスが流行したら、社会はどうなる？　今夜寝床に入った人間の半分が、明日あしたの朝、起きてこなかったら…どうなると思う？」

　僕は桃山の後を続けた。

「すべての交通はマヒする。流通のトラックだって走らない、商店に物がない、テレビもラジオも沈ちん黙もくする。火か災さいがあっても誰だれも消してくれない。道で倒れても誰も運んでくれない。そのまま死んでも誰だれも埋まい葬そうしてくれない。死んだ人を火か葬そうにすることもできない。そう、道で倒れた小学生が死んで、ランドセルを背せ負おったまま白骨になってゆくような地じ獄ごくの光景が広がるんだ…」

　二人はショックを受けたように黙だまり込んでしまった。

「なんか…リアルだな」

　栗くり野のがため息をついた。

「それだけこいつは、その世界に入れ込んでるってわけさ…で？　その世界がどうなってるんだ？」

　桃もも山やまが聞いてきた。

「話は、その大流行から一年が過ぎようとするところから始まる。人口は激減しているが、なぜか子供たちは生き残っている。ウイルスの致ち死し率は年齢と比例していたんだ、免めん疫えき系の何かが作用したらしい」

　向こうの世界の、栗野の言葉をそのまま引用する。

「主人公はその孤児たちと生き残りの人々を集めた救きゆう済さいキャンプで暮らしている」

「で？　敵はどんな連中なんだ？」

　栗野が先をうながす。

「中学生くらいのガキどもが中心の勢力だ。妙みような宗教がかったヤツに率ひきいられている、自分たちは神によって選ばれたから生き残っている。自分たちの言うことをきかないヤツは、亡ぶべき旧世界の遺い物ぶつであり、それを皆殺しにしないかぎり、真の新世界は来ない、という教義を広めている。ターゲットは子供だ、生き残った人間に子供を殺させて罪悪感を植えつけ、その反動を利用してマインドコントロールを仕掛けている」

　桃山が目を見開いた。

「社会基盤の崩ほう壊かいだな。どうせ死ぬんだ！　って現実しか見えないとしたら、善よいことをしなさい。悪いことはやめなさい。というモラルの基本が崩壊してしまう。社会が崩壊するってことはそういうことなんだ。木き梨なしの言っている世界なら有り得る話だよ」

　やつらの演説を思い出した。

『悪人も善人もみな等しく死ぬのなら。善悪に何の意味があろう…』

　有り得るんじゃないんだ桃山よ。

　これは。あるんだ。

　桃山は笑って続けた。

「でも、そいつらの言っている『新世界』って考え方に僕ぼくは共感するな」

　僕は、その桃山の言葉を聞いた時、思わず叫んでいた。

「おい！　お前よくそんなことが言えるな！　目の前で子供たちが殺されるかどうかって時なんだぞ！」

「おいおい、何をエキサイトしてるんだよ…これはゲームの世界の話だろう？」

　桃もも山やまは少し驚おどろいたような顔をして笑いながら続けた。

「僕ぼくたちの世界にある様々な問題。大は環境問題から小は学歴社会まで。これらをすべて根本から解決するためには、社会というシステムのリセットボタンを押す必要がある。この平和な日常というヤツが、がらがらと音を立てて崩くずれ落ちた時からすべてが始まるんだ」

「その、崩れ落ちた世界が地じ獄ごくのような世界でも、お前はそれでいい、というつもりか？」

「ああ、瓦が礫れきの中からでなくては新しい世界は生まれない。建設の第一歩は破壊さ。ウイルスというリセットボタンで白紙になった世界で、権力掌しよう握あくの手段として『宗教』を利用するって方法は一番効率がいいだろう。邪じや魔まな古い価値観や勢力と戦うためにはそれを『悪』と決めつけるのが一番手っ取り早いからな」

「じゃあお前は子供を殺し、マインドコントロールによって支配することを認めるのか？」

　僕の声にはトゲがあった。

　自分でもそれがわかったが、変える気はなかった。

　桃山は手を振った。

「勘かん違いするな、僕は戦略的には正しいと言っただけで、そのすべてが正しいなんて言っていない、ただ、もしも…もしもだが、この世界を牛ぎゆう耳じっていた『オトナ』たちがすべて死に絶えたあとの世界で、新しい世界を作ることができるなら、僕は喜んでウイルスによる滅めつ亡ぼうを受け入れるかもしれないな」

「地じ獄ごくのような世界なんだぞ」

「ああ、確かにそこは地獄かもしれない、でもな、僕はこの世界では『ただの高校生』にすぎないが…その世界では織お田だ信のぶ長ながになれるかもしれないんだ…と、以前の僕なら考えていただろうな。実を言うと最近考えが変わった」

　桃山はそこで言葉を切ると、少し赤くなって頭を搔かいた。

「世の中はすべて論理で片付くほど簡単じゃないってことだ。確かにモラルなんてものはその時代の風俗みたいなもので時代によって変わる。でも、人を愛するとか、子供を守るとかいう根本の部分まで変えることは許されない。人を愛する。人を大切にする。それを否定する社会に未来なんかない、だから僕はそいつらの訴える『新世界』を否定する」

　僕は桃山の顔を見ながら考えた。

　こいつ、変わったな。何というか、今までは世の中を机の上の計算だけで割り切っていたようなところがあったが、人間的に幅はばが出てきたような気がする。

「お前らしくもないなあ、いつもの『愛情なんてものは種族保存の本能の一形態にすぎない』って理論はどこにいったんだ？」

　栗くり野のも同じ感想を抱いだいたらしい。

「その考え方は変わらない。ただ、その本能を否定したり押さえつけることはない、あるがままに受け入れるべきだって考え方になっただけのことだ」

「山やま野のかりん…か」

　栗くり野のがぼそりと言うと同時に桃もも山やまが真まっ赤かになった。

「そ…そんなことどうでもいいだろう。木き梨なしのゲームに話を戻もどすぞ！」

「あんな、きゃぴきゃぴなのが好みだったのかお前…」

　栗野が意外そうな声でつぶやいた。

「いや、栗野、かりんは一見何も考えてないようだが…まあ…実際考えてないんだが。男ってヤツが一晩考えて出す結論やら本質というヤツを直感で言い当ててしまうところがあるんだ。だから怖こわい」

　桃山が僕ぼくを見た。

「確かにそうだな。思考回路そのものが僕とは全く違うんだ。話してるだけで目からウロコがばらばら落ちてゆくのがわかるんだ」

「桃山よ、お前が幸せな高校生活を送っていることはよくわかった、ノロケはそれくらいにして話しを戻すぞ」

「お前がこっちに話を振ったんだ！」

「…ということは宗教が相手で交渉は一切成立しないわけだ…厳しいな」

　栗野はいきなり話を戻すと視線を僕に移した。

「で…敵の勢力と武装は？」

「約二百人、そのうち十人くらいが治安部隊から奪うばった小銃を装備している。そうだ、軍用車両。ジープみたいなのが一両と機関銃もついていたな…」

「ついていた？」

　桃山が怪け訝げんな顔をした。

「あ、いや、ついているんだ」

「こっちの、守備側の戦力は？」

「総員約百名。もっとも、ほとんどが小学生くらいの子供と病人だ、戦力になるのは、中学生を中心とした四十名くらいだろう」

「武器は？」

「自衛隊の治安部隊から手に入れた小銃が一いつ丁ちようぐらいかな。周りを包囲されているから使用できるのは学校にある備品とかそんなものだけなんだ」

「それにしても話がここにくるまでずいぶん時間がかかったよなあ」

　栗野があきれたような声をあげる。

「仕方ないよ、ＳＦの宿命ってヤツだ、背景を説明するだけで全体の半分ぐらいのエネルギーを使っちまうのは」

「オレが言ってるのはそんなことじゃない、見ろ外を、もう真っ暗だぞ」

　栗くり野のが指した窓の向こうには夜の景色が広がっていた。

「いかん！　今何時だ？」

「もうすぐ七時だ。昇降口が閉められちまうぞ、日直の先生に謝あやまりにいくのはごめんだ」

「よし、続きは明日あしたにしよう。いいな木き梨なし」

「いや…できれば今日中にまとめておきたい…時間がないんだ」

「時間がない？　どういう意味だ？」

「あ、いや、締しめ切りが近いんだ、だから続きは僕ぼくの家でやらないか？」

　栗野と桃もも山やまは顔を見合わせた。

「オレはちょっと用があるんだが…」

「僕も行くところがあるんだが…」

　少しでも早く計画を立てて、向こうの世界に行きたかった僕は、二人に食い下がった。

「どうしてもだめか？」

「悪いが…どうしても抜けられない用事なんだ」

「自分なりに、アイディアを作っておくよ、明日でもいいだろう」

　…仕方ない。

　こいつらの協力がなけりゃ、何もできないんだし。

　僕たちはばたばたと後片付けをして昇降口へと走った。

　昇降口で、鍵をかけようとしていた日直の先生に頭を下げて校庭に飛び出す。

　空には星が光っていた。

　息が白い。

　二人を見送ったその時。

　後ろから声がした。

「コースイ！」

　香か織おりの声だった。

　僕は振り返らずに答えた。

「なんだ？」

「あの…封筒は何のこと？」

　問い質ただすような口く調ちようだった。

「見てわからないか？　退部届だ」

「なんで？　卒業アルバムとかで一番忙いそがしい時に…あまりにも無責任じゃない！」

「そんなもの、お前がやればいいだろう」

「だって…」

「だっても何もない、なんで僕がやることについて、いちいちお前は口出しするんだよ！　お前は恋人か？　彼女か？　僕の保護者か？　僕はお前に『好きだ』とか『付き合ってくれ』なんて言ったことなんかないだろう」

　香か織おりは一いつ瞬しゆん目を見開いたが、すぐに僕ぼくを鼻で笑った。

「そりゃそうよ！　いまさらそんなこと言われたって…」

　香織の言葉が終わらないうちに僕は言った。

「そうだ、お前は、たまたま隣となりに住んでいるだけの女の子なんだ、お前はうっとおしいんだ。もう僕に構わないでくれよ！　退部届は顧こ問もんの夏なつ木き先生に渡しといてくれ、じゃあな」

　僕は後ろも見ずに歩きだした。

　香織が立ち尽つくしているのがわかる。

　背中でもその姿が見える。

　その時、小さく香織の声がした。

「コースイ…」

　振り返る気はなかった。

　でも、なぜだろう。

　心の中で小さく痛むものがあった。













　第十三章「生活」







　その晩、僕は、なかなか寝つけなかった。

　向こうの世界は、今頃ごろどうなっているんだろう。

　やつらの襲しゆう撃げき予告は、三日後だが、そんなのはやつらが勝手に言っていることだ。

　もしかしたら。今。この時に。香織たちは襲撃を受けているのかもしれない。

　そう考えると、ベッドなんかに入っていられる気分じゃなかった。

　机の上に置いてあるモバイルを手に持って、スイッチを押そうとして思いとどまる。

　今、僕が向こうに行っても何もできやしない。

　装備を整えて、計画を立てて動かなければ。

　ただ、殺されるだけだろう。

　もう一度ベッドに戻もどって布団を頭までかぶった。

　そして…夢を見た。

　誰だれもいない焼け落ちた街の中で人を捜さがして走り回る夢だ。

　いや、それは香か織おりだ。

　廃はい虚きよの中で香織を捜さがしまわっているんだ…。

　そして、やっと見つけて声をかける…。

「おい！　香織！　なにやってるんだよ早く来いよ」

　腕うでをつかむ。

　香織は黙だまって前を指差す…。

　そこには、チビガキどもの死体の山。

「しかたないだろう！　どうすることもできないんだから。これがこいつらの運命だったんだ！　人間は運命には逆さからえないんだ！」

　必死で香織を説得する。

　そして、無理矢理香織の手を引っ張って歩き出そうとすると…。

　機関銃の銃声とともに、香織の手を引っ張っていた僕ぼくの手が軽くなる…。

　見たくない…。

　そこに見える光景を…。

　でも…見てしまうんだ…。

　血の海の中で空を見ている…香織を…。

　目が覚めた。

　よかった。夢だったんだ。

　大きく息を吐はいてからベッドから起き上がり、着替えて机を見る…。

　そして、そこにあるモバイルを見て気がつく。

　僕が見たのは夢なんかじゃない、ということに。

　通学用のリュックを肩かたにひっかけて家を出る。

　学校の手前の交差点で、僕は空を見上げた。

　灰色と青が入り交じったような濁にごった青空。

　あっちの世界の空とは比べるべくもない。

　信号が変わって歩き出すと、僕の前を見覚えのあるポニーテールが歩いていた。

　こっちの世界の香織か…。

　僕が消火器の約束を忘れていたように、こいつもあんな約束など、とっくに忘れているんだろうな…。

「よ！　おはよう！」

　香織は、ちらりと僕を振り返っただけで返事をしなかった。

　間違いない。完かん璧ぺきに忘れてやがる。

　ガキの頃ころはいっしょにころころ遊んでいたけど、いつ頃からだろう、顔を合わせるとケンカするようになったのは。

　全部こいつのキツイ性格がいけないんだ。

「なんだよ、人が朝のあいさつしてるのに無視すんのかよ」

　香か織おりは、つん、とした声で答えた。

「ただの隣となりに住んでいるだけの女の子に、なれなれしく話し掛けないで！」

　いつもと違う反応だな。

　僕ぼくはそれきり香織に話し掛けなかった。

　いつもなら、香織とあーだこーだ言い合いながら歩く道を、黙だまって歩きながら僕は考えていた。

　いつもと違う日常。

　僕はそれを求めていた。

　平和な日常。その奥に内ない包ほうされた矛む盾じゆんに気づかない振りをし続ける日常というヤツを憎にくんでいた。

　だから、あの爺じいさんに会った時、迷わずモバイルの画面を押した。

　でも、現実に日常というものが崩ほう壊かいした世界に行って、そこで生きている香織や栗くり野のや国くに光みつさんを見て自分の考えが間違っていたことに気がついた。

　なぜ、あんな地じ獄ごくのような世界で人は生きて行けるのか。それは、生き残ってしまったから仕方なく生きているんじゃない、そんな理由なんかじゃなかった。

　ウイルスで死にかけているあの世界にだって日常はあった。

　生きてゆく。そのために努力する程度に違いこそあれ、人が生きていくってことはどんな世界だって同じなんだ。

　人間が生きてゆくことそれ自体が日常なんだ。

　周りの世界がどんなに変わっても、僕自身が変わらなきゃ何も変わらないんだ…。

　この日、僕は写真部の部ぶ室しつには一歩も足を踏み入れなかった。

　廊ろう下かで香織を見つけても、避さけて、顔を合わせないようにした。

　香織と顔を合わせれば、またアルバムや写真部のことでいちいち話をしなきゃならないし、その前にケンカになるに決まっている。

　もうそんなことをやっている場合じゃない。

　そして放課後。

　僕たちは、理化学準備室で作戦会議の続きをしていた。

「そうか、まったく助けが来ないというわけでもないんだな？」

「ああ、はっきりとは言えないが国連の警備部隊が来る可能性はある」

「問題はやはり人数差だな、二百人は多すぎる」

「と、なるとやはり爆弾か」

「ここにある薬品で火薬が造れないこともないが、分量は知れている、とうてい二百人をやっつける規模の爆弾なんか造れるわけがない…」

　栗くり野のが顔を上げた。

「地下室に重油があるぞ」

「重油はそれだけじゃ燃焼しない、ガソリンとは違うんだ、気化しなきゃ燃えない」

「気化しなくても燃やす方法がある、爆発するのは火薬だけじゃない、小麦粉だって綿わた埃ぼこりだって爆発するんだ」

「え？」

　栗野が言っている意味がわからなかった。

「教えてやろう、爆発というより爆ばく燃ねんというんだ、正しくは爆発的燃焼と言うんだが…空気中に可か燃ねん物ぶつの粒りゆう子しが漂ただよっている状態で火がつくと、その火は粒子から粒子へとすごいスピードで燃え移ってゆくことになる。それはほとんど爆発といっていいぐらいのエネルギーを持っているんだ」

「じゃあ暴徒の上に重油を霧状にしたのを振りまいて点火すれば…」

「爆弾並みの爆発が起こることは間違いない」

　使える。

　使えるぞこれは。

「ただ問題がある、こういった爆発は閉じられた空間の中でなければ発生しない。屋外では難むずかしいぞ。屋内ならば大だい丈じよう夫ぶだが、どうやって暴徒をそこにおびき寄せるかだな。いくら上等の罠わなを仕掛けても、そこに相手が落っこちなけりゃ話にならない」

　そうか、そうだよな。

　やっぱりダメか…。

「それと、非戦闘員の対処も気になるな」

「それは体育館の床ゆか下したに隠かくして防備を固めれば…」

「防備を固めればかえって暴徒を引き付けることになる。それだけ厳重な防備を固めているということは、ここに大切なものが。と考えるのが普通だな、いっそのこと開放しちまえばいい」

「開放って…体育館をか？」

「ああ、床下への出入り口だけを厳重に封印して簡単には開かないようにしておくんだ、そして体育館の出入り口は全部開放する。やつらは当然中を見るだろうが、何も置いてなければ関心を持たないだろう。防衛班は別の場所、たとえば中庭を中心に配置につく、さも大切なものが中庭の奥にあるような形でね」

　中庭の奥を見る。

「学食しかないぞ」

「カレーでも作るか？　匂においでおびきよせるんだ、食い意地が張った連中なら絶対ひっかかると思うが」

　栗くり野のが笑いながら言った。

「バカ、犬じゃあるまいし…」

　桃もも山やまがあきれたような顔をした。

「いや、そのアイディアはいいと思う、向こうの世界は、こことは違う、食料の問題は切実なんだ。必ずひっかかると思う」

　桃山は、何か言いたそうなそうな顔をしたが、何も言わなかった。

　中庭か。

　三方を校こう舎しやに囲まれた空間…。

「中庭じゃだめかな？　例の重油爆発」

「中庭か、確かに一種の閉へい鎖さされた空間だな。問題は風が吹いているかどうかだろうな」

「無風、もしくは微風の時ならば、屋上から中庭に向けて重油、できればガソリンか、なにかで薄めた方がいいが、これを霧状にして噴ふん霧むすれば爆発させることはできるだろうな」

「じゃあ、その重油を爆ばく燃ねんさせるためには何が必要なんだ？　教えてくれ」

「霧状にするなら、コンプレッサーだな」

「まってくれメモするから」

「ずいぶん入れ込んでるなあ…」

　栗野が半分あきれたような声を出した。

「リアリズムさ」

　そう言ってから、これほどのリアリズムはないような気がした。

「あとは、耐たい火か服ふくかな」

「耐火服？　そんなものどこにあるんだ？」

「別に消防士が着ているような服でなくてもいい、パイロットジャンパーに、ノーメックスという耐火繊せん維いで造られたジャンパーがあるんだ、それでいい」

「正式にはフライトジャケットと呼ぶんだ」

　栗野が付け足した。

「フライトジャケットね」

　メモに書き足す。

「買いに行くならアメ横だ。コンプレッサーはそのへんのホームセンターでも手に入るだろう、使用方法を確認してから持っていけ、向こうに行ったら、そう簡単に返品は出来ないだろうから」

「そうか…そうだな、ありがとう」

　桃山の言葉にあっさりひっかかってしまった。

　返事をしてから、しまったと思ったがもう遅かった。

　桃もも山やまが正面から見ていた。

　笑っていなかった。

「木き梨なし…ちょっと聞きたいことがある」

　僕ぼくは黙だまっていた。

「これは、ゲームのシナリオだと言ったよなお前…」

「ああ、そうだ」

「じゃあ、なぜ、実際に買い出しに行こうとしたんだ？」

「言っただろうリアリズムだと」

「…」

　こんどは桃山が黙った。

　視線を外そうとはしない。

　やがてゆっくりと話し出した。

「お前の態度が気になってたんだ。この間から、そう、あの奇き妙みような爺じいさんの写真を撮った日から。お前は妙なんだ」

「妙な爺さんの写真ってあれか？　どこでもドア…」

　栗くり野のが驚おどろいたように口をはさんだ。

「ああ、そうだ」

「だってあれ合成だろ…」

「合成じゃないとしたら？」

　栗野はぽかんと口を開けた。

「だって、そんな…まさか…」

「合成じゃなかったんだよ。こいつが撮った写真は、あれは空間の裂さけ目、のようなものと、そこから出てくる爺さんの本物の写真だったんだ」

　桃山は続けた。

「こいつがそのあとどうしたのかわからないが、おそらくその爺さんと会ったんだろう。そして爺さんに連れていかれたのかどうか知らないが、こいつは別の世界に行ったんだ。二日間行ゆく方え不明になっていたことの説明がそれでつく」

「じゃあ…今までの話ってのは…」

「おそらくこいつが実際に見たり聞いたりしてきたことだろう。もし、あれがすべて、こいつのイマジネーションの産物だとしたら、こいつは大小説家か大詐さ欺ぎ師しのどちらかになれるだろう。そうだよな木梨」

　二人が僕を見ていた。

　桃山は自信を持って。

　栗野は半はん信しん半はん疑ぎで。

　どうする…？

　あくまでもゲームの話だと言い張るか。認めて協力を求めるか。

　やがて、桃もも山やまが、一枚の写真を取り出した。

「この写真は、かりんが見つけて、昼休みに僕ぼくのところに持ってきたものだ。すごいトリック写真だ！　と興奮してな」

　それは、焼き付けに失敗して捨てた廃はい墟きよの街並みの写真だった。

「これは、トリックでもなんでもないだろう」

　栗くり野のがその写真を見て息を飲んだ。

「ひでえな…」

　認めるしかないか。

「桃山。お前の言ったことの半分は当たっている。僕はあのあと、あの爺じいさんに会った…そこで妙みような機械を貰もらったんだ、異世界に転移できる機械を。僕はそうと知らずにその機械をいじって、そのまま飛ばされたんだ」

「お前が説明した、そのゲーム世界だな」

「ああ…」

　桃山が不思議そうな顔をした。

「その世界の子供を助けたいのはわかる。でも、それだけの理由で、またその世界に戻もどるのか？　現実に銃弾が飛び交い、死というものが周りに当たり前に存在している世界に」

「実を言うとあっちの世界はここと、まったく同じ世界なんだ。ここがそのままウイルスにやられた世界だと思ってくれればいい。そこにはこの高校があり、水みず樫かしがいる、でも僕は行ゆく方え不明だ、どうやら死んでいるらしい。そこに僕は出現してしまった、あっちの水樫には僕しかいない、あいつを助けられるのは僕だけなんだ」

　そこまで言った時。

「ばかやろう！」

　栗野がどなった。

「こっちの水樫は、どうなるんだ！」

「僕が何しようと勝手じゃないか。別に僕と水樫は結婚しているわけでもないし交際しているわけでもないんだ」

「お前。よくそんなことが言えるな！　オレは、水樫の後ろの席にいるからわかるんだ。授業中絶対によそ見をしない水樫が、今日はずっとグラウンドを見ていた。なぜだと思う？　お前のクラスが体育の授業をやっていたんだ、水樫の視線はお前だけを追っている。いつでもだ。あいつはいつでもお前だけを追っているんだぞ！」

「そんなのは、ただのお節せつ介かいに決まってる！　もしもここで僕があっちの世界の香か織おりを見捨てたら、僕は一生後悔するだろう。こっちの香織ならいいんだ、こんな平和な世界に暮らしてるんだから。僕なんかいなくたって生きて行ける。でも、あっちの香織には僕しかいない！」

　僕ぼくと栗くり野のはにらみ合った。

　やがて栗野が視線をそらしたその時。

　桃もも山やまがやっと口を開いた。

「お前は帰ってくるつもりなのか？」

「わからん」

「そうか、するとお前はこっちの水みず樫かしを泣かせることになるぞ」

「泣いたりするもんか、こっちの香か織おりは強いんだ」

　桃山はため息をついた。

「とにかく事情はわかった…で？　いつ出発するつもりだ？」

「装備が揃そろいしだい出発するつもりだ」

　栗野は、何かに気づいたようだった。

「おい、これは現実の話だと言っていたよな…」

「ああ」

　栗野は急に真ま面じ目めな顔になった。

「じゃあ、お前は実際に人を殺すんだ。百人の人間を焼き殺すんだな」

　正面から言われて僕は戸と惑まどった。

　ずっとこのことから目を逸そらせ続けてきたような気がする。

「オレは今までゲームの話だと思って付き合ってきた。ゲームの中なら何百人いや何万人死のうと関係ないからな。でも、現実となると話は別だ」

　栗野はそこで一いつ旦たん言葉を切った。

「お前が言っていた傭よう兵へいオタクの狙そ撃げき手しゆって、もしかしたらあっちの世界のオレか？」

「ああ、実を言うと、そうだ」

「そうか、そいつにやらせろ。点火装置のスイッチを押すのはそいつの役目だ」

　栗野は真面目な顔で言った。

「殺し慣れているからな。ひどい話だが、オレたちのこの世界とは生命の価値観が違いすぎる。お前が、この世界に帰ってくるつもりならば、絶対に殺しに手を染めちゃいけない」

「それは偽ぎ善ぜんだ、大量殺人のお膳ぜん立だてをするのは僕なんだぞ」

　それまで黙だまって聞いていた桃山が口を開いた。

「なるべく殺さない方法を考えてみよう」

「そんな都合のいい方法があるものかよ」

「それを考えよう、と言ってるんだ。皆殺しにするか、されるか。それ以外の選せん択たく肢しがあるかどうかをな。不満そうだな栗野」

　栗野は、ぶすっとした顔をして答えた。

「向こうの世界のオレならば、喜んで爆発スイッチを押すだろうな。非戦闘員の子供や女を守るために、心を鬼おににして圧倒的な敵に挑いどむ。こんなシチュエーション、映画だってない、オレなら喜んでやるがな」

　そう、映画だってないはずさ。

　これは現実なんだから。













　第十四章「旅立ち」







　次の日の昼休み。僕ぼくは理化学準備室にいた。

　今日は短縮授業で五時限で授業は終わる。

　授業が終わったら、いよいよあっちの世界に旅立つ。

　襲しゆう撃げき予告されたのは、明日あしただ。

　一刻も早く向こうの世界に行きたかったのだが、必要な装備を買い揃そろえるのに、時間がかかったのだ。

　僕たちは、すべての装備を理化学準備室に運び込んでいた。

　電動コンプレッサー二台。

　ガソリン二十リットル。

　スプレーガン四よん丁ちよう。

　点火用の電気式発火装置。

　バッテリーコンバーター。これは十二ボルトの自動車用バッテリーを百ボルトに変換する機械だ。

　ボウガン二に丁ちようと洋よう弓きゆう三丁。

　矢、多数。

　ボデイアーマーに鉄製ヘルメット。

　ホットケーキミックス徳用二キロ入り二袋。その他色々な食料や調味料の山…。

　この装備の山を見て、少し不安になった。

　本当にこれだけの品物を持って転移できるのだろうか…。

　まあ…やってみなけりゃわからないな。

　…さて、そろそろ昼休みも終わる時間だ。

　午後の授業は体育だっけ。

　体育館に向かう渡り廊ろう下かで、香か織おりを見つけた。

　同じクラスの女の子と何やら話している…。

　ふと…。

　目が合った。

　香織は僕ぼくを見た。

　すがるような…問い質ただすような目だった。

　香織のこんな目は初めて見た。

　あっちの世界の、香織の目そのままだった。

　僕は背中を向けてその目から逃げ出した。




　そして、授業もＨＲホームルームも無事に終わった。

「じゃあねー」

「このあとどこ行く？」

「ゲーセンに新型入ったんだ」

　気の合った同志でそんな会話を交わしながら下校して行くクラスメイトたち…。

　旅立つのは、午後三時と決めていた。

　さて…。

　どこで時間をつぶそうか…。

　足は屋上に向いていた。

　誰だれもいない…。

　まあ、こんな季節に屋上にいるヤツなんかいないよな。

　目の前には冬の街が広がっていた。

　風に乗って商店街の方から気の早いクリスマスソングが聞こえてくる。

　子供の頃ころならジングルベルとかホワイトクリスマスばっかりだったのに、最近の有線放送はユーミンと山やま下した達たつ郎ろうと広ひろ瀬せ香こう美みが定番だな。

　もうすぐ。

　この街はクリスマスのイルミネーションできらめくのだろう。

　でも、向こうの世界では…。

　視界の中で街は黒と灰色に色を変えていった。

　何が違うというのだろう。

　この街とあの街は。

　同じ人間が、同じように暮らしていたというのに…。

　ＡＢＣウイルス。

　そんな冗じよう談だんみたいな名前の病原体が存在しただけでこの街は滅ほろびるんだ…。

　目の前に広がる街が、とても危あやういガラス細ざい工くでできているように見えたその時。

　突然誰だれかが背後から走り寄ってきて、背中に抱だき着いた。

「つかまえた！」
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　香か織おりの声だった。

「つかまえたよコースイ。もう逃がさない！」

「おい！」

　どなり声にかまわず香織は続けた。

「離さない！　答えを聞くまで！」

　こいつは本気だ！

　今までにない香か織おりの勢いに僕ぼくは戸と惑まどった。

「何だよ、答えって」

　香織は背中に額ひたいを当てたまま答えた。

「どこにいくつもり？」

　僕は絶句した。

「どこって。別に…ちょっと山に入るだけだ」

「ウソだ！　コースイのウソはわかるんだ。鼻がぴくぴくするから。どこに行くつもりなのよ！」

「どこだっていいじゃないか、お前には関係ないだろう！」

　背中で香織は言った。

「私、見たんだ！　コースイが撮ってきた写真。ひどい写真ばっかり、でも、それがこの街の写真だって気がついたとき、もっと怖こわかった…あの街に行くんでしょう！　コースイ！」

　やっぱり見られたのか、写真部の設備を使って現げん像ぞうや焼き付けをやっていたんだからバレるのもあたりまえか。

　仕方ない、説明しておこう、こいつならわかってくれるだろう。

「お前の言うとおりだ。あの写真は、現実に存在しているもう一つの世界なんだ。僕は偶然あの世界に足を踏み入れて。向こうの世界のお前に会った。向こうの世界のお前は、あの、めちゃくちゃになった世界で、たった一人で生きている。だから、僕はこれから助けにいくつもりだ。お前と違って、あっちの香織には助けが必要なんだ」

　そこまで言った時、抱だき着いていた香織の腕うでにぎゅっと力が入った。

　そして、香織は叫んだ。

「いやだ！　どこにもいっちゃいやだ！　そんなの許さない！　私だって助けがいるんだよ！　コースイが必要なんだよ！　なんで、私だったらいいんだよ！」

「だってお前は強いし。ちゃんとしてるじゃないか。いつだって…」

「そんなことない！　私強くなんかない！　だって…わたし…甘あまえ方知らないんだ…知らないだけなんだ！」

　あとは声にならなかった。

　そして、堰せきを切ったように泣き出した。

　驚おどろいた。

　心しん底そこ驚いた。

　こいつが、こんな風に取り乱して泣く姿を、生まれて初めて見た。

　気き丈じようで、元気で、平気で僕をひっぱたく、いつもの香織の姿は、そこになかった。

　どうしていいかわからなかった。

　だから僕ぼくは自分の心に浮かんだ言葉をそのまま口にした。

「お前は、覚えているかどうか知らないけど…僕は昔、お前に約束したんだ。消火器のように、一番大変な時に必ず役に立ってみせる…って。あっちの世界の僕もそう約束したらしい、でも、あっちの世界の僕はその約束を果たせなかった。だから代わりに僕がその約束を果たしに行かなきゃならない」

　香か織おりの息が一いつ瞬しゆん止まったのがわかる。

「覚えてる！　その約束…ずっと守ってきた！　それが私の仕事だから…だって…私…コースイが好きなんだ…仕事って好きだからできるんだ！　好きじゃなきゃ出来ないんだよ！」

　僕は後悔していた。

　香織に話をしたことを…じゃない。

　こっちの世界の香織のことを考えようともしなかった自分のことを後悔していたんだ。

　今まで何を見てきたんだ…僕は。

　こいつも香織なんだ。

　気が強くて意地っ張りだけど。あの香織とおなじなんだ。

　そうだ…。

　この香織と約束したんだ。消火器になるって。

　僕が生きてゆく世界は、やっぱりここだ。

　僕は、この香織を守らなくちゃならないんだ。

　でも…。

「わかってくれ。もしもここで逃げたら、僕は一生後悔する」

「私、そんなにいい子じゃない！　嫌いやなものは嫌なんだ！　絶対に渡さない！　だって…コースイは一人なんだ！　コースイしかいないんだ！」

　香織は再び泣いた。

　僕は黙だまっていた。

　黙って香織の泣き声を聞き続けた。

　…やがて。

　香織の腕うでが緩ゆるんだ。

「帰ってくるよね…」

「そのつもりだ。でも、約束できない。本当のところはわからない…」

「ばか！　ウソでも帰ってくるって言えばいいのに！　なんでいつも、そんなとこだけ正直なんだよ！」

「だから…忘れてほしい」

「イヤだ！　そんなの勝手だ！　忘れられるわけないじゃないか！」

　頭の中を、思い出が走り抜けていった。

　十七年。

　こいつと過ごしてきた十七年ぶんの思い出。

『コースイ、泣かないで。きっと見つかるから。私が見つけてあげるから…』

　小学校一年の頃ころの香か織おりだ…。

『コースイ、ほら、忘れ物。さっき家まで行って取ってきたんだ…』

　三年の頃の香織だ…。

『運動会、びりでもいいよ。わたしがコースイのぶんまで走って、絶対クラス優勝してみせるから…』

　六年の頃の香織だ…。

　そして。中学、高校と、こいつはいつもそばにいてくれた…。

　約束を…。

　守ってくれていたんだな。

　僕が、それに気がつかなかっただけで。

　こいつは、ずっと約束を守ってくれていたんだ。

「ごめん…無理だと思うけど…忘れてくれないか」

　背中に額ひたいをくっつけたままで香織が言った。

「そんなの無理だ！　忘れられるわけないよ！　だってコースイと私の時間は、一いつ緒しよなんだよ！」

「ごめん…」

「謝あやまったって許さない！　忘れてなんかやんない！　だから…帰って来い！　帰って来なきゃ絶対に許さない！」

　帰ってきたら。

　そう、帰って来れたら…。

　その時、お前の顔を見て正面から何か言えるかも知れない。

　でも、今はだめだ。

　その資格がない…。

　やがて背中から抱だき着いていた香織の手が離れかけた…。

　その手を降り払はらって走り出す。

　香織が後ろで何か叫んだ。

　北風がごうっ、と吹きつけて香織の言葉を運び去った。

　振り返れなかった。

　振り返って、香織の涙を見たら…。

　旅立てなくなってしまうだろう。

　階段を一気に走り降りる。

　理化学準備室には栗くり野のと桃もも山やまが来ていた。

「準備は終わったようだな」

　栗野がにやっと笑った。

「てめえ！　話したな！」

　栗野は真ま面じ目めな顔で答えた。

「ああ、当然だ。失う物がなにもない人間と、帰ってくる理由のある人間とでは生き延びようとする努力の差が出るのは当然だからな。お前は帰ってくる義務があるんだ、水みず樫かしを泣かすのは、オレが絶対に許さない」

「別にお前に許してもらおうなんて思っちゃいないぞ！」

　栗野は笑った。

「そりゃあそうだ、これはオレの勝手な言い草なんだからな。そんなことは重じゆう々じゆう承知で言ってるんだ、お前が決めたことにどうこう言うつもりはまったくない。ただ、水樫が泣くのだけは見たくない、それだけのことだ」

　そうか…そういうことか。

「栗野、もし僕ぼくが…」

　そこまで言った時、栗野が吠ほえた。

「うるさい！　言うな！　お前の言葉は聞きたくない！　もしもなんて事はないんだ！　お前は帰ってくる！　それだけのことなんだ！」

　僕は言葉を飲み込んだ。

　腕うで時計を見ると三時だった。

　さて、時間だ。

　ポケットから例のモバイルギアを取り出す。

　桃もも山やまの目つきが変わった。

「それが転移マシンか」

「ああ…」

「どう見ても、モバイルギアにしか見えないな…」

　制服をフライトジャケットに着換え、栗野から借りた軍用のヘルメットをかぶり、食料を入れた大きなザックを背せ負おい、ボウガンや、その矢などを肩かたから下げて電動コンプレッサーにまたがった。

　さらにひざの上にガソリンの入ったポリタンクを載のせて、抱だきかかえると、その上でモバイルギアを開く。

「シルエットはサンタクロースみたいだが…持ってる物が凶きよう悪あくすぎるな」

　栗野が苦にが笑わらいをする。

「どっかの新興国で、内乱に乗じて電動コンプレッサーを売りつけようとしている日本人セールスマンみたいな格好だな」

　桃もも山やまが、笑ってつぶやいた。

「いいか！　絶対に帰ってこいよ」

　栗くり野のがマジな顔で言った。

「ああ、安心しろ、ピクニックに行ってくるみたいなものだ」

「シャレか？」

　栗野が聞く。

「何が？」

「ピクニックにいくのは、たいてい週末に決まってるからさ…その週末と、世界の終末を、かけたのかと思ったんだ」

「そうかもな、あぶなくなったらさっさと帰ってくるから安心しろ」
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　モバイルギアを開く。

　顔を上げて二人を見る。

　桃山と栗野は疑いと期待の入り交じった目で見ていた。

「じゃあ…ちょいと行ってくる」

「帰る予定は？」

「幸いにも明日あしたは第二土曜で休みだし。生きてたら日曜日。遅おそくても月曜日までには戻もどるつもりだ。じゃあな」

　モバイルギアの画面を押す。

　周りの世界がふっと消えた。

　一いつ瞬しゆん。新幹線がトンネルに突入する時と同じような、耳がツン…とする感覚が襲おそった。

　気がつくと。

　周りの光景が一転していた。

　荒れ果てた薬品棚だな。埃ほこりまみれの床ゆかに散らばる割れた窓ガラスの破片…。

　見回しても誰だれもいない。

　しんと静まり返った部へ屋や。

　帰ってきたんだ。













　第十五章「サンタクロース」







　ヘルメットとフライトジャケットを脱ぬぎ捨てて、僕ぼくは装備品を、ざっと点検してみた。

　異常はないようだ。

　まず、最初の約束を果たそう！

　小こ脇わきにホットケーキミックス徳用二キロ入りの袋ふくろを抱かかえて理化学準備室を飛び出す。

　そのままイッキに校こう舎しやの階段を駆かけ下りて厨ちゆう房ぼうに飛び込む。

　厨房では、調理班の女子中学生たちが、レトルトカレーの山を前に、相談している最さい中ちゆうだった。

　僕の姿を見て、調理班の連中が驚おどろきの声をあげる。

「あ、木き梨なしさん！　どこに行っていたんですか！」

「みんな心配してましたよ！」

「水みず樫かしさんなんか、三日も寝ていないんですよ！」

　僕は、その非難じみた質問に答えずに、抱えてきたホットケーキミックスの袋を突き出した。

「そんなことどうでもいい！　これからこれを焼くぞ！」

　あきれている調理班をほったらかして、一番でかいボウルを取り出し、その中にホットケーキミックスをほうり込む。

　本来ならば牛乳で溶くところなのだが、そんなものはどこを探してもないことがわかっていたので水で溶く。

　大量のホットケーキミックスを練ねりながら僕ぼくはどなった。

「おい！　何をぼーっとしてるんだ、火をおこして鉄板を載のせろ！」

　調理班の連中が、ばたばたと走り出す。

　耳たぶぐらいの柔やわらかさに練り上げたところで、熱あつくなった鉄板の上に、向こうから持ってきたバターを固まりのままぶち込む。

　バターはジュウジュウという音と白い油煙をあげて溶けてゆく。

　厨ちゆう房ぼうの中にバターの焦こげる香こうばしい香かおりが充じゆう満まんする。

　今まで呆ぼう然ぜんとして見ていた調理班の連中が生なま唾つばを飲み込んだ。

　バターは溶けたな。

　一メートル四方はある鉄板の上に、練ったホットケーキミックスを一気に流し込む。

　鉄板が一いつ瞬しゆんジュッ！　と音を立てた後で静かになる。

　やがて、鉄板の上に広がった直径八十センチはあろうかという巨きよ大だいホットケーキの表面に、ぷつぷつと泡あわが湧わき出しはじめる。

　それと同時に厨房に充満していたバターの香りに代わって、ホットケーキの焼ける甘あまい匂においが充満しはじめた。

　ガキどもと、キャンプのメンバーが全員集まるのに三分とかからなかった。

　ガキどもの後ろには香か織おりがついていた。

　香織は僕ぼくを見つけるなり、抱だき着いてきた。

　そして泣いた。

　周りにいる仲間やガキどものことなんか気にもしないで…香織は泣いた。

「おい、よせよ、恥はずかしいじゃないか」

「だって…だって…どこを捜さがしても、どこにもいなかったんだもの…また。わたしは一人になっちゃうのかと思うと…」

　やがて、泣き止んだ香織は、不安そうな声で聞いてきた。

「どこに行ってたの？」

「どこだっていいじゃないか。僕は健けん一いちに約束したんだ、ホットケーキ焼いてやるって、だから捜しに行ってたんだ」

「そんな！　周りは全部見張られてるのに！」

「あとで説明する、今はとにかくこいつをチビガキどもに食わせることを考えよう」

　香か織おりは黙だまった。

　さらに三分後。

「一体何の騒さわぎだこいつは」

　目の色を変えてホットケーキにかぶりついているガキどもとキャンプのメンバーを見て、一番最後にやってきた栗くり野のが驚おどろいたような声をあげた。

「木き梨なし！　今までどこに行ってたんだ！」

「勝手に抜け出して悪かった栗野。ちょいといろいろ調達してきたんだ。このホットケーキは約束なんだ…健けん一いちとの」

「調達だと？　何のことだ？」

「コンプレッサーとスプレーガン、そして希き釈しやく用のガソリンを持ってきた…敵をおびき寄せて、ガソリンで薄うすめた重油を屋上から中庭に噴ふん霧むして点火するんだ」

　栗野は僕の計画をすばやく頭の中でシミュレートしたようだった。

　顔つきが変わる。

「お前、そりゃあ、すごいことになるぞ」

「対抗手段ができたところで…栗野、ちょっと話がある」

　栗野を連れて部へ屋やの隅に移動する。

「何だ…話って」

「明日あしたの襲しゆう撃げきのことを全員に話さないか？」

「バカかお前。無用のパニックを起こしてどうするんだ？」

「そのパニックを防ぐためだ、ガキどもは人の顔色に敏感だ。僕ぼくたちが隠かくせば隠すほど不安をつのらせる。襲撃の最中にパニックを起こされるより、その方がずっといいと思わないか？」

「でも、何て言うんだ？　圧倒的な敵が攻せめてくる。オレたちを皆殺しにするために、とでも言えっていうのか？」

「僕たちは無力じゃない、重油爆弾だって、ボウガンだってある…望みがあるうちは闘う！　そう言ったのはお前だぞ」

「わかった。ほぼ全員がここにそろっているしな。好こう都つ合ごうかもしれないな」

　栗野がうなずいた。

　ホットケーキを食いおわった食堂は、にぎやかな笑い声に包つつまれていた。

「みんな。ちょっと聞いて欲しい」

　栗野が話しはじめた。

　明日、襲撃を受けること。すでに包ほう囲いされていて脱出はできないこと。そして、僕たちは闘うこと。国くに光みつさんが国連の警備隊を連れてくるという望みがあること…。

　食堂は静まり返った。

　栗野の話が終わったあとを継ついでみんなの前に立つ。

「新しん参ざん者ものの僕ぼくが…こんなこと言っていいのかどうかわからないけど。みんな今、ホットケーキ食ってどう思った？　うまかったよな。生きてれば、また食える。僕は栗くり野のみたいに銃も撃てないし、この世界のことなんて何もわかっちゃいないけど。なぜか料理の腕うでだけは自信がある。今夜、みんなに精いっぱい美う味まいものを食わせてやる！　そして明日あしたはそれよりもっと美味いものを。だから…生き抜こう！」

　ガキどもが歓声を上げた。

　それと同時に食堂の空気が動き始めた。

　雰ふん囲い気きは悪くなかった。

　何か、妙みような希望に満ちた顔つきでみんなが話し始めた。

　栗野が肩かたをたたいた。

「お前が、なんでここで話せと言ったのか、やっとわかった。ホットケーキだな。あんなものを食ったのは、みんな一年ぶりだろう、美味いものを食いながらなら、どんな深しん刻こくな話だって楽に聞けるものな」

「そうさ。それが僕のポリシーなんだ。それより第二校こう舎しやの理化学準備室に来てくれないか？」

　栗野は怪け訝げんな顔をした。

「サンタクロースのプレゼントが置いてあるんだ」

　栗野は、もっと怪け訝げんな顔になった。

　理化学準備室で。

　用意してきた作戦計画書と装備一式を栗野に見せた。

　計画書には、子供や病人といった非戦闘員の避ひ難なん計画や、重油爆ばく燃ねん装置の取り付け方、重油とガソリンの混合比率、そして校内放送を利用した心理作戦などが書かれている。

　ワープロ用紙三十枚にわたるその計画書は、僕と栗野と桃もも山やまの三人の英知の結晶だった…。

　一番英知を出したのは桃山なんだが。

　計画書をざっと見終えた栗野が、顔を上げた。

　目鼻の代わりに？マークが書いてあってもおかしくないような顔をしていた。

「お前は…何者だ？」

　この世界で初めて僕に会った時と同じ質問だった。

「木き梨なし幸ゆき水みずだよ。ただ、この世界の木梨じゃない。こっちの世界とは違う過去を持つ世界。そう、一年前にＡＢＣウイルスが人類を襲おそわなかった世界の木梨幸水なんだ…」

「なんだそりゃ、どういう意味だ」

　栗野は、わけがわからないという顔をした。

「詳くわしいことは、すべてが終わったら話すよ。今は時間がないだろう」

　栗野は、我に返ったようだった。

「そうだな、わかった、警けい戒かい班を招しよう集しゆうして準備をしよう、日があるうちに動かないとな…」

　僕ぼくたちは走り出した…。

　生き残るために。













　第十六章「準備」







　体育館床ゆか下したのシェルターに病人や子供たちを移送して、すべての準備が終わったのは午後四時を過ぎた頃ころだった。

　僕と香か織おりは後の事を看護班の人たちに任せて校こう舎しやへと急いだ。

　昇降口の前で僕たちは二ふた手てに分かれた。

　香織の背中に向かって声をかける。

「厨ちゆう房ぼうにある僕のリュックの中に、調味料や食料が入ってるけどな、僕が行くまで手を出すなよ、せっかく用意した食材をめちゃくちゃにされたらかなわないからな！」

　香織は振り返った。

「なに変なこと言ってるのよ、わたしの料理の腕うでは知ってるでしょう、キャンプ料理専門の幸ちゃんなんかより、よっぽどまともな料理作ってみせるわよ」

　…こっちの香織は料理が得意なんだっけ。

「そうか、そうだったよな、じゃあ夕食の準備は任せたぞ、レトルトカレーをそのまま食うんじゃ面おも白しろくないから、リビーのコンビーフやＣ＆Ｂのカレーパウダーとかも持ってきた、ちょっと手を加えてくれ」

　香か織おりの目がまん丸になる。

「コンビーフに…Ｃ＆Ｂのカレー粉？　どこから調達してきたのよ…」

「それは秘密、とにかく頼たのんだぞ」

　怪け訝げんな顔つきの香織をそのままにして階段をかけ登る。

　夕日と名前を変える寸前の黄色い西日が照らしている屋上では、栗くり野のたちがコンプレッサーから引いたホースの先にスプレーノズルを取り付けていた。

「手伝いに来たぞ」

「ああ、助かる、東側のノズルに重油が行ってるかどうか確認してくれないか？」

　油まみれの栗野が第一校こう舎しやの東側を指示する。

　ノズルの先から重油が出るかどうか確認していると、栗野が横に来た。

「どうだ？」

「ああ、先から重油が出ている、コンプレッサーのエアーが送られれば吹き出すだろう」

「よし…じゃあこれで重油の方は準備ＯＫということだな…」

　僕ぼくたちは自分たちが通っていた高校の校舎を見回した。

　ここは明日あした…戦場になる。

「木き梨なし…話がある」

　…来ると思った。

「計画書を読ませてもらった、申し分ないんだが。一つだけ気になる、犠ぎ牲せい者を最低限にとどめる。その後だ、襲撃側も含めて。これはどういうことだ？」

「読んだとおりだ、できる限り死者は出さない。そして殺さない、ということだ、襲しゆう撃げきしてくるやつらも積極的には殺さない、リーダーや銃を持ったヤツだけを狙そ撃げきしてもらいたい」

「なに寝ぼけたことを言ってるんだ！　一人でも多くの敵を殺さなければ、こっちが殺されるんだぞ！　確かにこの重油爆発で、やつらはパニックになるかもしれないが、そんなのは一いつ瞬しゆんだ、立ち直ったらそのままオレたちを殺しに来るんだ、たとえ背中を見せて逃げるヤツでも後ろから撃って殺さなきゃだめだ！　今殺さなければ、明日あしたオレたちがそいつらに殺されるんだぞ！」

　栗野は本気だった。

　それは説得力を持った言葉だった。

「お前の言う通りなのかもしれない。恐らく僕は平和ボケのどうしようもない甘あまちゃんなんだろう。でもな、だからこそわかることだってあるんだ…」

　そこで一いつ旦たん言葉を切って栗野の顔を見る。

「お前、この世界の人間は、このまま滅ほろびて行くと思うか？」

　栗くり野のは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめた。

「そんなことはない。確かにオレたちは社会構造のほとんどを失った。でも回復は可能だ、なぜならそれを動かす人間さえいればいいからだ、知識も設備もすべて残っている、オレたちに足りないのは人間なんだ」

「そうだ、僕ぼくたちはあのガキどもに未来を託たくそうとしている、大人おとなが誰だれ一人いなくなったこの世界で、あいつらに大人の人間の生き方を教えることができるのは、僕たちだけなんだ」

「それと、敵を殺さないことと、どんな関係があるんだ？」

「ガキどもは人が死ぬのを見すぎたと思う。考えてみろ、三才四才といえばまだまだ母親にくっついていたい頃ころだぞ。それが…親に死に別れ…なんとか生き延びたここでも人の殺し合いを見なきゃならないんだ。それは、生きるために必要な事なのかもしれない。殺さなきゃ殺される。そうなのだと思う…でも、それを当たり前のことだと思って育つ子供が、まともな人間に育つと思うか？」

　栗野は低い声で答えた。

「お前の言っていることは…理想だ…」

「ああ、理想だ。でも捨てちゃいけないと僕は思う。ここは地じ獄ごくだ…と僕が言った時、お前は言ったな、平気で地獄で生きて行けるのは鬼おにか亡もう者じやだけだ…とな…」

　僕は栗野を正しよう面めんから見み据すえた。

「お前は…あのチビガキどもをすべて鬼や亡者として育てるつもりなのか？」

　栗くり野のは一いつ瞬しゆん、棒ぼうでも飲んだような顔つきになった。

　中庭が急ににぎやかになった。

　見下ろすと、学食にチビガキどもが集まり始めていた。

　そうか。そろそろチビガキどもの夕食の時間か…。

　栗野は黙だまっていた。

　黙って学食の周りを走り回るチビガキどもの歓声を聞いていた。

　やがて…。

「わかった。逃げるヤツは撃たない。それだけだ、それ以外のことは約束できない…」

「それだけで充分だ、やつらはマインドコントロールされている…と国くに光みつさんは言っていたよな、マインドコントロールされた人間は、物事の価値観、善悪の判断、行動の目標、そのすべてを他人、要するに教祖任せにしているんだ、だから教祖を倒せばやつらは何をしていいかわからなくなる」

「教祖サマが、こんな前線に出てくるものか」

　栗野は吐はき出すように答えた。

「教祖でなくてもいい、現場で指揮している幹部を倒せば、その指揮を受けていた連中は、デクの棒だ。皆殺しにする必要はないだろう」

　栗くり野のは薄うすく笑った。

「わかった、その方がオレも楽だ、弾たまにも限りがあるしな…」

「実を言うと預あずかかってきたものがある」

　僕ぼくはフライトジャケットのポケットに入れてきた筒つつ状じようのケースを栗野に手渡した。

　ケースを手に取った栗野の目が輝いた。

「こいつは…スコープか！」

「ああ、取り付け用の工具も預かっている、狙そ撃げきするなら絶対に必要だからな」

　栗野の顔に疑問符が浮かぶ。

「預かってきた…って、誰だれからだ？」

　そうだ、それをこれから話さなきゃならない。僕の正しよう体たいを…。













　第十七章「香織と…」







「それで…お前は戻もどってきたというわけなのか…」

　栗野は僕の全身をなめ回すような目で見た。

　末すえ広ひろ山やまの向こうに隠かくれている太陽の残照が頭上の雲の縁ふちだけを赤く照らしている。

　もうすぐ夕ゆう闇やみがすべてを支配するだろう。

「ああ、そうだ、信じるか？」

「信じちゃいない、が、信じるしかないだろう。お前が持ってきた品物に説明がつくのは、それだけだからな」

「ああ、もっとましな品物を持ってきてやりたかったが、調達できたのは、せいぜいこれくらいだ…」

「いや、これだけでも充分だ。人間一人が持てる物資には限りがあるからな」

　意外な思いがした。

　その思いが顔に出たのだろう、栗野が聞いてきた。

「どうした？　当てが外れた…という顔をしているが」

「いや、もっと責められると思っていたんだ。危あぶなくなったら、さっさと自分だけ安全な世界に逃げちまう人間なんだからな…僕ぼくは…」

「お前は戻もどって来た。それだけで充分だ」

　栗くり野のはそこまで言ってから大事なことに気がついたというように僕を見た。

「おい、聞き忘れていたが。水みず樫かしは、このことを知っているのか？」

「知らない。というより話していない。話すとしたら、すべてが終わった後だろうな」

「何と言って説明する？」

「本当の事を言うさ。噓うそも何もない本当の事を…」

「そうか…」

　栗野はそれきり黙だまり込んだ。

「さて、次にやることは何だ？」

「あ…そうか、そうだったな、あとは校内放送の点検と、通信の確保だ」

「校内放送の設備の点検は僕がやろう、実戦部隊の指揮はお前がやった方がいいだろう」

「頼たのむ、電源はそこにあるトラック用のバッテリーを使ってくれ」

　栗野は、そう言い残すとは屋上から走り去った。

　何か言いたそうだったが、時間がないことがわかっていたから何も言わなかったのだろう…。

　そう、すべてはこれが終わってからだ…。

　クソ重いバッテリーを引きずってたどりついた放送室は、荒れ果てていた。

　夕日はとっくに山の向こうに沈み、室内は真っ暗だった。

　用意してきた蛍光灯ランタンのスイッチを入れる。

　放置され、埃ほこりをかぶったアンプやマイクが、蛍光燈の明かりに浮かび上がる。

　…さて、どの程度使えるか…まずは電源の確保だな…。

　引きずってきたバッテリーを、あっちの世界から持ってきたコンバーターに繫つないだ。

　これで、トラック用バッテリーの直流二十四ボルトが、家庭用電源の交流百ボルトに変換されるはずだ。

　頼りないランタンの明かりの中で使い慣れないペンチやニッパーと格闘していると…。

　ふわっとカレーの匂においがしてきた。

　クミンをふんだんに使い、上品な香かおりがするカレーの香りだ…クロス＆ブロックウエル、略称Ｃ＆Ｂのカレー粉だな。

　こっちの香か織おりのヤツが料理が得意というのは本当のようだな…。

　カレーの香りは、だんだん鮮せん烈れつになってきた。

　そして階段をぱたぱた昇ってくる足音とともに香織がやってきた。

「幸ちゃん、晩ご飯持ってきたよ。手が放せないだろうから……あたたかいうちに食べちゃって」

　香織はトレーを手渡すと、僕の横に座った。

「しばらくここにいていい？　食器を下げるから…」

　…断る理由はなかった。

　カレーは美う味まかった。

　レトルトのカレーを薄うすめ、それにコンビーフを溶とかし、おそらく僕ぼくが持ってきたコンソメで味の補整をして、最後にＣ＆Ｂのカレー粉で風味を調えたのだろう。

　全体のとろみを出すために小麦粉を炒いためてルウを作って足したらしい。

　…玄人くろうとはだしだな。

「幸ちゃんってさ…」

　香織が話し掛けてきた。

「なんだ？」

「食べる時って、いつも何か考えているよね…」

　一いつ瞬しゆん、僕を既き視し感かんが襲った。

　口に運んでいたスプーンが止まる。

「なんか入ってたの？」

「いや、なんでもない。久々にうまいもの食ったんで胸につかえただけだ」

　香織が笑った。

「みんなもそうみたい。中学生の子なんか泣きながら食べてる子もいたもの…」

　柿かき崎ざきを思い出す。

　食い意地が張っているだけだ…と言ったら、口を尖とがらせて抗議していた中学生…。

「どうしたの？」

「あ、いや。ちょっと柿崎を思い出したんだ。あいつにも食わせてやりたかったな…」

「食いしん坊の柿崎くんね。幸ちゃんのせいじゃないよ。運が悪かっただけ…そう考えて忘れないと、つらくなるだけだよ」

　香織の顔を見なかったが、その表情を思い浮かべることができた。

　こんな時、こいつは遠くを見ているに違いない。

　絶対に僕には見えない永遠の地平を……。

　こいつとは歩いてきた時間が違う。

　同じ過去を共有していたとしても。その過去の細部は違っている。

　僕の世界の香織は。こんなカレーなんか作れやしない。逆さか立だちしたって無理だろうな。

　そして。

　僕の世界の香織は、腕うでの中で死んでいった人間を忘れろと、さらりと言いはしないだろう。

　僕ぼくはカレーのトレーを床ゆかに置いた。

「もう食べないの？」

「ああ、柿崎を思い出したら…食欲がなくなった…」

　香か織おりはため息をついた。

「幸ちゃんを見てると心配だよ。この世界で生きていけないんじゃないかって気がしてくる」

　そうだろうな。

　ここは僕の世界じゃない…。

「僕が口をつけたもので悪いが。残りは誰だれかにやってくれないか？」

　トレーを香織に差し出す。

「わあ…もったいないなあ。じゃあ、夜食に取っとくから、食べたかったらあとで厨ちゆう房ぼうに来て」

　香織はトレーを持って立ち上がった。

「子供たちをシェルターに入れたら、また来るわ。話したいことがあるから…」

「なんだよ、話なら今でもいいだろう」

「今は…忙いそがしいから…あとで…」

　香織は下を向いたままそう言うと小走りで去って行った。

　無性に肉ジャガが食いたかった。

　明日あした。死ぬか生きるか。その前に、最後の晩ばん餐さんかもしれない夕食に食うのは、僕のために、悪戦苦闘しながらあっちの香織が作ったあの肉ジャガだ。

　あれは確かに不器用な肉ジャガだった。

　時々歯に当たる肉の繊維と角かどのとれていないジャガイモ…それは煮込みの足りない証しよう拠こだった。

　でも…美う味まかった。

　あっちの香織に、そう言ってやれば良かったな…。

　僕は放送室で配線作業を続けた。

　電源とスピーカーの切り替えスイッチを接続し終えた頃ころ…再びぱたぱたという足音が階段を昇ってくるのに気がついた。

　やがて、足音は放送室の入り口までやってきた。

「幸ちゃん」

　香織に背中を向けたまま聞く。

「何だ？　話しって…」

　いきなり香織が背中から抱だき着いてきた。

「おわ！」

　思わず放送台に手をついた。

　こいつは背中から抱だき着くのが癖くせなのか？

「何だよ！　いきなり…」

「わたしって…幸ちゃんの…なに？」

　一いつ瞬しゆん、わけがわからなかった。

「なに？　って言われても、お前は香か織おりで…僕ぼくは幸ゆき水みずだ…それがどうかしたか？」

　背中で香織が首を振った。

「そんなこと聞きたいんじゃない。わたしたちって…何なの？　友達？　幼なじみ？…それだけ？」

　香織の言っている意味を知って愕がく然ぜんとした。

　これは僕に突きつけられた宿題だ。

　世界は変わっても変わらない宿題だ。

「何というか…その…うまく言えないな。好き…とか付き合ってくれ…とか、いまさら言うのも恥はずかしいだろう。だって僕もお前も互いに顔色や目線だけで、相手の気持ちがわかっちまうんだからな。僕たちはもうそこまで互いに知り合っているんだから…」

「わかってる！　でも…それだけじゃ不安なんだ。まだ…知らない部分…いっぱいあるよ、わたしたち…」

　香織の声は震ふるえていた。

　抱き着いた背中から香織の体温が伝わってきた。

　どうしよう…。

　僕はあせった。

　救いの神は、意外なところから来た。

　階段を駆かけ昇ってくる足音がする。

「おーい！　木き梨なし！」

　栗くり野のの声だ。

　香織がびくっとして背中から離れる。

「お前らの会話！　校内放送で流れてるぞ！」

　僕はあわてて放送台を見た。

　アンプの電源ランプが薄うすく点灯している。

　さっき、後ろから香織に抱き着かれた時手を突いた。その時スイッチが入ったらしい。

　僕は、すぐにスイッチを切った。

　ゆっくり振り返ると…。

　香織が夜よ目めにも明らかに真まっ赤かな顔をして立っていた。

「ははは…ごめん…」

　我ながら引きつった声だな…と思いながら謝あやまった。

「ばか…」

　香か織おりはそれだけ言うと放送室から走り去った。

　行き違いに栗くり野のがやってきた。

　真まっ赤かな顔で走り去る香織を見送るとニヤリと笑った。

「あのまま聞いていても良かったんだけど。さすがに十八才未満がいっぱいいるからなここには…」

「バカ言え！」

　栗野は急に真ま面じ目めな顔になった。

「やっぱりお前の言っていたことは本当なんだな。あっちの世界ってのは、あるんだな。こっちの木き梨なしだったら、香織を放って置かないだろう、明日あした…死ぬかもしれないんだ」

「そんな…刹せつ那な的なこと…」

　栗野の目が細くなった。

「それは、明日が今日と同じ日だと信じている人間の言葉だな。明日の途中で明日が終わってしまうかもしれないことを知っている人間の言葉じゃない」

「じゃあ…どうすればいいんだ？　僕はもうじきここからいなくなる。そんな人間が無責任なことできるわけないじゃないか！　栗野よ…もしも…僕に何かあったら、香織のことを頼たのむぞ」

「バカなことを言うな！　オレは、このキャンプのことを背せ負おい込むだけで手一杯なんだ！　お前らのことまで面倒見られるか！」

　栗野は怒った。

「いや、僕に何もなくても、香織のことを頼む。僕はこの世界にいちゃあいけない人間なんだ。あいつのことを頼めるのは、お前だけなんだ」

「まっぴらごめんだね。そんな先のことを考えるヒマがあったら早く寝ろ！　明日あした、お前には屋上の踊り場で偵てい察さつと指し揮きをしてもらわなきゃならん」

　驚く僕を見て栗野は言った。

「だってそうだろう、お前の実戦能力は、このキャンプの誰だれよりも低いんだぜ。一発でやられるのがわかってる人間を前線に出すわけにはいかんだろう。それに…お前が自分の世界に帰ると言うのなら、なおさらお前を危険な目にさらすわけにはいかない」

　そして栗野は真ま面じ目めな顔をした。

「向こうの世界で、お前を待ってる人がいるはずだ。そうだろう？」

「ああ、実を言うとそのとおりだ」

「やっぱりな。そうじゃないかと思ってたんだ。木き梨なし、危あぶなくなったらいつでも逃げろ。お前はここで死んじゃいけない。この間…殴なぐって悪かった」

　栗野は笑いながらそう言うと去って行った。













　第十八章「戦闘」







　夜があけてゆく。

　起き上がると教室の窓から外を見る。

　塀へいの向こう…。

　あちらこちらで燃えているたき火が見える。

　やつらはあそこにいる。

　あと…数時間でやつらは攻せめ込んでくるだろう。

　僕ぼくたちを皆殺しにするために…。

　それが、やつらにとって正義なのだから。

　僕たちは闘う。

　生きるために…。

　それが僕たちにとって正義なのだから。

　どちらが間違ってどちらが正しいのか。

　それを決めるのは神様でも歴史でもない。

　勝つか負けるかで決まるんだ。

　東の山の稜りよう線せんが、はっきりと見えてきた。

　フライトジャケットを羽は織おり、コンバットブーツのひもを締しめ直す。

　時間だ…。

　教室を出て屋上へと抜ける階段の最上段にある踊り場へと向かう。

　僕の戦場はそこだ。

　踊り場からは校こう舎しや全体を見回すことができる。

　手元には、放送室から引っ張ってきたマイクと、スピーカーの切替えスイッチ、そして校内各地点に配置した警けい戒かい員と同じチャンネルのトランシーバーが三台並んでいる。

　僕は今日、ここでやつらの動きを見ながら撃げき退たい班を指揮する栗くり野ののサポートをすることになる。

　…迎げい撃げき部隊が攻撃部隊よりはるかに少数の場合、戦場全体を把は握あくし、効果的に迎撃部隊を配置することが大切だ…。

　そう言って笑った桃もも山やまの顔を思い出した。

　あいつはもっと大切なことを教えてくれなかったな…と僕は思った。

　僕の判断ミス一つで、僕たちは負けるかもしれないということを。

　やつらが動き出したのは、朝の七時過ぎだった。

　トランシーバーから見張りの声が流れる。

「ジープが動きはじめました、正門に向かっています！」

　栗くり野のが校内放送のマイクを握にぎってスイッチを入れた。

「やつらが動き出した…外周警けい戒かい員は定位置に移動しろ！　北門方面の警戒を怠おこたるな、正門は陽動かもしれない！」

　栗野の声が学校中に流れ終わらないうちに…。

　正門の方から連続した銃声と校こう舎しやのあちこちでガラスの割れる音や金属の引き裂さかれる音が聞こえてきた。

「やつら機関銃を撃っています！」

　トランシーバーからうわずった声が流れる。

「ああ、わかっている、こっちでも聞こえるからそうわめくな、適当に景気付けで撃ってるだけだ、頭を低くしていりゃあ当たらん」

　栗野の落ち着いた声が流れる。

「了りよう解かい…」

　少し落ち着いた声で見張りが答える。

　機関銃の銃声が止んで一呼吸ほどしたとき、さっきとは違う見張りの声が流れた。

　子供っぽい女の子の声だった。

　栗野は、中学一年生の女の子たちを直接戦闘に加わらない見張り員にまわしたのだろう。

「北東バックネット脇わきより侵入開始しました。約四十名…後続はわかりません！」

　バックネットから一番近い建物は…。

　体育館だ！

　チャンネル二のトランシーバーに向かって叫ぶ。

「香か織おり！　そっちにやつらが行く！　チビガキどもを静かにさせてくれ！　頼たのむ！」

「了解…みんな言うことを聞いてくれてるから大だい丈じよう夫ぶよ」

　トランシーバーからは元気そうな香織の声が流れる。

「わかった、何かあったらすぐ呼べよ」

「うん…幸ちゃんも気をつけて…」

　バリケード代わりの更こう衣いロッカーの隙すき間まから双眼鏡をのぞくと、塀へいを乗り越えた連中が、グラウンドにあるイモ畑を横切って正門の方に走っていくのが見えた。

　内側にあるバリケードを撤てつ去きよしてあのジープを校内に入れるつもりらしい。

　先頭を走っていた二～三人が、イモ畑の中で、いきなりふっと視界から消えた。

　そのすぐ後ろを走っていたやつらが、ぎょっとして立ち止まる。

「落ちた！」

　僕ぼくの声を聞いた栗くり野のは、にやっと笑い、放送のスイッチを校内に切替えてマイクに向かった。

「農作業班の諸君ごくろうさんでした、君たちの掘った落とし穴は効果抜群だぞ！」

　校内のどこかで歓声が上がる。

　…士気は上がっているな。

　負けてたまるか…。

　そう…僕が戦うのはやつらだけじゃない…。

　運命というヤツにも戦いをいどんでいるんだ。

　そう自分に気合を入れた時。

　全身に冷や汗が流れるような報告が入った。

「五～六名が体育館の中に入りました！」

　一いつ瞬しゆん、すべての通話が静まりかえる。

　やがて…。

「やつら…体育館から出てきました…体育館には誰だれもいない…という風に手を振っています！」

「よし、これで当分やつらは体育館に関心を持たない。あとは、どれだけオレたちがやつらをここに引きつけて、戦力を削けずることができるか…」

　栗野がそう言った時、切迫した声が飛び込んで来た。

「北門です！　来ました五十人！　いや…もっといます！　続々と集まってきました！　門を乗り越えるつもりです！」

　北門か！

　僕は北門の位置を思い浮かべた。

　校こう舎しやと外周の塀へいが一番近い所だ。

「やつらはオレたちが銃を持っていることを知っている、建物の中から狙そ撃げきされることを考えれば一番危険なオープンスペースが少ない場所…つまり塀と校舎が一番近い北門のまわりから攻せめ込むのは当然だな、ちょっと様よう子すを見てくる！　連絡を頼たのむぞ！」

　栗野はそう言うと指揮所を飛び出した。

　校内放送を第二校舎の二階に切替える。

「よし！　撃げき退たい班、パチンコの用意だ！　爆ばく竹ちくに合わせて一いつ斉せい攻撃！　いいか、狙ねらうのはやつらじゃない、塀の上にあるガラスだ！　タイミングを間違うなよ」

　僕たちは昨日きのう、校舎一階のアルミサッシ窓をすべて外し、机や椅い子す、ロッカーなどを全部二階三階に運び上げた。

　そして外したアルミサッシをすべて北門と、その近くの塀の上に取り付けた。

　その理由は…これからわかる。

　踊り場の反対側に走る。

　積み上げた机の間から双眼鏡で北側を見ると、ちょうどやつらが塀へいを乗り越えようとしているところだった。

　手に手に金属バットや刃物を先せん端たんに取り付けた手製の槍やり、斧おの、などを持った連中が塀にとりついている。

　目には狂きよう気きを宿し、血を求めて笑う顔を見て、僕は人間の一番見たくない部分を見ているような気がした。

　それは僕ぼくの中にもある部分だ。

　ずっと目を逸そらし続けてきた僕の一番醜みにくい部分…。

　それをえぐりだし、目の前に突きつけられているような気がした。

　そして…。

　中学生くらいの子供にそれをさせた教祖とかいうヤツを…。

　僕は本気で憎にくいと思った。

　やつらの大部分が塀に取りついた…。

　僕はマイクに叫んだ。

「今だ！」

　パパパパパン！　という連続した火薬の破は裂れつ音が響きわたった。

　それとほぼ同時にやつらが乗り越えようとしていた塀の上のアルミサッシのガラスがビシビシと音を立てて割れる。

　外れたガラスの破片が地面に落ちて砕くだける音に混まじって悲鳴が聞こえた。

　塀を乗り越えようとしていた連中があわてて外に飛び降りてゆく。

　作戦成功だ。

　さっき響いた火薬の破は裂れつ音の正しよう体たいは、向こうから持ってきた爆ばく竹ちくだ。

　撃げき退たい班は、その爆竹の爆発にタイミングを合わせて、自転車のタイヤのチューブゴムで作った強力パチンコでやつらの頭上にあるガラス窓を狙ねらったのだ。

　僕たちは、やつらが銃を持っていることに目をつけた。

　銃をあたりまえに使う人間は、火薬の破裂音を聞けば当然それを銃声だと思うだろうし、音に合わせて自分の周りのガラスが割れたりしたら、当然銃で撃たれたと思うはずだ。

　…そうやって足留めをかける…やつらが銃で応戦してくれば…栗くり野のの出番だ。

　やつらは塀の向こうに集まって様よう子すを見ているらしい。

　僕たちには時間が必要だった。

　一分一秒でも時間を稼かせげば、それだけ助かる可能性が高くなるんだ。

　本当に国くに光みつさんが国連部隊を連れてくるのかどうかそれはわからない。

　でも…僕たちはそれに賭かけた。

　僕たちが勝つにはそれしかない。

　ひたすら時間を稼かせいでひたすら生きる。

　生きつづけているかぎり、僕ぼくたちは負けないんだ。

　そう…やつらにもそして運命にも。

　それから一時間が過ぎた。

　僕たちの足留め作戦は成功していた。

　しかし、こんなトリックが、いつまでも続くわけがなかった。

「爆ばく竹ちくがありません！　これで最後です！」

　トランシーバーが悲鳴に似た声をあげる。

「わかった、それが終わったらすぐに二階の階段バリケードに行って撃げき退たい班に加わってくれ！」

　栗くり野のは通話を終えるとすぐに校内放送のマイクに向かった。

「校内の撃退班に告げる…塀へい際ぎわ作戦は終了する…これより校こう舎しや内作戦に移るので装備を変更しろ！　第一校舎と第二校舎の連絡は渡り廊ろう下かの屋上を使用し…狙そ撃げきに注意せよ！　以上」

　放送を終えると同時に東側の見張りから報告が入った。

「バックネット脇わきから続々と侵入開始しました…どうやらグラウンドを突っ切って校舎に向かうつもりです」

　東側は校舎と距離がありすぎてパチンコでは勝負にならない…。

　イモ畑の落とし穴には限りがある…。

　その時、侵入に合わせて正門の前に陣じん取どったジープが機関銃を撃ち始めた。

　銃弾が南側の第一校舎の、二階三階の窓を撃ち抜き、北側の第二校舎まで飛び込んでくる。

　ガラスと金属とコンクリートの破壊音の中で栗くり野のが叫んだ。

「機銃はオレが黙だまらせる！　その後で屋上から撃げき退たい班と矢を一いつ斉せい射撃する！　まずマーカーを撃つから方向と距離の報告を頼たのむ！」

　栗野は自動小銃を構えると踊り場から飛び出して行った。

　やがて、何発か銃声がして、機関銃の音は唐とう突とつに止まった。

　栗野の狙そ撃げきが命中したのだろう。

　トランシーバーから報告が入る。

「ジープが下がります！」

「よし！　マーカーを撃つぞ！　見失うなよ」

　僕は北の窓の隙すき間まから東側を見た。

　真まっ赤かな火の玉が放物線を描いて飛んでゆくのが見えた。

　矢に発はつ煙えん筒とうをつけて飛ばしたのだ。

　火の玉は東側から侵入してきた連中の右に落ちた。

「もう少し左！　距離はぴったりだ！」

　僕ぼくの指示に合わせて第二校こう舎しやの屋上から次々に放物線を描いて矢が飛んでゆく。

　洋よう弓きゆうと、弓きゆう道どう部の弓で、カッターナイフの刃を使って作った矢や尻じりをつけた矢を飛ばしているのだ。

　直接狙ねらうより威い力りよくは少なく、身体からだを貫通したり…殺すだけの力はない。

　でも、上から加速度をつけた刃物が降ってくるのだから無事ですむわけがない。

　怪け我がをさせて戦闘意欲を失わせることだけが目的だ。

　そして…戦いが始まって二時間が経過した。

　やつらはすでに高校の敷地内に侵入し、第一第二校舎ともに一階は、やつらに占せん拠きよされていたが、いまだに二階部分には侵入を許していなかった。

　それは栗くり野のの狙そ撃げきと、スタンガンのおかげだった。

　栗野は銃を持つ幹部だけを狙ねらい撃ちにした。

　幹部が倒れると、その指し揮きを受けていた連中は、どうしていいかわからなくなってしまい、他ほかの幹部が来て命令を下すまでロボットのように立ち尽つくしてしまう…。

　そして、スタンガンを棒ぼうの先に取り付けて、電源は背中に背せ負おった軽自動車用のバッテリーから取り、手元のスイッチで操作するように改造したヤツは強力だった。

　バリケードを乗り越えようとしたり、壊こわそうとするやつらの腕うでや身体に、スタンガンを押し付けてスイッチを入れるとパチパチと音を立てて火花が飛び、やつらはその場にひっくり返る。

　もしも先せん端たん部を捕つかまれても、先端だけ抜けるように作ってあるから電源さえあれば、放電部などいくらでもスペアがある。

　階段バリケード下にはやつらのうめき声とヒステリックにわめく幹部の声が響いていた。

　僕たちは勝てるかもしれない。

　いや…勝てないにしろ…すくなくとも一方的にやられているわけじゃない。

　やつらがいくら大勢でも、一対一で戦えば僕たちもやつらも同じことなんだ。

　しばらくすると、階下が妙みように静かになった。

　…退たい却きやくしたのか？

　いや…そんなに簡単にあきらめるわけがない…。

　やがて見張りから報告が入った。

「やつらは正門に向かいました！　バリケードの撤てつ去きよを人海戦術でやるつもりです！」

　やつらもバカじゃない。

　何がなんでもジープを校庭に入れるつもりだ…。

　あの機関銃で撃たれたら、校内の階段などに作ったロッカーと机のあんなバリケードなんかあっという間まに鉄てつ屑くずだろう。

「栗野！　聞いたか？」

「聞いた、オレたちはこれから南側に移動する、そこでバリケード撤てつ去きよの指揮をしているヤツを狙ねらう、残念だが矢が残り少ない…二十～三十本というところだが…やってみる」

　踊り場を出て第二校こう舎しやの屋上を東に走った。

　そこから正門が見えるのだ。

　向かいにある第一校舎の屋上では積み上げたバリケードの中から栗くり野のたちが矢を放ちはじめていた。

　つるべ撃ちとはいかないが、連続して矢を放つ。

　矢は正門にむらがる連中の上に落ちる。

　矢に当たった何人かは悲鳴を上げて転ころがり落ちるのだが、周りのヤツは視線すら動かさずに黙もく々もくと積み上げたロッカーや机を動かし続けている。

　…蟻ありだ。

　あいつらは人間じゃない。

　頭の中は蟻なんだ。

　やがて…矢が尽つきた。

　栗野が、バリケードから這はい出して、一番角かどのところまで行き、背せ負おっていた自動小銃を構えた。

　正門の内側に築いたバリケードは、ほとんど撤てつ去きよされ、押さえているのは大きなコンクリート製のブロックだけだ。

　正門の脇わきには撤去されたバリケードの残ざん骸がいと、身体からだのあちこちに矢を突き立てた負傷者が転ころがっている。

　やつらは負傷者の手当をしない…。

　幹部以外はすべてほったらかしだ。

　…人間の価値観が違いすぎる。

　僕は、向こうの世界の栗野の言葉を思い出していた。













　第十九章「突入」







　やがて、正門の向こう側でエンジン音が大きくなった。

　目の前にある第一校こう舎しやの屋上で銃を構えている栗くり野のの背中に緊張が走る。

　どしゃっ！

　なにか重い金属のかたまりがぶつかる音がした。

　再びエンジン音が大きくなる。

　ずしゃっ！

　僕ぼくは、音がするたびに、正門の厚い扉とびらが開きはじめているのに気がついた。

　両側のコンクリートブロックが押されているのだ。

　扉が開いた時。

　その時が勝負の分かれ目だろう。

　栗野の声がトランシーバーから流れる。

「残りの弾丸を全部使ってでもあのジープを止める！　失敗しないように祈ってくれ！」

　ジープが繰り返し正門に体当たりするたびに門の隙すき間まは大きくなる。

　やがて…。

　正門の厚い扉とびらは自動車一台分の隙間を開けた。

　エンジンを何回も吹かす音がして。

　突然ジープが飛び込んできた。

　全面が大きく壊こわれ、猛たけ々だけしさを増したその車は、巨きよ大だいな獣けもののような勢いで校庭に走り込んだ。

　ジープの後部座席には、一人の男が立ち、校舎に向かって機関銃を乱射していた。
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　機関銃の弾だん丸がんが校舎の壁を削けずり取り、挑ちよう弾だんとなった弾たまが金属音を立てて僕の頭の上を飛びすぎてゆく。

　栗野が立て続けに撃ったのはその時だった。

　ジープの周りに土煙が立つ。

　…当たれ！

　頭の中にはそれしかなかった。

　願いが通じたのかどうかわからない…。

　しかし、その時ジープの方向が変わった。

　ハンドルを右に切ったジープは加速しながら土煙を上げてイモ畑に突っ込んで行く。

　それは、あきらかに異常な行動だった。

　運転手に当たったのかジープに当たったのかわからないが、栗くり野のの射撃は効果があったんだ！

　ジープは見ている前で右に大きく傾かたむいた。

　きっと落とし穴に前輪をとられたのだろう。

　盛せい大だいな土煙の中に横転するジープの輪りん郭かくが見えた。

　ジープは一回転半して裏返しになったまま止まった。

　土煙が少し収まる…。

　イモ畑の中でひっくり返ったジープは僕ぼくたちにとって無害な存在に成り果てていた。

　僕はトランシーバーに叫んだ。

「やったな！　栗野！」

「こっちも弾たま切れだ…全部撃っちまった」

　やれやれ…といった感じで栗野が答えた。

　屋上から自分の持ち場に駆かけ戻もどり校内放送のマイクのスイッチを入れる。

「機関銃とジープは始末した！　繰り返す、もうやつらは機関銃を撃てない！　安心しろ！」

　その時、トランシーバーが悲鳴まじりの声を上げた。

「こちらは第一校こう舎しやの階段部隊です…ケガ人が続出で…押されています！」

　女の子の声だった。

　第一校こう舎しやの三階と二階の間のバリケードが危あぶないのだ！

「屋上の撃げき退たい班を応援に行かせよう！」

　栗くり野のは手短にトランシーバーに向かって指示を出してから言った。

「木き梨なし、コンプレッサーの用意をしておけ」

　コンプレッサー…。

　いよいよ重油爆ばく燃ねん装置の出番なのか。

　どの程度使えるものなのか…。

　それよりも。

　そのスイッチを押さなくちゃならないのか…。

　悩む暇もなく、チャンネル二のトランシーバーから小さな声が流れた。

　それは、ここと香か織おりたちがいる体育館床ゆか下したのシェルターを結ぶホットラインだった。

　トランシーバーをひったくると耳に押し付け、全神経をトランシーバーの言葉に集中させる。

　それは息を殺した香織の声だった。

「幸ちゃん…聞こえる？」

　あせる気持ちを抑えながら、ささやくような声で答えた。

「どうした？」

「人が入って来てるの…体育館の中に…あっちこっちを調べているみたい…」

「わかった…なんとかする…あと少し静かにしていてくれ…」

「うん…まだまだ頑がん張ばれるから…」

　通話は終わった。

「どうする？」

　栗野は歯をくいしばって机を叩たたいた。

「ちくしょう…誤算だ！　やつらは体育館を攻撃の拠きよ点てんにするつもりかもしれない。なんとかしてやつらの関心をこっちに引き寄せないと。まずいことになる」

　おびき寄せるってことか…。

　その時、頭の中に作戦会議の時のバカ話が浮かんだ。

　そうだ、うまくいくかどうかわからないが、やってみる価値はある！

「栗野！　あとは頼たのんだ！」

　栗野の返事も待たずに踊り場を飛び出し、二階の理科室に向かって走った。

　そこには食しよく糧りよう貯蔵兼調理場所として、水と食糧とプロパンガスのコンロなどが運び込まれているはずだった。

　理科室に飛び込むと、そこにあるコンロとフライパン、そして片手鍋なべまで動員して次から次に、ひたすらホットケーキを焼いた。

　やがて、校舎の中にホットケーキの焼ける甘あまい匂においが漂ただいはじめた。

　ホットケーキの匂においは暴力的だった。

　この甘あまい匂いは校こう舎しやから外へと流れて行くはずだ…。

　その場に居合わせた撃げき退たい班の連中に向かって僕ぼくは言った。

「食いたいヤツは食っていいぞ！　ついでに他ほかの場所で戦ってる連中の所にも配ってやれ！　腹が減へっては戦いくさはできんと言うのは本当なんだからな！」

　踊り場に戻もどって来ると、栗くり野のが笑いながら双眼鏡を差し出した。

「たいしたアイディアだ！　見てみろ！」

　双眼鏡でグラウンドをのぞくと、体育館に向かっていた連中が、わらわらと集まってくるのが見えた。

「効果ありだな」

　そうつぶやいた時。

　視界に妙みような一団が入った。

　緑色のシャツを着た目つきの鋭するどい一団だ。

　その一団の中に…。

　メガネをかけた妙に大人おとなびた顔をした男がいるのに気がついた。

　息が止まった。

　あの男は…。

　僕の表情に気がついたのだろう、栗野が怪け訝げんそうな顔をする。

「どうした？　何かあったのか？」

　もしかしたら。

　…でも…そんなバカなことって…。

「今…緑色のシャツを着た連中の中に…知った顔があったんだ…」

「なんだって？　緑色のシャツを着た連中の中に？」

　栗野は僕の手から双眼鏡をひったくった。

「ちくしょう。よく見えないな。もっと倍率の高い双眼鏡はないのか？」

　僕は、カメラバッグの中に三百ミリズームレンズがあることを思い出した。

「カメラレンズならある！　テレプラスつければ倍率はさらに倍だ！　持ってくる！」

　写真部の部ぶ室しつへと走る。

　ロッカーの上にあったカメラバッグを開けるのももどかしくＥＯＳを取り出すと、レンズを外し、テレプラスを間に入れて三百ミリズームを装着した…これで実質六百ミリと同じ倍率になったはずだ。

　ＥＯＳを抱かかえて踊り場に戻ると、栗野は双眼鏡をのぞいたままだった。

　その横でＥＯＳを構える。

　ファインダーの中に、どアップになったのは護ご衛えいの顔だった。

　威い圧あつ的な目つきはとても僕ぼくと同じくらいの年ねん齢れいには見えない。

　僕はそいつが首に掛けているネックレスに気がついた。

　バラの花びらが乾かわいたようなものをつなげて輪に通したものを首にかけている…。

　そのバラの花びらのようなものの正しよう体たいに気づいた時。

　僕は息を飲んだ。

　それは何十という数の人間の耳だった。

　その大きさから見て、それはあきらかに子供の耳だった。

　やつらは…犠ぎ牲せい者の耳を切り取り…それを勲くん章しようとして首に下げているんだ…。

　…狂くるっている。

　こいつらに負けた時。

　健けん一いちや香か織おりがどうなるのか…。

　初めてそれを実感した。

　負けられない…。

　絶対に負けられないんだ。

　その時、栗くり野のの声がした。

「桃もも山やまだ…」

　あわててカメラのレンズを振る。

　護ご衛えいの連中の中に、横顔が見えた。

　それは…間違いなく桃もも山やまの横顔だった。
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　桃山は、厳しい顔つきで、周りにいる幹部連中に、なにやら指示を与えていた。

　栗くり野のは双眼鏡を顔から離すと、ゆっくりと言った。

「緑色のシャツは、親衛隊だ。おそらくここの最高幹部だろう」

　そして栗野の目から涙がこぼれ落ちた。

「でも…なんで桃山が…」

「わからん。だが、これだけは言える！」

　栗野は涙を手の甲こうでぐいとぬぐってグラウンドの方角をにらみつけた。

「桃山は…敵だ！」

「戦うのか？　桃山と…」

「あそこにいるのは敵だ！　桃山なんかじゃない！」

　栗野は壁に立て掛けてあったボウガンと矢のケースを手に取った。

　しかし…そのケースの中に矢は三本しか入っていなかった。

「おい！　たった三本しかない矢でどうするつもりだ！」

「木き梨なし、オレがここを出てから三分後に重油を噴ふん霧むしろ。そして合図したら点火してくれ、その爆発に気をとられている隙すきにオレは桃山に近づいて…倒す！　あいつが最高幹部なら、それでオレたちは勝てるんだ！」

「バカ言え！　中庭やグラウンドは、やつらでいっぱいなんだぞ！」

「だから…お前の重油爆発が頼たよりなんだ！　爆発に巻き込まれればどんな人間だってパニックになる…その騒さわぎの中ならオレはあいつに近づける」

　栗野はそう言い切るとボウガンを肩かたに掛け、トランシーバーをつかんで踊り場を出て行った。

　時計を見た。

　三分後に重油を撒まかなきやならない。

　中庭を見下ろすと。

　そこに、やつらがいた。

　何十人という中学生ぐらいのガキどもが、呆ぼう然ぜんと二階を見上げていた…。

　中庭には香か織おりたちが取り入れ忘れた洗せん濯たく物のシーツが風にあおられてはためいている…。

　そのシーツの間で…。

　ホットケーキの匂においをかぎながら…。

　そいつらは泣いていた…。

　何を泣いているんだ？　あいつらは…。

　そうか。

　香か織おりたちが洗濯したシーツ…。

　洗濯石せつ鹼けんの匂においがするそのシーツと…焼き立てのホットケーキの香かおり…。

　この世界がウイルスにやられる前の…。

　幸福だった家族との思い出…。

　あいつらはそれを思い出して泣いているんだ。

　あいつらは…敵じゃない。

　トランシーバーに向かって僕ぼくは叫んだ。

「栗野！　だめだ！　中庭にいるのは敵じゃない！」

「何を言ってるんだ！　今、やらなきゃオレたちは勝てないんだぞ！」

　勝つためなら何でもやるつもりだった…。

　でも、泣きながら二階を見上げているあいつらの顔を見た時…。

　スイッチを押す勇気が、消えてしまった。

　その時、切迫した声がトランシーバーから飛び込んで来た。

「何か、体育館の様よう子すが変です！　やつらが、まとまって体育館の方に向かいました！」

　見張り員の声は悲鳴に近くなった。

「何か持って行きます…あれは！　ジープのガソリンタンクみたいです！　見つかったんだ！」

　僕はチャンネル二のトランシーバーに向かって叫んだ。

「香織！　どうした！　何があった？」

　トランシーバーからは、何か大おお騒さわぎになっている様よう子すが途と切ぎれ途切れに入って来た。

「…だめ！…そっちに行って！…健けん一いちはここから動かないで！…あ！　幸ちゃん！　見つかっちゃったみたいなの…あいつら中に入れないものだから通風孔こうのパネルに穴を開け始めたわ！」

　やつらは床ゆか下したの香織たちの部へ屋やにガソリンを流し込んで火をつけるつもりなんだ！

　全身の毛が総そう毛け立った。

　とんでもないミスをしていた！

　直接床下に侵入されなければ、香織たちは安全だと思い込んでいたのだ。

　栗くり野のの声が流れる。

「いいか！　水みず樫かし！　やつらが流し込むのがジープの燃料だとしたら軽油か灯油だ！　ガソリンと違って染しみ込むものがなければ爆発的に燃え上がったりはしない！　砂と消火器で消せばなんとかなる！　もう少し持ちこたえてくれ！」

「うん、わかった！　砂と消火器ね！　なんとかする！」

　トランシーバーは沈ちん黙もくした。

「栗野！　なんとかならないのか！」

「一階にいる連中を何とかしろ！　あいつらを片付けなきゃ降りて行けない！」

　僕はコンプレッサーのスイッチを見た。

　せめて犠ぎ牲せい者を少なくする方法はないのだろうか…。

　殺さなくてもすむ方法が…。

　そうか、ただ追い払うだけでいいんんだ！　連中が中庭からいなくなって…騒さわぎになれば栗くり野のは桃もも山やまに近づけるんだ！

　僕ぼくは迷わずにコンプレッサーのスイッチを押した。

　屋上に設置した電動コンプレッサーから、ダダダダダ…というリズミカルな音が響いてきた。

　空気に石油の匂においが混まじる。

　校内放送のマイクをつかんでスピーカースイッチを、全校放送に切り替える。

「外の連中聞こえるか！　今、中庭に振りまいているのはガソリンだ！　もうすぐそれに点火する！　死にたくなかったら逃げろ！　校内の撃げき退たい班！　中庭に面した場所から離れて物陰に待たい避ひしろ！　五秒後に点火する！」

　トランシーバーから栗野が何か言ったが、僕ぼくは聞いていなかった。

　腕うで時計で時間を見る。

　遅い…。

　秒針が進むのがこんなに遅いものだとは思わなかった。

　秒針は、ゆっくり秒を刻きざんでゆく。

　僕は待った。

　五秒と言ったが十秒は待つつもりだった。

　しかし…。

　八秒が限度だった。

　秒針が八つ秒を刻きざんだ時、僕は点火スイッチを押した。

　…。

　何も起こらない…。

　何かの間違いか！

　スイッチを押した。

　何度も何度も押した。

　何も起こらなかった…。

　ちくしょう！　断だん線せんしてるんだ！

　僕は、さっき機関銃で撃たれた壁面の弾だん痕こんを見ながら壁を殴なぐりつけた。

　どうする！

　泣き叫ぶチビガキどもをなだめながら必死に火を消そうとしている香か織おりの姿を想像した。

　その火は、やがて香織とチビガキどもを飲み込むだろう…。

　点火しなくちゃ…。

　あの重油の霧の中にライターを持っていって点火するか…。

　でも…それは最後の手段だ。

　何かないだろうか、リモコンやタイマーのようなもの…。

　目の前にあるのは、双眼鏡と、トランシーバーと、ＥＯＳだけだ。

　タイマーなんかどこにもない…。

　…タイマー？

　そうだ！　このカメラのセルフタイマーが使えないか？

　ストロボの発光部ってのは…確か電気のスパークと同じ原理だったよな…。

　点火できるぞ！

　僕ぼくは双眼鏡で　ストロボの発光部のレンズを叩たたき割り、そいつをひっつかんで屋上に飛び出した。

　噴ふん霧む装置に向かって走りながらトランシーバーにむけて怒ど鳴なる。

「栗くり野の！　点火装置が故障した！　これからストロボで点火する！　一分後に爆発する！　後を頼たのむぞ！」

　トランシーバーが何かわめいたが聞いているヒマはなかった。

　ＥＯＳのセルフタイマーを一分にセットして噴霧装置の前に置く。

　屋上には重油の霧が渦うずを巻いていた。

　これでいい。これでシャッターボタンを押せば一分後にストロボのスパークで発火して重油の霧は爆ばく炎えんに変わるはずだ。

　だめだったら…こいつを使えばいい。

　ポケットの中の百円ライターを握にぎり締しめた時。

　脳のう裏りに髪をポニーテールにまとめた向こうの世界の香か織おりの顔が浮かんだ。

　…ごめん。

　帰れそうにないや…。

　香織は笑っていた。

　その笑顔は、記き憶おくのフィルムの、最後の一コマに写った笑顔だった。

　そうか…。

　この笑顔を忘れなければいいんだ。

　こっちの世界の香織が言っていた言葉の意味がわかったような気がした。

　人間は、思い出だけでも生きて行けるんだな。

　ハッピーエンドで終わらない物語をハッピーエンドにするのが人間なんだ。

　運命に勝てたのか。それどもこれ自体が運命だったのか…。

　かまうもんか…こっちの香織や健けん一いちが皆殺しになる運命だけは出し抜いてやれるんだ…。

　一回大きく息を吸い込むと、シャッターボタンを押す。

　発光ダイオードが赤く光り、電子音が響く。

　風かざ上かみにある冷房の放熱塔の隙すき間まに走り込む。

　電子音の感覚が短くなる。

　そして…。

　電子音が止まった。

　一いつ瞬しゆんの間まがあった。

　…失敗か！

　そう、考えたのと同時に。

　カシャ！

　ＥＯＳのフォーカルプレインシャッターの乾かわいた音が響いた。

　その瞬しゆん間かん。
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　視界がオレンジ色に染まった。

　顔を隠かくした肘ひじから先…。

　身体からだの前面が物もの凄すごい熱に焙あおられると同時に身体が後方へ吹き飛ばされて屋上のコンクリートに叩たたき付けられた。

　やったぞ！　大成功だ！

　息が止まるほどの痛みとともに意識が消えていった。

　ただ、満足感だけがあった。













　第二十章「そして…」







　清潔なシーツの感触と消毒薬の匂におい…。

　最初に意識の中に入ってきたのはその二つだった。

　世界が白かった。

　ただ一面の白。

　それが、顔に巻かれた包ほう帯たいの色だとわかるのに、しばらく時間がかかった。

　体を動かそうとして右足と脇わき腹はらに走った激痛に思わずうめき声が出た。

　誰だれかが、ぱたぱたと走ってくる。

　その足音だけで。

　それが誰だれなのかわかった。

　無ぶ事じだったんだな。

　…香か織おり。

　やわらかい手が脇わき腹はらに触れる。

　息づかいとともに香織の匂においが鼻び孔こうをくすぐる。

　…いい匂いだ。

「…香織だろ？」

　しゃがれた声だったがなんとか声が出た。

　脇腹にあてられていた手が一いつ瞬しゆん止まる。

　しばらくして…。

　胸元にあたたかいしずくが落ちたのに気がついた。

「ばか…泣くな…」

「だって…」

「みんな…無事か？」

「うん…ケガ人がいっぱい出たけど…私たちの方は死んだ人はいなかったわ…」

「そうか、それは良かったな…」

　そう言ってから自分のケガの程度が気になった。

「どうなんだ？　あれから何日たったんだ？　目は見えると思うんだが…」

　細い指先が目の前の包帯を広げてくれる。

　その隙すき間まから半泣きの香織の顔が見えた。

「半日しかたってないわ、顔とか指先にヤケドしてたから包帯まいてたの…あとは肋ろつ骨こつにヒビが入ってるって…右足もねんざしてるけど…大だい丈じよう夫ぶよ幸ちゃん…」

　香か織おりは笑った。

「国くに光みつさんが帰ってきたの…国連の人たち連れて…」

　そうか…間まに合ったんだ…。

　僕ぼくたちは…安全なんだ。

「…だから…ゆっくり直しましょう…時間はいっぱいあるんだもの」

　香織は微笑ほほえんだ。

　そして微笑みながら顔に巻いてあった包ほう帯たいを外してくれた。

　香織は美しかった。

　かわいいんじゃない、本当に美しかったんだ。

　この笑顔のために。

　僕は闘ったのかもしれない。

　いや…。

　僕は闘えたんだ。

　そう思ったら…不覚にも涙が出てしまった。

「どうしたの？　どこか痛むの？」

　香織が不安そうな顔をする。

「いや…まぶしいだけだ」

　僕は、そう言ってから、あらためて香織の名前を呼んだ。

「なあ…香織」

　香織が目を見開いた。

「なあに？」

「僕は、消火器の約束を果たせたかな？」

　一いつ瞬しゆん。

　香織が息を止めたのがわかった。

　やがて…。

　その両目からぽろぽろと涙がこぼれおちた。

「…うん…守ってくれた…幸ちゃんは…約束を守ってくれたよ…」

　僕は包帯が巻かれた右手を上げて香織の髪をなでた。
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　包帯ごしに香織の温あたたかさが伝わってきた。

　生きていて良かった。

　心の底からそう思った。

　十七年間しか生きていないけど…。

　本当にそう思ったのはこれが初めてだった。

　僕ぼくはしばらく満足感にひたっていた。

　そして、ふいに桃もも山やまのことを思い出した。

　思わずその場に起き上がった。

　右の脇わき腹ばらに、また激痛が走ったがそんなことはどうでも良かった。

「だめよ！　まだ寝てなくちゃ！」

「いや！　いいんだ…それより栗くり野のはどうした？…桃山はどうなったんだ？」

　香か織おりの顔が曇くもった。

「栗野くんは無ぶ事じよ…でも…桃山くんは…」

「死んだのか？」

「ううん…まだ息はあるわ…でも…」

　香織は首を振った。

「会わせてくれないか？」

　香織は黙だまって僕の顔を見ていたがやがて小さくうなずいた。

「無理しないでね…」

　僕は香織の肩かたにつかまって、体育館の舞台の下に向かった。

　そこには緑色のシャツを来た男が横たわっていた。

　男の横にしゃがんでいた栗野が顔を上げて僕を見た。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああ…なんとか動ける。それより桃もも山やまは？」

　栗くり野のは黙だまって首を振った。

　桃山の首筋に巻かれた包ほう帯たいには鮮血がにじんでいた。

「矢はこいつの首筋を貫通した。止し血けつはしたんだが…」

　僕ぼくは、その場にしゃがみこんで桃山の顔を見た。

　生せい気きを失ったその青白い顔には、昔の面おも影かげはなかった。

　思わず声を掛けていた。

「おい！　桃山！　聞こえるか！」

　桃山は反応を示さなかった。

　栗野は首を振った。

「こいつと別れたのは一年前だ。三日熱がはやり始めた頃ころ、米軍の医療施設ならワクチンが手に入るってウワサを聞きつけて、オレが止めるのも聞かずに神奈川の米軍基地へ向かった。そして…それきりだった、こんな形で会うなんてな…」

　そんな行動的な桃山の姿が想像できなかった。

「必死だったんだな」

「山やま野のが…かりんが発病したのを知った時、こいつは必死だった。でも…その努力がすべて無む駄だだったと知った時、こいつの心の中には、絶望と…この世界と人間そのものに対する復ふく讐しゆうしかなかったんだろう…」

「復讐？　何の？」

　栗野はぼくを見た。

「ＡＢＣウイルスは、細菌兵器の変異体らしい。アメリカで事故があったとか、もともとはソビエトロシアで開発されたとか言われてるが本当のところは誰だれにもわからない。こいつは、そんなものを生み出してしまったこの世界すべて、この世界に生きるすべての人間が許せなかったんだだろう」

『水みず疱ぼう瘡そう』なんて、僕の世界では、ごくありふれた病気の一つでしかないのに、この世界では未知のウイルスだったんだな。

　僕は桃山との会話を思い出していた。

『社会構造をリセットしたあとに構築されるべき新世界では、僕は織お田だ信のぶ長ながになれる…』

　バカ野郎！　こんなものがお前の言う新世界だったのか。

　人を愛するとか、子供を守るという概がい念ねんすら否定する新世界…なに一つ生み出さずに自じ滅めつへと向かう世界に他人を引きずり込んでゆくことが…お前の目的だったのか…。

　その時。

　桃山が薄うす目めを開けて僕を見た。

　そして、ちいさな…やっと聞き取れるような声で桃もも山やまがつぶやいた。

「き…なし…いきて…のか」

　思わず桃山の手を取った。

　その、ほとんど体温を失いかけた手を握にぎって僕ぼくは叫んだ。

「そうだ！　僕だ！　わかるか！」

「そうか…わ…くちん…が…できた…のか…」

　ワクチン？

　ああ、そうか、きっと僕が三日熱のワクチンで助かったと思っているんだ。

「ああ！　そうだ！　これでみんな助かる！」

　僕は桃山に噓うそをついた。

　死んで行く友人に、僕がしてやれることは、それくらいのことしかなかった。

　桃山の顔に薄うすい笑いが浮かんだ。

「か…りん…まって…ろ…いま…いく…」

　そこまで言って、桃山は大きく息を吐はいた。

　そして、二度と息を吸い込まなかった。

　香か織おりが泣いていた。

　栗くり野のも泣いていた。

　本当はこんなヤツのために泣いたりしちゃあいけないのかもしれない…。

　憎にくんでも憎んでも飽あき足らないほど憎むべき男…。

　何百人もの子供や人々を殺した男……。

　でも、死ぬ時。こいつは僕の友人『桃山仁ひとし』として死んだのだから…僕は泣いてもいいんだ。

　そして泣きながら僕は考えた。

　こいつは、死に場所を求め続けて来たのかもしれない…と。

　桃山を埋まい葬そうするために体育館の外に出た時、僕は息を飲んだ。

　校こう舎しやは黒くろ焦こげだった。

　重油爆ばく燃ねん装置は予想以上の効果を上げたらしい。

　栗野が僕の視線を追って校舎を見る。

「すごかったぞ、校舎の中庭側の窓が全部ふっとんだ。やつらは総そう崩くずれになった、オレがグラウンドに回った時、桃山は逃げる用意をしていた…」

「こんなに燃えると思わなかったな…」

　栗野が僕を見てぽつりと言った。

「お前のせいなんだぜ」

「僕の？」

「ああ、本来ならば点火と同時にコンプレッサーのスイッチを切る手て筈はずになっていただろう？　ところがお前は自分で点火しに行っちまったから、誰だれもコンプレッサーのスイッチを切るやつがいなかったんだ、スプレーガンはそのまま火か炎えん放射機になっちまった。燃えるわけだよ…」

「ごめん」

「いいんだ。気にするな、それどころか誇ほこりに思えよ、お前の捨て身の行動がなければ勝てなかったんだからな」

　その時、まだ薄うすく煙を上げている焼け跡あとを片付けている一団に気がついた。

　見覚えのない中学生くらいの年齢の少年の一団だった。

「おい…あの連中はもしかしたら…」

　栗くり野のはうなずいた。

「そうだ、選ばれし者たちだ。元って文字が頭に着くがな」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　栗野は肩かたをすくめた。

「じゃないか？　たぶん。とにかく水みず樫かしの言うことは聞く」

「水樫の？」

「ああ、逃げ遅れて怪け我がしているあいつらに手当をして。洗せん濯たくした着替えを渡して。ホットケーキを焼いて食わせて、泣いているヤツの肩かたを抱だいて励はげましたのは水樫だ。そして、一人が言ったんだ、泣きながら。ありがとう…ごめんなさいってな。それが最初だった」

　栗野は頭を振った。

「マインドコントロールが完全に解けたわけじゃない。でも、あいつらの心を覆おおっていた鎧よろいは、ほとんどなくなったと見ていいだろう。旅人のオーバーを脱ぬがすのは、やっぱり太陽かもしれない」

　栗野の言葉を聞いて、あの時、中庭の洗濯物の中に立って、理科室から流れてくるホットケーキの匂においを嗅かいで泣いていたやつらの顔を思い出した。

　間違っていなかったんだ…。

「もう大丈夫だろう。今回の反省から各キャンプ間で無線連絡ができるようにしてくれるらしい」

「他ほかにも生き残ってる人がいっぱいいるのか？」

「ああ、生き残っている人が結構多いことがわかったんだ、今、ラジオを復活させる話が進んでいるらしい。そうすればどこにどれだけの人間が生き残っているかがわかるからな」

「世界はどうなってるんだ？」

「アジア大陸の方はひどいものらしい。ただ、あそこは人間の数が違うからな、総人口の一割が生き残ったとしても、日本の十倍は生き残ってる計算だ。アメリカも結構生き残っている人間は多いらしいが社会体制はぼろぼろで、ほとんど西部劇の状態らしい。まともに動いてるのは軍隊の一部と政府の一部だけで、自国のことで精一杯らしい」

　栗くり野のは笑った。

　そうか、たしかにこの世界は終末を迎えた、でも、それは本当の終末じゃなかったんだな。













　第二十一章「終末の続き」







　その日の夕方。

　僕ぼくは一人で校こう舎しやの屋上に立っていた。

　真っ黒になった屋上のあちらこちらには焼け残った重油の溜たまりがあり、焼けた石油の匂においが充じゆう満まんしている。

　捻ねん挫ざした右足の腫はれはだいぶ引いていたが、まだ何もなしで歩くには不安があったので、松まつ葉ば杖づえを借りてここまで登って来た。

　香か織おりのヤツは、まだ寝ていろ！　とうるさかったが、寝ているわけにはいかない…と、やっとのことで説き伏せた。

　やたら世話を焼きたがるところなんかは、あっちの香織と変わらないな。

　なんとなくおかしくなって一人で笑ってしまった。

　夕日が街を照らしている。

　最初に見た時、地じ獄ごくにしか見えなかった街並みが、明るく見えるような気がした。

　あっちの世界の栗くり野のが『週末と終末をかけたのか？』って言っていたけどあながち外はずれでもなかったようだな。

　この世界は終末を迎えたように見えたけど…このまま終わって行くわけじゃない。

　少しずつだけど復興しつつあるんだ。

　そう…終末じゃなくて週末だったんだな。

　週末の次に来るもの…。

　それは月曜日だ。

　これから新しい週がはじまるその日。

　世界は、その日の朝を迎えようとしてるんだ…。

　ふと、足元を見ると、そこに何か黒くろ焦こげになった機械部品のカタマリのようなものが転ころがっていた。

　何だろう？

　拾ひろい上げると、それはキャノンＥＯＳの、変わり果てた姿だった。

　レンズは割れ、ボディはぐしゃぐしゃだった。

　一年分の夏休みと冬休みのアルバイトの結晶だったのにな。

　ため息をついた時。

　後ろで声がした。

「どうだね…運命と戦った気分は」

　僕ぼくは振り返った。

　そこに、あの爺じいさんがいた。

　爺さんは面おも白しろいものでも見るような顔つきで僕をながめて言った。

「いや、たいしたものだ。たった一人で、それもあれだけの装備で、この世界の人間の運命を変えてしまうとはな。因いん果が律りつは、この世界の破は滅めつを示していた。残された人々は、互いに不信と憎ぞう悪おをぶつけ合い滅ほろびてゆく。文明の光は失われ長い暗黒の時代が続くはずだった…」

「はずだった？　変わったんですか？」

　爺さんはうなずいた。

「お前さんが変えたんじゃ。ここはこの先、もっともっと大きな集団になってゆく。やがて、ここで育った子供は、他人を信じる人間になる。共に生きるという意味を知るのじゃよ、そして文明の光は保たれる。すべてはここから始まる…」

「まさか！　そんなことってあるわけないですよ！」

　爺さんの顔は真ま面じ目めだった。

「お前さんは、この世界を知らんからそう言えるのじゃ。不信のあげくに分裂し、自じ滅めつする集団や、一部の権力を持った人間だけが食しよく糧りようを支配してしまい、餓が死し者しやすら出している集団がどれほど多いか。世界では、この空白の時を狙ねらって覇は権けんを唱となえる国同士で戦争すら起こっているのじゃ。ただでさえ少ない人間が、さらに減へっていくのじゃよ。アジアでは三日熱が再流行する兆きざしすらある。国連は、もうすぐ有名無実となるじゃろう…」

　知らなかった。

　そんなひどいことになっているなんて…。

　爺じいさんは笑った。

「わかったかね、お前さんがやってのけたことを。運命を、因いん果が律りつを、お前さんは見事に出し抜いたのじゃ。お前さんがやったことは本当に小さなことじゃが、生きた麦の粒つぶがほんのひとつかみあれば、そこから麦畑が生まれるのじゃ」

　実感が湧わかなかった。

　だって…僕ぼくはこの世界の香か織おりや健けん一いちを助けたかっただけなんだから。

　やがて、爺さんの顔から笑顔が消えた。

「さて、おまえさんにその転移装置を渡して一週間が過ぎた。お試ためし期間の終了じゃ。どうするね？」

　一週間？…そうか、最初にこの世界に転移したのは月曜日だった。今日は確か日曜日。本当に一週間しか経たってないんだ。いや、そんなことより…どうする…って？

　爺さんの言っている意味がわからなかった。

「お前さんには充じゆう分ぶん『変数』としての才能がある。この一週間で、お前さんはそれを証明して見せた、どうだね、わしの仕事を手伝わんか？　わしらの手助けを必要としている世界はいくらでもある。言ったじゃろう、運命…いや因果律というヤツは人間を憎にくんでおる。人間の存在する世界の因果律は、どんな世界でも必ず滅めつ亡ぼうへと向かうようにセットされておるのじゃ。その世界を一つでも滅亡の淵ふちから救うのが我々の役目なのじゃ」

　爺さんはそう言うと遠くを見るような顔をした。

　すごい話だな。

　これこそが非日常ってものに違いない。

　一週間前の僕だったら…。

　一も二もなくうなずいて、爺さんについて行ったに違いない。

　でも。

　僕は約束したんだ。

　きっと帰ってくるって。

　爺さんはさみしそうに笑った。

「だめかのう、見込みはあると思ったんじゃがな…やはり固定値として生きるのを望むかね」

「すみせん、どうしても行けない理由があるんです…」

　爺さんは片方の眉まゆを上げて少し笑った。

「そうか、あの娘むすめがその『理由』か。お前さんはいい選せん択たくをしたのかもしれん。その『理由』は、お前さんの人生をかけるに足りる『理由』かもしれん。大事にせい」

「はい、大事にします。向こうが僕ぼくを大事にしてくれるかどうかわかりませんけど…」

　爺じいさんは、大きく笑った。

　笑ったあとで言った。

「そうと決まれば、これからお前さんの世界に行って。この世界が存在することを知っている人間の記き憶おくと、この世界の一いつ切さいの記録を消去せにゃならんな」

　…なんだって？　記憶を消去？

　そんなことができるのか？

　いや、できるだろう。異世界への転移すら可能なんだからそれくらいのことはやれるだろう…。

　そして爺さんはこともなげに言った。

「では、お前さんの転移装置の有効回数を、あと一回に限定して回収させてもらうぞ」

　なんだって？

　じゃあもう二度とここには来れないのか？

「そのとおりじゃ。お前さんもわしも、この世界では変数じゃ。もともと存在していなかったのじゃからな」

　この世界の僕の存在も消えてしまうんだな。

　じゃあ…僕の記憶も消されるのか？

　爺さんは笑った。

「安心せい。消しはせん。この世界の人間の記憶と、お前さんの記憶はそのままじゃ。わしらはお前さんに借りがある。なんと言ってもこの世界を救ったのはお前さんなんじゃからな…」

　…良かった。

　ほっと息をついて、視線をそらした時。

　爺さんの姿はどこにもなかった。

　あっちの世界に行ったんだな。栗くり野のや、桃もも山やまや、香か織おりの記憶を消すために…。

　日が傾かたむいてきた。

　そろそろ帰らなきゃな。

　そう考えてポケットからモバイルギアを取り出した時。階段の入り口から栗野が姿を見せた。

　栗野は駆かけ寄ってきた。

「なんだ、こんなところにいたのか。水みず樫かしに聞いたらどこかに行ったって言ってたから、もう帰っちまったのかと思って心配しながら捜さがしてたんだぞ！」

「実を言うと、今、帰ろうかと思っていたんだ」

　栗くり野のの顔つきが変わった。

「そうか、帰るのか。でも…また来れるんだろう？」

　僕ぼくは首を振った。

「いや、もう二度とこの世界には来れない」

「なぜだ！　お前はそのモバイルで、ここと、お前の世界を何回も往復していたじゃないか！」

「さっき、これをくれた爺じいさんがやってきたんだ…有効回数はあと一回だけだって言っていた。こいつはもう片道切符なんだ」

　栗野の顔が見る見るうちに赤くなった。

「ふざけるな！　そんな残ざん酷こくな話ってあるかよ！　やっとお前に会えて…あんなに楽しそうな顔で笑うようになった水みず樫かしを、お前は、このままほったらかして行くのか！」

「わかってる。でも、僕はこの世界の人間じゃない」

「許さねえ！　オレはお前を殴なぐり倒してでも帰らせない！」

「たとえお前に殴られても。僕は帰らなくちゃならない。僕の世界にも…香か織おりがいるんだ」

「わかってる！　でもよ、でも…。ちくしょう！　何でお前は一人しかいないんだ！」

　栗野は横にある手すりを殴りつけた。

　手すりは、お寺の梵ぼん鐘しようのような鈍にぶい響きを立てた。

「だから…香織のことを頼たのむ…」

　栗野は僕をにらんで吠ほえた。

「ふざけるな！　そんなこと頼まれてやるもんか！　水樫の中にはお前しかいない。お前しか住んでいないんだぞ！　まして…こんな風に現われて、助けられたりしたらなおさらだ。水樫の中にお前は一生住みつづけるだろう。そんなことできるわけないじゃないか！」

「きっと。僕はお前にひどいことを頼んでいるんだと思う。お前に思い切り殴られても仕方ないくらいの…でも…あえて頼む。お前なら頼める、あいつの中に住んでいる僕ごと…お前に預あずける。ここで生きてゆくあいつには、お前の支えが絶対必要になる。もし…僕がここに残ったとしても、僕じゃ荷物にこそなれ、支えることなんかできないだろう」

　栗野は視線をそらした。

　そのまま夕日が沈んでゆく西の空を見つめながらつぶやいた。

「水樫は、お前の事しか話さない。この一年間オレは、お前の思い出だけを聞かされてきた。水樫がお前をどれほど見ていたか…お前の事をどれほど考えていたか。木き梨なしよ、お前は知ってるか？　お前はその想おもいに応こたえていたのか？」

　栗野はそこで言葉を切って下を向いた。

「オレは…お前がうらやましかった。お前のようになれたらと、何回考えたかしれない。でも、それは夢だと自分に言い聞かせて今日まで生きてきた。そんなオレに残ざん酷こくすぎる頼みだな…それは」

「ごめん…」

　謝あやまることしかできなかった。

　栗くり野のは黙だまっていた。

　僕ぼくと栗野は黙ったまま、校こう舎しやの屋上から空と廃はい墟きよの街並みを真まっ赤かに染めてゆく夕日をながめていた。

　やがて…ぽつりと栗野が言った。

「預あずかかってやってもいいぞ」

「そうか…ありがとう…」

　栗野は向き直った。

「でも…いいか、預かるだけだからな！　もしかしたら…この世界のお前はどこかで生きているかもしれない。だから…預かるだけだぞ！」

「それでいい…それで充じゆう分ぶんだ」

　栗野が右手を差し出した。

　僕がその手を握にぎると、栗野は思い切り握り返してきた。
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　右手の指の付け根あたりから、ぽき…という音がしたような気がしたが、がまんした。

　やがて、栗野が手を離した。

「行くのか…？」

「ああ」

「イヤなことは…全部オレに押しつけて行っちまうってわけか…」

「ごめん…」

「さっきから、それしか言わないなお前は」

「ごめん…」

　栗くり野のが笑った。

「まるで夢をみていたような気がするな…」

　夢か…。

　この一週間は夢みたいなものかもしれない。

　ときどき、ふと思い出して…もう二度と見ることができないことに気がついて…とても悲しくなる…そんな夢になるような気がする。

　さて…本当に帰る時が来たみたいだ。

　モバイルギアを取り出して開き、スイッチを入れる。

「行くのか」

「ああ、これでさようならだ」

　画面を押そうとして気がついた。

　…あ、今日は日曜日だっけ、屋上の出入り口の鍵がかかってたら、屋上で一晩夜明かしするハメになっちまうな。

　僕ぼくはモバイルギアを閉じた。

「どうした？」

　栗野が、怪け訝げんな顔をする。

「いや…このまま屋上にいると、向こうの世界で締しめ出し食らいそうなんで…階段の踊り場までいこうかな…と」

　照れくさくなった僕が頭をかいて弁解すると、栗野も笑いながら僕の背中を叩たたいた。

「やっぱりお前は木き梨なしだ、木梨以外の何者でもない」

「そんなにシリアスが似合わないかなあ？」

「似合う似合わないの問題じゃない、それがお前のキャラクターなんだよ、どんなにつらいときでもどんな地じ獄ごくのようなところでも、お前は食い物を持ってきて、こう言うんだ。『とにかくおいしいもの食べようよ、それから考えても遅くない』ってな」

　栗野と二人で階段の踊り場までやってきて、僕はあらためてモバイルギアを開いた。

「今度こそ…本当にさよならなんだな…」

「ああ」

　モバイルギアのスイッチを入れて栗野の顔を見る。

　栗くり野のは作ったような明るい顔で笑った。

「じゃあな…向こうのオレによろしく言ってくれ」

「ああ…」

　夕日に照らされた栗野の顔を…。

　だんだんゆがんでゆくその顔を見ながら画面を押した。

　一いつ瞬しゆん。

　すべての物音と、真横から照らす夕日の感覚が消えた。

　そして…。

　僕ぼくの耳には街の雑ざつ踏とうの音と、真横から当たる夕日のはかない暖かさが戻もどってきた…。

　目の前には、誰だれもいない踊り場と、モバイルが載のっていたはずの手のひらだけがあった。

　涙がとまらなかった。

　誰もいない…夕暮れの日曜日の、校こう舎しやの階段を降りながら…。

　僕は泣いていた。

　誰にも見られないことだけが救いだった。













　第二十二章「最後の帰還」







「テントでガスバーナー爆発させてヤケドした上にＥＯＳ丸まる焦こげにしたってぇ？　バッカじゃないのあんた！」

　月曜日の朝、登校する道で、鼻の頭や額ひたいの皮がむけた無む惨ざんな顔を見て驚おどろいた香か織おりが、僕の言い訳を聞いて、最初に言った言葉がこれだった。

　一いつ瞬しゆんこっちの世界に帰って来たことを後悔した。

　いつもなら何か言い返すところなんだけど、そう言っている香織の眼が、

『本当は、すごく心配してるんだよ、大だい丈じよう夫ぶだった？』

　と言っているような気がしたから、黙だまっていると、今度は本当に心配そうな顔をして聞いてきた。

「怒ってる？」

「いや？　別に…本当は心配してくれてるんだろうから…」

　そう言って笑いかけると、香か織おりのヤツは、少し赤くなった。

「コースイが、あんまりバカなことばっかりするからだよ、心配してもしきれないもの」

「ありがとう」

「…え？」

　香か織おりが立ち止まった。

「なんで？」

　不思議そうな顔をして僕ぼくを見る。

「いつも、そんな風に心配してくれていただろう。僕が…消火器になる！　って言ったあの時から、お前はずっと僕の心配をしてくれていたじゃないか。だから、ありがとう…って言ったんだ」

　香織の顔が見る見る赤くなる。

　そして…。

　うつむいた香織は顔を押さえた。

「…ばか」

　涙声だった。

「なんで…突然…こんなところで…そんなこと言うんだよ…恥はずかしいじゃないか…ばか！」

「そうか？　別に恥ずかしいことじゃないと思うぞ」

「ばか！」

　香織はそう言うと僕に平手打ちを食らわした。

　叩たたかれた頰ほおを押さえながら、僕は、この世界の香織の、本当の気持ちを痛みと共に感じ取っていた。

　登校途と中ちゆうの生徒たちが、ちらちらと僕たちをながめて行く。

　さすがに気まずくなった。

「ごめん…あやまるからさ、泣き止めよ…学校行くぞ」

　香織は黙だまってうなずくと、鼻をすすりながら後からついてきた。

「おはようございまーす！」

　やけに明るい声とともにかりんのヤツが現れた。

「はあ？　なんですか部長！　朝っぱらから水みず樫かしセンパイ泣かせたりして！」

「僕のせいじゃないぞ、こいつが勝手に泣いたんだ」

「またまた、ウソばっかり、水樫センパイが、部長のこと以外で泣くわけないじゃないですか、で？　どうしたんですか？　他ほかの女に手を出して、あげくの果てにその女に子供ができたから堕おろす金を作ってこいとか言ったんですか？」

「僕は鬼き畜ちくか！」

「そうですよね、そんな甲か斐い性しようがあったら水樫センパイも苦労しませんもね」

　かりんのヤツは、そう言うとケロケロと笑いやがった。

「わかんないぞ…」

　にやっと笑って言ってやった。

　かりんの笑いが止まった。

　目をまるくしたまま僕ぼくを見ている。

「どうした？　何か顔についてるか？」

「あ、いえ…なんかすっごく大人おとなに見えたんです…部長が…」

「少なくともお前よりは年上だからな、さあ早く行かないと遅刻になっちまうぞ！」

　僕はそう言うと、香か織おりとかりんを連れて、校門を走り抜けた。

　放課後。

　僕はいつものように写真部の部ぶ室しつにいた。

　あんなにたくさん撮った写真。

　あっちの世界で撮りまくった廃はい墟きよと白骨が散らばる終末の風景…。

　その写真やネガフィルムは、すべてきれいさっぱりと消え、撮ったはずのフィルムは未使用のまま戸と棚だなの奥に置かれていた。

　あの爺じいさんの言ったとおりだったな、香織のヤツもまったくあのことは覚えていないし栗くり野のも桃もも山やまも、なにも覚えていなかった。

　あっちの世界の記録は、もう、記き憶おくの中にしか残ってないんだ。

　部室の窓から外を見る。

　ここから見える光景と同じシルエットを持つ街。

　夕暮れになっても明かりが灯ともることがなかったあの街…。

　その街の中で、必死に生きていた香織や栗野や健けん一いちたち…。

　もう、二度と会うこともないんだろうな。

「何を考え込んでるの？」

　振り返ると、そこに香織がいた。

　すごく不安そうな顔をして僕を見ていた。

「別に、それよりどうしたんだよ？　何か心配なことでもあるのか？」

「ううん別に、でも…なんでだろう、今、コースイがどっか遠くに行っちゃうような気がしたんだ…」

　そう言った香織の目に涙が浮かんだ。

「あれ？　なんでだろう、なんで涙が出るのかな、変だな…」

　あの爺じいさんは確かにこいつの記憶を消した。でも…こいつの心の奥に刻きざみ込まれた不安感だけは消せなかったんだろう。

　僕を失う…ってことは、こいつにとってそれほどつらいことだったんだ。

　そして今になってわかる。

　意地っ張りで、気が強そうに見える香か織おりの本当の気持ちが…。

　世せ間けん体ていを気にしたり、傷つくことを恐れていた自分が、すごく小さな存在に思える。

　大切なものを大切にする。

　それは当たり前の事だ…。

　愛すべきものを愛する。

　それは当然のことだ…。

　そのことにためらったり、考え込んでいちゃいけないんだ。

　今なら言えるかもしれない。

　今ならこいつの想おもいに応こたえられるかもしれない。

「香織」

「なに？」
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　香織はまっすぐ僕ぼくを見た。

　香織の目の中には僕しか写っていなかった。

　言わなくちゃいけない。

　今こそ宿題の答えを言わなくちゃならないんだ。

　僕は一回息をすって…。

　そして言った。

「知ってるか？　僕ぼくは…昔から…お前が好きだったんだぞ」

　香か織おりは目を見開いた。

　見る見るうちに頰ほおが赤くなった。

　そして。

　涙を拭ふくと、にっこり笑ってこう答えた。

「でも…私の方が、もっとずっと前から好きだったんだよ…」

　かわいかった。

　いや、いとおしかった…。

　思わず香織に近づくとそのまま抱だきしめた。

　一いつ瞬しゆん。

　腕うでの中で、香織が身体からだを硬くしたのがわかった。

　でも、その手を離さなかった。

　絶対になくしたくない。

　こいつは…。

　僕の半分だ…。

　やがて。

　手を離した僕を香織は上気した顔で恥はずかしそうに見た。

「なんか…コースイじゃないみたい…」

「僕は僕だ、何にも変わっちゃいないさ、僕は昔から…」

「普段はなにもしない消火器くんだものね」

「いや、お前は知らないだろうけど、この消火器は、結構頼たよりになるんだぜ」

　香織が、赤い顔をして目を伏せた。

「なんか…りりしいな…」

　僕は笑った。

　香織も笑った。

　何がおかしいのかわからなかったけど…二人で笑ってしまった。

「おやおや二人して。何がそんなに楽しいんですかぁ？」

　かりんが不思議そうな顔をしながら部ぶ室しつに入ってきた。

　香織が笑いながら答えた。

「これからもずっとコースイが、わたしに世話をかけるって話をしてたの、わたしはね、こいつがやるバカなことにこれからもずっと付き合わされるわけよ」

　かりんの目が丸くなる。

「それってプロポーズと同じことじゃないですか！　おめでとうございます！　で？　挙式はいつですか？」

　香か織おりがあわてた。

「ちょっと！　かりん！　変なこと言わないでよ！　わたしはねえ、コースイの後始末をやるって言っただけじゃない！　今までと変わらないのよ何一つ！　何がプロポーズよ！」

　かりんはイタズラっぽい目で僕ぼくを見た。

「本当にかわいくないですよね、水みず樫かしセンパイは…ね、部長」

　笑って言ってやった。

「その、かわいくないところがかわいいいと思うのも、男の甲か斐い性しようかな？」

　かりんの目玉が丸くなる。

　そして。かりんはにっこり笑った。

「やっぱりわたし、ハッピーエンドが好きです。それでいいんだと思いますよ、部長」

「ありがとう」

　僕は笑った。

　香織は、恥はずかしそうに下を向いて笑っていた。













　第二十三章「そしてまた日常」







　年が明けて、新学期が始まった。

　僕は、部ぶ室しつの窓から今にも雪でも降り出しそうな空をながめながら、自分の将来について漠ばく然ぜんと考えていた。

　僕は薬剤師になるつもりだった。

　未知のウイルスが、僕たちの世界を襲おそうかどうか、それはわからない。

　でも、もしも、そんな事態が僕たちの上に降りかかったとしたら…。

　そのウイルスに対抗できる手段を僕は探したかった。

　一人の学生に出来ることは知れているけど、少しでも何かができるなら、何かの可能性があるのなら、僕はそれに向かって進みたかった。

「ねえ部長！　おなか空すいちゃった！　何か作ってくださいよ！」

　僕の黙もつ考こうは、かりんの声とともに消し飛んだ。

「私、知ってるんですよ、備品戸と棚だなの中のケースにいろんなモノが詰つまってるってこと、ホットケーキミックスとか、シロップとか…」

「わかったよ、さっさとホットプレートの用意をしろ！」

「へい！　わっかりましたあ親方ぁ！」

　かりんは、実にうれしそうにそう言うと、例のごとくホットプレートを引っ張り出して来て、机の上にセットした。

　そして、気が付いたように周りを見回した。

「そう言えば、水みず樫かしセンパイは？」

「あいつは、卒業アルバムの最終校正だとかで顧こ問もんの夏なつ木き先生に呼ばれて印刷所に行ってるはずだ」

「ははあ、オニのいぬ間まになんとやら、でげすな」

　かりんのヤツは、そう言うと「にひひひひひ」と笑った。




　僕ぼくは冷蔵庫の中に入れてあった牛乳と生クリームを取り出した。

　ホットケーキミックスに牛乳を加えて練ねりはじめる。

「おい、かりん、お前ヒマだったら、そこにあるハンドミキサーで生クリームをホイップしとけ」

「へ？　私がですか？　私、料理と名が付くモノは、何もやったことがない人間なんですけど」

「ホイップクリーム作るだけのことだ、料理なんていうほどのものじゃない、ボウルに入れてハンドミキサー突っ込めば、ガキにだってできる」

「はあ…じゃあやってみます」

　かりんは、ハンドミキサーと格闘しはじめた。

　僕は、さっき練り上げてダマをなくしたホットケーキミックスを持ってホットプレートの前に移動した。

　ホットプレートは、十分に温あたためられている。

　バターのかたまりをほうり込むと、バターはじゅわじゅわという音とともにホットプレートの表面を滑すべりはじめた。

　すべてが溶とけたところを見計らって、ホットケーキミックスをおたまですくって流し込む。

　ホットケーキミックスは、一定の大きさに広がったところで固まった。

　縁ふちの方から、ぽちぽちと泡あわが立ちはじめると、部ぶ室しつには甘あまいホットケーキの匂においが充じゆう満まんしはじめた。

　暗室の流しの方からかりんの声がした。

「ああ、いい匂においですねえ！　くーっ！　たまんないや」

「ホイップクリームはできたのか？」

「ええ…なんとかできたと思うんですけど…これでいいのかなあ、なんか固くなっちゃったんですけど」

　かりんは、そう言いながらボウルを持ってきた。

　その中には、半分バターのようになった生クリームのなれの果てが入っていた。

「ばか、混まぜすぎだ、こんなに固くしちまってどうするつもりだ」

「すみませぇん」

「まあ仕方ない、食えなくなったわけじゃないし、それに…」

　僕ぼくはそこで言葉を切ると部ぶ室しつの入り口に立っている人間をながめて続けた。

「あいつらだったら、喜んで食うだろう」

　部室の入り口に立っていた二人…桃もも山やまと栗くり野のは、口をそろえて叫んだ。

「食う！　食うぞ！　なんでも食う！　まったくもう、うまそうな匂においさせやがって！」

「わかった、食わせてやるから入って来い！」

　桃山の姿を見たかりんは、あわててボウルを抱かかえたまま暗室に逃げ込んだ。

　失敗したところを見られたくなかったらしい。

　桃山と栗野の目の前で、数枚のホットケーキを焼き上げて皿の上に重ねた。

　その上に固まったホイップクリームを盛り付ける。

　そして最後に本日の秘密兵器。ハーシーのチョコレートシロップのビンを取り出して、僕は宣言した。

「今日は、こいつを思い切りかけて食うぞ」

　僕は、いつもレストランなどでホットケーキを食うたびに、その上にかかっているチョコレートシロップの量に不満を持っていたからだ。

　かりんと、桃山が拍手をしたが、栗野は不ふ機き嫌げんそうに言った。

「ゴタクはたくさんだ！　さっさと食わせろ！」

「わかった、食っていいぞ」

　栗野と桃山は、歓声を上げてホットケーキに食いついた。

　その姿を見て、かりんが声をかけた。

「あ、私、外の自動販売機で、何か飲み物買ってきます」

「悪いな、僕は…」

「私、知ってます！　桃山さんはミルクココアで、栗野さんはブラックコーヒーですよね」

　かりんは、にっこり笑ってそう言うと、ぱたぱたと部室を出ていった。

「なんか…思っていたよりいい子だな」

　かりんが出ていったドアをながめながら、栗野が、そう言うと、桃山はうれしそうに笑った。

「別にお前を誉ほめたわけじゃないぞ」

「わかってる、でも、あいつを誉められると、なぜか僕もうれしいんだ」

　わかるような気がするな。

　その時、部ぶ室しつの入り口で、大きなため息が聞こえた。

　振り返ると、そこに香か織おりが立っていた。

　印刷所からの帰りなのだろう、小こ脇わきにアルバムの原稿を山ほど抱かかえこんでいた。

　香織は、疲れ果てた、という顔をして言った。

「こんどは…ホットケーキなわけ？」

「あ、いや、生ゴミが出ないぶん、後片付けが楽じゃないかと…」

「ほんとにもう！　あんたって人は！」

「まあまあ、そう怒るな、お前もさっさと座すわれ、これからお前のために、腕うでにヨリをかけて特製ホットケーキを焼いてやるから」

　香織は、ちょっとびっくりしたような顔をした。

「え？　私のため？」

「そうだ、お前のためだ、なぜならお前は特別なんだから」

「どうせ、後片付けさせるためなんでしょ」

「それもある、でもな、それだけじゃない」

　香織は少し赤い顔をして言った。

「何をバカなこと言ってるのよ。コースイ、あんた最近ちょっと変じゃないの？　合成写真みたいな写真を撮り始めたり、いきなり薬科大に進むとか言い出したり…」

　僕ぼくは部室の壁を見た。

　そこに貼はってある一枚のモノクロ写真。

　龍りゆう城じよう公園から見た廃はい墟きよの街。

　誰だれもがよくできた合成写真だと信じて疑わないその写真こそ、あの爺じいさんが見落とした向こうの世界の唯ゆい一いつの記録だった。

　向こうの世界から僕が持ち帰ったＥＯＳの残ざん骸がい。

　その中に入っていたフィルム。

　熱と光線でほとんど真っ黒になっていたが…一コマだけ、そう、たった一コマだけ映像が残っていた。

　僕には、あの爺さんは、知っていて見み逃のがしてくれたような気がしてならなかった。




「ちょっと！　コースイ！　何やってるのよ！　焦こげちゃうよ！」

「あ、いけね！」

　その時、部室のドアを開けてかりんが帰ってきた。

「飲み物買ってきましたぁ！」

　かりんは香織を見て目を丸くした。

「あれ？　水みず樫かしセンパイ、帰ってたんですか？」

「さっきね…それより…外は雪なの？」

　よく見るとかりんの服や髪に、小さな白いものがついているのが見えた。

「ええ、すごい降りかたですよ、こりゃあ積もりますねえ…それよりセンパイ！　飲み物何にします？」

「え？　私？　いいわよそんなの」

「いいですよ、私、もう一度買いに行ってきますから」

　僕ぼくはかりんに声をかけた。

「いいよ、かりん、雪降ってるなら行かなくても、香か織おりには僕のコーヒーをやってくれ、風か邪ぜでもひいたらつまんないぞ」

　かりんは眉まゆをひそめた。

「どーしたんですか？　突然私の健康のことを心配したりして」

「お前の健康状態に、世界の運命がかかってる、ってこともあるからさ」

「は？」

「いや、なんでもない、とにかくお前も座すわれ、さあホットケーキを食うぞ！」

　かりんたちは歓声を上げた。

　僕は笑った。

　笑いながら考えた。

　いつもと同じ会話…。

　いつもと同じ笑顔…。

　でも、僕は知ってしまった。

　この幸せな日常が、どんなに脆もろく危あやういものの上で営まれているのかを。

　明日あしたの途と中ちゆうで明日が終わってしまうこともあるんだと。

　もしかしたらあの時。

　あの爺じいさんと出会ったこと自体が「運命」というヤツだったのかもしれない。

　この世界の因いん果が律りつも、やはり僕たちを滅めつ亡ぼうの淵ふちに追い込むのかもしれない。

　もしかしたら、今でも滅亡の時計の針は動きつづけているのかもしれない。

　その瞬しゆん間かんがいつ来るのか誰だれにもわからない。

　だから、こうやって、楽しい思い出をいっぱい作ろう。
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　誰よりも香織のために。

　僕が本当の消火器になるその日のために。


ＥＮＤ












　あとがき




　はじめまして、「鷹たか見み一かず幸ゆき」です。
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　それは、私が今まで思い描いていた〝小説〟とはまったく異質のものでした。

　この小説の舞台となる世界には、超能力者も、ＣＩＡも、宇宙人も剣も魔法も、ばりばりの美少女も、何一つ登場しません、普通の人々が、普通の言葉で、普通の会話をする世界。でも、その世界は、普通の世界ではありません。

　リアリティの積み重ねの中で、普通ではない世界を描くという、本来、まったく正反対であるべき行為が融ゆう合ごうした不思議な感覚。この感覚を生かしたままリライトする方法を探しあぐねていたのです。

　そして、この小説は〝自分の気分〟ではなく〝他人への気持ち〟を、〝雰囲気〟ではなく目の前にある〝光景〟を、〝情報〟ではなく〝知識〟を書いているんだと気がついた時、私は原作と同じリズムで文章を書いている自分に気がつきました。

　決定稿こうが完成した時、榎えのき野の氏は、メディアワークス編集部との話し合いで、この『時空のクロス・ロード　ピクニックは終末に』の作者名から、原案者としての名前一切を削さく除じよしてしまいました。その理由は…「俺の小説はとっくに落選している、世に出るとしたらそれは、リライトした人間の力によるものだから」だそうです。

　この本に榎野英彦氏の名前がないのはそういった理由です。

　そう決まった以上、こういった事情はここで書くべきことではないのかもしれません。

　しかし、私は書かずにいられませんでした。

　それが、ライターとして生きてきた私に〝小説家〟という道を開いてくれた榎野氏に対する礼れい儀ぎだと思うからです。

　ともあれ、この『時空のクロス・ロード』の作品世界は、今、私の手にゆだねられました。

　それは、一切の責任もまた私にある、ということだと思います。

　私がどこまで行けるのか、私にどんな〝お話〟が書けるのか、これからは、すべて私の責任なのです。




　最後に、リライトするにあたって、様々なアドバイスを頂いただいた阿あ部べ氏し夫ふ妻さい、そして、気分転換のために付き合っていただいたチャットルームの常連の方々、そして漫画家のこいずみまり嬢じように、そして、何回お邪魔してもイヤな顔一つされず、終しゆう始しにこやかに迎えてくださった榎野氏の奥様に、心からの感謝の言葉をお贈りしたいと思います。
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鷹たか見み一かず幸ゆき

１９６９年、静岡県産、埼玉県棲息中。たった一つの「文体」と、七色の「ペンネーム」を使い分け、マンガ原作、ゲーム原案、アニメ企画、その他イロイロ雑文ライター稼業が職業。本作の執筆を機に小説家としての「独り立ち」を狙っているらしい。

※中国福建省、杖埜記村近郊のゴミ捨て場から出土
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あんみつ草そう

１９７０年生まれ。小学５年の時、漫画家になろうと決意して今に至る。が、漫画よりイラストのお仕事が多くて人生分からんものだとちょっと戸惑い気味。最近のハマリものはＤＶＤ。










時じ空くうのクロス・ロード




ピクニックは終しゅう末まつに
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